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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　──こんなことになるなんて、思ってもみなかった。これは神様が僕に与あたえた罰ばつだ。

　雪と闇やみの中で、リルはクラウスの姿を思い描えがく。

　罰を受けて然しかるべき身だと思っていても、会いたい気持ちは抑おさえ切れない。

　青銅ブロンズの肌はだと白銀の髪かみ、蒼サフ玉アイアの瞳ひとみの彼は、今どこにいるのだろう。

　男はみんな狼おおかみになると、木こり達が言っていたけれど……果たしてクラウスはどうなのか、その答えも見えていない。すべてが闇に塗ぬり潰つぶされてしまった。

　──もしも今夜、いつものように会えていたら、僕はクラウスを狼に変えられたのかな……僕達の間に、愛は生まれたのかな……。

　リルは赤いフード付きのマントを纏まとった体を捩よじらせ、肌に食い込む鉄枷かせを軋きしませる。

　どこからか雪を踏ふむ音が聞こえたので、「クラウス？」と愛いとしい男の名を口にした。

「クラウス……そこにいるなら、狼になって僕を食べて」

　今夜は血の月──あと少しで月が赤く染まる。

　それまでに彼が男の欲よく望ぼうを剝むきだしにして狼となり、純潔を奪うばってくれることを願わずにはいられなかった。
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　新緑に染まる山脈から、一ひと際きわ高く突つきだした雪の王国──ヴァルセント。

　真夏でも残雪が消えることのない北方の小さな国は、ストロベリースノーと呼ばれる紅雪と、尖とがった杭くいの如ごとき枝を揮ふるう木々に囲まれていた。

　ヴァルセントには、魔ま力りよくを宿した狡こう猾かつで巨きよ大だいな狼と戦ってきた歴史があり、狼から国を護まもる結界の目印とされるストロベリースノーは、白い雪原に仄ほの赤い帯を描いたように見える。

　そのためこの国では、赤い色を神聖かつ守護の色として愛してきた。

　国土と民たみを、悪あしきものから護る強き色──それ故ゆえ、王族だけが身につけることを許される禁きん色じきとされている。

「私の可愛かわいいリル、十六歳のお誕生日おめでとう」

「ありがとうございます、おばあ様」

　誕生日の朝、リルは孤こ高こうの女王シンディアに向かって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

　女王の孫であるリルは、特異な目の色以外は祖母に似て麗うるわしく、肌は雪のように白い。

　髪は鴉からすの羽の如き漆しつ黒こくで、少年らしく短く整え、形のよい頭に沿わせていた。

　敬けい称しようを抜ぬいた正式な名は、リルアドリー・レイモンド・ヴァルセント。

　王位継けい承しよう順じゆん位いは女王の一人娘むすめの王女に次ぐ第二位だが、第一位である王女はリルを産む前に夫を亡なくしたことで心神を患わずらい、十六年間ずっと塔とうに籠こもっている。そのためリルが実質的な王位継承者として扱あつかわれ、王太子殿でん下かと呼ばれることも多かった。

「例年通り、夏用の赤いマントを作らせました。貴方あなたも今日で十六歳、大人の仲間入りをする歳ですから、これまでとは違ちがう物にしましたよ。ここに来て羽織ってごらんなさい」

「ありがとうございます。どんなふうに違うのか楽しみです」

　十六歳になっても華きや奢しやで幼気いたいけなリルは、女王の玉座にゆっくりと歩み寄った。

　本当は昔のように駆かけ寄って、真しん紅くのスカートに縋すがりついたり膝ひざに乗ったりしたかったが、十を過ぎた頃ころからは後こう継けい者しやとしての自覚も芽生えたので、教育係が叱しかられないよう、大人しく行ぎよう儀ぎのよい孫として振ふる舞まっている。

「わあ……裾すそがとっても長くて素す敵てき。それに金きん糸しの刺し繡しゆうが凝こっているし、こんなにたくさんの紅玉ルビーが縫ぬいつけられているなんて……本当に、なんて豪ごう華かで素す晴ばらしいんでしょう。夏用でもずっしりと重たいくらい」

　リルはマントを身に纏まとうだけではなく、小さな頭にフードを被かぶった。

　大鏡の前でくるくると回り、長い裾をドレスのスカートのように広げてみせる。

　クリスタルのシャンデリアから降り注ぐ光を受けて、紅玉ルビーや金刺繡が輝かがやいた。

　リルが回れば回るほど、贅ぜいを凝らした煌きらめきが増していく。

　奥に控ひかえていた侍じ女じよ達も、「王太子様、お似合いですわ」と、口を揃そろえて褒ほめ称たたえる。

　誰だれもが優やさしげな笑えみを浮うかべていて、本心から言っているように見えた。

　けれども真実はどこにあるのか、その答えは永遠にわからない。

　リルは特異な色の目を持って生まれたため、貴族や聖職者や民の一部……もしくは全部から恐おそれられていることを、概おおむね理解していた。

　城で働く者達はリルの目の色を忌いみ嫌きらわず、美しいと褒めてくれたりもするのだが、唯ゆい一いつの孫を思いやる女王が、噓うその上手うまい者だけを雇やとっている可能性は否いなめない。生活がかかっている彼らが、本音だけを口にして微笑ほほえんでいるとは限らないのだ。

「おばあ様、ありがとうございます。みんなもありがとう」

　リルが微笑み返すと、常に毅き然ぜんとしている女王が表情を和やわらげる。

　侍女達の称しよう賛さんが本心であろうとなかろうと、贈おくり物が嬉うれしいことに変わりはなかった。

　ヴァルセントは夏でも雪が溶とけ切らずに残っているほど寒いので、外を歩くには外がい套とうなどの防寒着が必要になる。

　リルは初夏の誕生日に夏物の赤いマントを、秋の建国記念日には冬用の物を新調してもらい、今は着られない子供用の物を含ふくめると二十着以上もの赤いマントを所有していた。

　他ほかの衣服は貴族の子息に下か賜しすることもあるが、赤いマントだけは祖母の愛情の証あかしとして大切に取ってある。どのみち王族でなければ着られない品だ。

「裾が本当に長いですね。こんなに長いと、階段で引き摺ずってしまいそう」

「つまりそれだけ気をつけて、優ゆう雅がでありなさいということよ」

「あ……っ、そういう意味があったのですね」

　女王の言葉に納なつ得とくしたリルは、膝を折り曲げたり直立したりを繰くり返す。

　昨日まで着ていた冬用のマントは、裏地に獣じゆう毛もう、縁ふちには毛皮をあしらった重じゆう厚こうな品だったが、丈たけは膝ひざ下したほどまでしかなかったので、今日贈られたマントの長さはつくづく新しん鮮せんだった。

　子供っぽさが感じられなくなり、着ているだけで大人になった気分になれる。

「おばあ様、僕を大人として認めてくださってありがとうございます」

「気の早いこと。まだそこまで認めてはいないのよ。でもその瞳の色を貴方が受け入れられるくらい成長したのは嬉しいことね。もう嫌いやではないのでしょう？」

　祖母とはいえ老ろう婆ばという歳ではない女王は、口元を扇おうぎで隠かくしつつ微笑んだ。

　美しい祖母の姿に、リルは肖しよう像ぞう画がでしか目にしたことのない母親の姿を重ねる。

「はい……この目の色が嫌ではなくなったのも、全部おばあ様のおかげです。こんなに煌めくおばあ様の愛情を身に纏うことができて、僕はとても幸せです」

　リルはマントの表面を撫なでながら、本当に欲しいものに想おもいを馳はせていた。

　祖母は毎年必ず夏用のマントを新調してくれて、さらに誕生日から十日間は勉強も稽けい古こ事も休んで遊ぶことを許してくれるのだが、リルが城の東にある塔に近づくことは許さない。

　リルが一番欲しいものは、宝石や刺繡で飾かざられた豪華な赤いマントではなく、母親を見み舞まう自由だった。せめて誕生日だけでも、母親に会いにいきたいと思う。

　以前は嫌いだった自分の目の色を受け入れたことによって、会いたい気持ちがますます強くなっていた。

　かつては、「こんな目を見せたらお母様に嫌われてしまう。それどころか怖こわがらせてしまい、御ご病気を酷ひどくしてしまったらどうしよう」と不安に思っていたので、会いたい衝しよう動どうはそれほど強くなかったのだが、近ちか頃ごろは塔を見上げる時間が長くなっている。

　しかし母親のことを言えば祖母を悲しませ、困らせることを知っているので何も言えない。

　今年こそお願いしてみようかと昨年から考えていたのだが、祖母にその気がないことを肌で感じると、言いだせなかった。

　なんとなくだが、言わなくても答えがわかるのだ。

　祖母が自分の娘とリルを絶対に会わせたがらないのは、母親に会うことがリルにとってよい結果に繫つながらないと考えている証しよう拠こであり、祖母の判断が間ま違ちがっているとは思えない。

「おばあ様……」

　本心を隠しているせいで、リルはどうしても祖母に甘えたくなった。

　彼女の胸に飛び込んで、大おお粒つぶのダイヤモンドが輝く首に両手をそっと回す。

「まあ、どうしたのかしら？　十六歳になったのに子供みたいね」　>>>♥

「おばあ様が目のことを仰おつしやるから、子供の頃の気持ちを思いだしてしまったの」

　そう言って女王を見つめるリルの目は、贈られたマントと同じように赤い。

　黒くあるべき瞳どう孔こうすら赤み掛がかった暗赤色で、虹こう彩さいに至っては、城の庭に咲さき誇ほこる紅薔ば薇らか、熟した林りん檎ごの如き赤だ。

　こんな目をした人間を、リルは自分以外に知らなかった。

　祖母の目も、肖像画の中の両親の目も、瞳孔はオニキスと変わらないほど黒く、虹彩も黒に限りなく近い暗あん褐かつ色しよくなのに……何故なぜ自分だけが血で着色したような瞳ひとみや虹彩を持っているのか、今でも不思議に思うことがある。

　城で働く者達は、リルの目の色に触ふれないか、或あるいは美しいと褒めてくれたりするのだが、子供達は正直だ。

　大人の目が届かない所で、「あれは獣けものの目だ、恐ろしい」「あんな血みたいな目で見られたら呪のろわれる」と貴族の子息に囁ささやかれたり、森の木々の陰かげから「真っ赤な目の悪あく魔まだ！　呪われた王子が来たぞ！」と、平民の子供に叫さけばれたりしたこともある。

　そのたびに心臓を抉えぐられるように悲しくつらかったけれど、そう言いたくなる人の気持ちがリルには嫌というほどわかっていた。

　誰よりも自分自身が血の色の目を嫌い、鏡を見ることを避さけ、呪われているのではないかと疑っていたからだ。

　父の死も、母の心の病も、自分がこんな目を持って生まれたせいではないかと思えてならず、両目をくり貫ぬくべきだと思い悩なやんだこともある。

「僕はずっと、自分の目が大だい嫌きらいで……高貴な色だとか、神聖な色だと言われても、みんなと違うのが嫌でした。恐ろしい獣の目と同じ色なのが怖くて……。でも、おばあ様だけはいつも綺き麗れいだと言ってくださったから、誇りに思うと言って、愛してくださったから……だから僕は、自分の目が嫌いではなくなったのです」

「嫌いではない、というくらいなの？　まだ好きにはなれないのかしら」

「いいえ、好きです。今は、好きになりました」

　それはだいぶ噓だったけれど、リルは祖母を喜ばせたくてそう言った。

　嫌いではなくなったのは事実で、今は自分の目の色を偶ぐう然ぜんの産物だと信じている。

　十六年もの時をかけて、そう信じさせてくれたのは祖母だった。

　他の人々の本心がどうであれ、祖母の愛情や褒め言葉は間違いなく本物だとわかる。リルの赤い瞳を見つめる祖母の眼まな差ざしは、リルを誇りに思う気持ちに満ちていたから──。

「よかったわ。でも貴方あなたの認にん識しきには一つ間違いがあるようね。貴方の目の色を綺麗だと言っていたのも愛していたのも私だけではないわ。ここにいる侍女達も他の者達も、みんなが貴方のすべてを愛してきたのよ。貴方がこれからもいい子で、ヴァルセントにとって必要な王太子である限り、その愛は変わらないでしょう」

「おばあ様……」

　心から尊敬する祖母に背中を摩さすられ、侍女達の笑顔に包まれたリルは、大きく頷うなずく。

　真実はどうであれ、奇き異いな目を持ちながらも大事にしてもらえる自分を幸せだと思った。

　父親を亡なくし、母親には一度も会えず、時には淋さびしく思うこともあるけれど、やはり自分は幸せ者だ。

　今着ているフード付きの赤いマントも、単なる防寒着ではなく、目の色を嫌っていたリルに、祖母が「赤は高貴で尊い色ですよ。誇りを持ちなさい」と諭さとしたうえで、「これを着ていれば目立たないわ」と言って贈ってくれたのが始まりだった。

「僕も何か、おばあ様のためになることをしたい。お返しをしなきゃ」

　リルは祖母の胸に顔を埋うずめて、上質な白粉おしろいの匂においや肌はだ本来の匂いに目を細める。

　コルセットで寄せ上げられた彼女の胸はふっくらとしていて柔やわらかく、高こう雅がな百合ゆりのように芳かんばしかった。塔とうで暮らす母親の胸も、このような感かん触しよくなのだろう。

　乳すら乳母うばからもらって母からは与あたえられていないリルにとって、祖母は愛そのものだ。

　だから無理を言うことができない。

　悲しませたり困らせたり、落らく胆たんさせるようなことは絶対にあってはならない。

　誰だれよりもいい子として生きて、理想的な孫としてさらに愛されて……いつか王座を譲ゆずられる時には、「こんな立派な跡あと取とりを得て幸せだ」と思ってもらいたい。

「今年は昨年よりも喜んでいただけるように、素す敵てきなお返しをしたいです」

「あら嬉うれしいわね……本当は気持ちだけでも十分だけれど、つい期待してしまうわ。いったい何をしてくれるのかしら？　美しい声で小鳥のように歌ってくれるの？　それとも蝶ちようのように舞まい踊おどるの？　貴方あなたがしてくれるなら、どんなことでも嬉しいわ」

「それではいつもしていることと変わらないので、もっと頭を捻ひねります」

　リルは名残なごり惜おしくも祖母から離はなれ、マントの裾すそを摘つまんで二度目のお辞じ儀ぎをする。

　本当はもっと甘えていたかったけれど、今日でもう十六歳──大人の仲間入りをした以上、いつまでも幼子のようではいられない。

　可愛かわいがられるばかりではなく、王太子らしく立派に成長した姿を見せることで、祖母の愛に応こたえたいと思った。
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　誕生日を迎むかえて一つ歳を重ねたところで、その日を境に急な成長を遂とげられるわけがなく、立派な目標を掲かかげたリルが実際に起こした行動は、大人らしいものでも王太子らしいものでもなかった。

　祖母を喜ばせるために、歌やダンスではなく形のある物を贈おくりたい……と思い、自分の手で女王が最も好むビスケットを作ろうと決めたところまでは、まだよかった。

　何しろ女王はビスケットが好きで、中でも特に、ヘーゼルナッツと林檎をふんだんに使ったビスケットには目がないのだ。

「王太子殿でん下か、わざわざ厨ちゆう房ぼうまでお越こしいただいたのに恐きよう縮しゆくですが、女王陛下が最も好まれるビスケットは、私ではなく先代の料理長が作っているのです。同じレシピを使っても味や焼き加減がどうしても違ちがってしまって……私が作った物は女王陛下のお墨すみ付つきを未いまだにいただいておりません。そのような事情ですので、お教えするわけにはいかないんですよ」

　城の一階にある厨房を訪ねたリルに、年若い料理長が困り顔で言った。

　他ほかのビスケットでもよろしければ、すぐに教えて差し上げられるのですが……と言う彼に、リルは迷いながらも「ありがとう。でも一番お好きな物を差し上げたいの」と断る。

　料理長に失礼ではないかと心配になったが、若い彼は分を弁わきまえているようで、「お気持ちはよくわかります。あれは本当に美味おいしいですから」と理解を示してくれた。

「今日の朝食も美味しかったですよ。馬ば鈴れい薯しよとクリームのスープがまろやかで、お皿に一ひと滴しずくも残らないくらいパンで掬すくいました。いつも本当にありがとう」

「それは光栄です、勿もつ体たいないお言葉をありがとうございます。今日は殿下のお誕生日ですから、お好きな物ばかり作っていますよ。晩ばん餐さん会のメニューに御ご期待ください」

「ありがとう、楽しみにしています」

「──話を戻もどしますが……実は、先代の料理長は引退後に城下を離れ、北の森の果ての屋や敷しきで暮らしてるんです。週に一度だけヘーゼルナッツと林檎のビスケットを焼いて、お城に届けてくれる決まりになっています。作り方を習いたいのでしたら次に彼が来た時がいいでしょう。教えるのが好きな方ですから喜びますよ」

「次というのは、いつなのですか？」

「一昨日おととい来たばかりですから、五日後になります」

　ああそれでは駄だ目めだ、遅おそ過ぎると思ったリルは、首を横に振ふる。

「今日中にお返しをしたいので今から出かけて訪ねてみます。勉強もお稽けい古こも休みで暇ひまですし、北の森は近いですから、今から行けば晩餐会までには帰ってこられますね」

「え、今からですか？　馬車を出されるんですか？」

「いいえ、馬車を出したらおばあ様に知られてしまうので、独りで歩いていきます。僕の手で焼いたビスケットでは不完全かもしれませんが、喜んでくださいますよね」

「それはもう、間ま違ちがいなくお喜びになられることでしょう。ただ……心配です。森は所により日中でも薄うす暗ぐらく、危険がないとは言えませんから」

「そうですね、転ばないよう足元には注意します」

「はい、それもそうなのですが、他の意味での危険があることもお忘れなく。赤いお召めし物で王家の方だとわかりますし、殿下を傷つける不届き者はいないでしょうが、なにぶん男は時に狼おおかみになるものですから……近ちか頃ごろますます美しくなられた殿下が心配です」

「男は時に狼に？　男も女も、人間は人間でしょう？　狼になどならないと思いますけれど、違うのですか？　それに、我が国は結界によって悪あしきものから守られていますから、魔ま力りよくを宿した狼は入り込めませんし、人間が狼に変わるようなことはないのでは？」

「は、はい……それは、その……本物の悪しき狼は入れないようになっていますが……なんと言いますか、すべての男の心には最初から狼が棲すんでいるような、いないような」

「よくわかりませんけれど、心配してくださってありがとう。独り歩きはいつものことなので大だい丈じよう夫ぶですよ。今日は普ふ段だんよりも少し遠くまで行くだけです」

　リルは料理長の心配を余所よそに、「先代へのお土産みやげは何がよいでしょう？　あ、壺つぼいっぱいに白いバターを詰つめて持っていきましょう」と自ら提案した。

「はい……白いバターですね、すぐに御用意します」

「そのまま食べても美味しいし、料理が好きな方ですから喜ばれますよね」

　ふふっと笑ったリルは、調理場の入り口にあった空の籠かごを手に取る。

　我ながら名案だと思い、すべての思いつきに満足していた。







　城勤めの料理長とはいえ、身分の低い者が王子の決めたことに強く反対することはできず、リルは思い通りの土産を持って城を出た。

　今日は暑くなると学者から聞いていたので、新調してもらった赤いフード付きマントの中は薄うす着ぎで済ませている。

　純白のシルクのブラウスと、太ふと腿ももが露あらわになる黒色の短い脚きやく衣い、踵かかとが高く靴くつ底ぞこに滑すべり止めの溝みぞが刻まれた編み上げの黒いロングブーツを履はいて、中には暖かい長なが靴くつ下したを仕込んでいた。

　ヴァルセント人は寒さに強いが、夏でも雪が降る日は稀まれにあり、そうでなくとも出かければどこかしらで残雪を踏ふみ歩くことになるため、長いブーツと靴下は必ひつ需じゆ品になっている。

　リルは赤い布を被かぶせた籠を持ち、素す手でで持ち手を強く握にぎり締しめていた。

　バター壺の大きさについて、「いきなり押しかけるので一番大きい物を」と指定したうえに、「葡ぶ萄どう酒も持っていきます」などと言ったのが間違いだった。

　出かけた時は容易に持てた籠が、今では噓うそのように重くなっている。

　物事の先が読めていないのが自分の子供染じみたところで、年ねん齢れいが一つ上がっても成長できていないことを痛感した。

　荷物とは、運んでいるうちに重くなるもの──これを十六歳の誕生日に学んだ教訓として、今後は軽過ぎると感じるくらいの荷物を持って出かけようと心に決めたリルは、赤いマントの裾を踏みそうになって足を止める。

　これまでの物とは違って本当に長いため、姿勢を正して歩かなければならなかった。

　それができないのなら裾を摘まみ上げるしかないが、今はそうする余よ裕ゆうもない。

「これは殿下、こんにちは。北の森にいらっしゃるのは久しぶりじゃないですか？」

「急に大人っぽくなったと思ったら、赤いマントが長くなったんですねえ」

　大人になるって大変……と半ばうんざりしていると、木こり達に声をかけられた。

　幸い子供の木こりの姿はなく、大おお柄がらな大人ばかりだ。正直になんでも言葉にすることがある子供との接せつ触しよくは、特異な目を持つリルにとってなるべく避さけたいものだった。

　大人ならば、言ってよいことと悪いことがわかっているので、王族に対して面と向かって「血の色の目が気持ち悪い」だの、「呪のろわれた目」だのと罵ののしることはない。

　内心ではどう思っているのか、陰かげで何を言っているのかは知る由よしもないが、普ふ通つうの黒い目の持ち主を相手にするかのように、見て見ぬ振りをしてくれる。

「みなさん、御ご機き嫌げんよう。今日は暖かくて過ごしやすいですね」

「殿下、我々のような下々の者まで気にかけていただき、ありがとうございます。そういや、殿下は今日で十六歳になられたんですよね？　お誕生日おめでとうございます」

「あの小さかった殿下も十六ですか、時の経たつのは早いもんですなあ」

「御生誕の夜の盛大な花火を思いだしますよ。そりゃあもう、山火事が起きやしないかとひやひやするほど見事な花火でした」

「みなさん、お祝いの言葉をありがとう。十六年前の花火はそんなに凄すごいものだったのですか、見られるものなら僕も見てみたかったです」

「ははは、そりゃ無理ってもんですな」

「次はいつ上がりますかねえ、殿下の御ご即そく位いの時ですかね？」

　最初にリルの目に留まった木こりは四人だったが、木々に隠かくれて見えなかった者達も次々と馬車道に出てきて、十数名の男達がリルの前で膝ひざを折った。

　もちろん、作業場から離はなれる前に斧おのを置いてきている。

　無骨なりに丁てい寧ねいに敬意を示す彼らは、ほとんどが親子や兄弟といった、家族だった。

　リルと同じか少し年下くらいの少年もいて、リルの赤い目を見るなり怖こわいと感じたらしく、不自然に視線を逸そらす。

　気まずい様子で、父親と思われる大男の背後にそろりと身を隠してしまった。

　そういった態度に傷つかないわけではなかったが、将来はともかく、現在は勉強と稽古事と遊びばかりで、仕事らしい仕事をしていないリルにも気まずい気持ちはあり、幼い頃ころから汗あせ水みず垂らして働いている少年と好んで顔を合わせたいとは思わなかった。

　ヴァルセントは高山地帯にある閉へい鎖さ的な小国のため、何かしら突とつ出しゆつした才覚を持っているか、国に貢こう献けんする機会を得ない限りは、一旗揚あげることが難しい。

　労働者の中で稼かせぎが跳はね上がる見込みがあるのは、死の危険と隣となり合わせの鉱山夫くらいで、幼い頃から親の稼か業ぎようを手伝い、やがては受け継つぐ者が多かった。

　結界の外に出て国外に向かおうものなら悪しき狼に喰くい殺されてしまうため、野心を抱いだかず生まれた時の身分のまま、身の丈たけに合った幸福を見いだすことが順当な生き方とされている。

「おっきな籠を持って、今日はどちらに行かれるんです？」

「この森の奥に住んでいる先代の料理長を訪ねる予定です。このまま馬車道を真っ直すぐ行けば着きますよね？」

「はい、ひたすら真っ直ぐなんでわかりやすいですよ。そういや北の果ての屋敷のじいさん、以前は城勤めでしたねえ。今でも週に一度は城に届け物をしてるとか」

「ええ、おばあ様は彼が焼いたヘーゼルナッツと林りん檎ごのビスケットが大好きなんです。今から訪ねて一いつ緒しよに焼いていただくの。この新しいマントのお礼に、自分の手で作ったビスケットをおばあ様に差し上げたくて」

　重い籠のせいでひりひりと痛みだした手を意識しながらも、リルは女王にプレゼントをして、彼女を驚おどろかせたり喜ばせたりすることに胸躍おどらせていた。

　そのためにはもうしばらく歩き続けなければならないことも、ビスケットの生き地じを捏こねたりオーブンで焼いたり、完成品を持ち帰るために来た道を歩かなければならないこともわかっていたが、そういった労力についてはあまり実感がない。

　自分で作って運ぶことに大いなる意義を見いだしている半面、具体的に想像できないくらい他人ひと事ごとで、魔ま法ほうのようにいつの間にか出来上がる気がしていた。

「殿でん下か、こっから北の果ての屋や敷しきまではだいぶありますよ。奥の方は雪もかなり残ってるし」

「着いてからビスケットを作るんなら、急がないと帰りが遅おそくなっちまう」

「日が暮れる前に城に着かないといけませんよ。暗い森は冷えるし、危険がいっぱいだ」

　老ろう若にやくを問わず、木こり達は口々に言う。

　確かに今は明るく暖かいが、夕暮れが迫せまると残雪を撫なでる冷たい風が森を吹ふき抜ぬける。

　夏の夜空に雪が舞まうことや、そのまま積もることもあるため、油断は禁物だった。

「……では急ぎます。御ご忠告ありがとう」

「寄り道せずに行くんですよ。悪い狼が出るかもしれませんからね」

「──悪い狼？　結界の中にはいないでしょう？」

「いないように見えてうじゃうじゃいるんですよ。男はみんな狼ですから」

「そうそう、羊の顔して狼おおかみに変わる奴やつもいますから。気を許しちゃあいけません」

　似たようなことを料理長にも言われていたリルは、木こりの言葉に首を傾かしげた。

　十五歳だった昨日までは……或あるいは、子供っぽい恰かつ好こうをしていた昨日までは、誰だれにもそんなことを言われなかったのに、十六歳になって少し大人っぽい恰好をした途と端たんに複数の人間から同じ忠告を受けるなんて、不思議な話だ。

　──赤いマントの裾すそが長くなっただけなのに、僕が思っている以上に変わったのかな？

　一人前の大人として扱あつかわれているなら嬉うれしいが、自分だけが理解できていない謎なぞの忠告は、なんだか薄うす気き味み悪わるい気もした。







　木こり達と別れたあと、リルは彼らに言われた通り先を急ぐ。

　しかし急いだことでかえって疲つかれが出てしまい、休きゆう憩けいせずにはいられなくなった。

　自分と同じ年頃ごろの木こりの少年が働いているのを目にしただけに、これくらいで情けないと恥はずかしくなったが、気持ちだけではどうにもならないこともある。

　寄り道をしないように──という忠告が頭にあったので、休むにしても馬車道から逸れないつもりでいたものの、花の香かおりに誘さそわれて脇わき道みちに逸れてしまった。

「わあ、こんな所に花畑が……」

　そこは木々が一本もなく、残雪がほとんど見られない花だらけの野原だった。

　冬場は白一色に染まる淋さびしい空間になりそうだが、今は花畑といっても過言ではないほど、色とりどりの花に覆おおわれている。

　夏らしい光景に歓かん喜きしたリルは、籠かごを置いて花畑に駆かけ込んだ。

　足元に気をつけて、短い夏を謳おう歌かする花々や大切なマントの裾を踏ふまないよう、急ぎつつも慎しん重ちように駆ける。中央まで行って天を仰あおぐと、軽かろやかに舞い踊おどった。

　陽光を全身に浴びながら歌を口ずさみ、空に向かって両手を伸のばす。

　細い指の間からは黄こ金がね色に輝かがやく光が降り注ぎ、太陽の熱まで感じられた。

　──ああ、目が眩くらみそう……お城の庭の薔ば薇ら園とは違ちがって、ここには自然に咲さいた野の花がたくさん。小さくてもこんなに香っているし、草の青々とした匂においも土の匂いもして、ここにいるだけで元気になれそう。

　森の中の花畑に気をよくしたリルは、花盛りのクローバーを摘つみ始める。

　花か冠かんを作れることを知っていたので、持ち帰って侍じ女じよに編み方を教わろうと思った。

　ビスケットと一緒に祖母にプレゼントすることができたら、どんなにか喜ぶだろう。

　誇ほこり高く美しい女王には薔薇や百合ゆりがよく似合うが、時には野の花も愛めでたいはずだ。

　王族や貴族の女性は気軽に外を歩くことができないので、こんな素そ朴ぼくなプレゼントが思いのほか喜ばれるかもしれない。

「──あ……」

　夢中でクローバーを摘んでいると、手元が急に暗くなった。

　リルが草地に落としていた影かげが、より大きな影で塗ぬり潰つぶされる。

　暗雲が陽光を遮さえぎる様を想像したが、そうではないことはすぐにわかった。

　暗くなったのは自分の周囲のみで、他ほかは明るいままだったからだ。

「わ、ぁ……ッ！」

　何者かが背後にいることに気づくや否いなや、リルの視界は暗くなる。

　完全な闇やみではなく、粗あらい繊せん維いの隙すき間まに光が見えた。頭からすっぽりと袋ふくろを被かぶせられたのだ。

　ざらついて硬かたい感かん触しよくは、リルの肌はだには馴な染じみの薄うすい物だった。

　それでもなんとか、荷物を運ぶのに使う麻あさ袋ぶくろだと察しがつく。

「な、何……っ、誰!?」

　驚いたリルは、声を上げながらも口元を緩ゆるめた。

　誰かがちょっとした悪戯いたずら心で、ふざけていると思ったからだ。

　子供はリルの目を怖がるものだし、大人は身分を弁わきまえるもの……と考えると、北の森に近い村に住む、若い娘むすめの仕し業わざだろうか。無礼な行こう為いではあるが、悪意はないと信じたかった。

「く、ぅあ……！」

　笑っていられなくなったのは、苦しさを感じたせいだ。

　袋を被せられたうえに首の辺りを紐ひも状の物で縛しばられ、さらに肩かたと脛すねを摑つかまれる。

　ぐわりと乱暴に……それも女性の華きや奢しやな手ではなく大人の男の手で摑まれたとわかった瞬しゆん間かん、リルの中に嫌けん悪おと恐きよう怖ふが一気に芽め吹ぶいた。

「おい！　お前は籠を持ってこい！　上等なもんが入ってるはずだ！」

「さっさとしろ！　すっ転んで落とすなよ！」

　やめて、嫌いや──そう叫さけびたくても、我が身に起きた出来事に愕がく然ぜんとして声が出ない。

　喉のどの辺りに燻くすぶる悲鳴がいくらか形になったのは、三本か四本の手で体のあちこちを摑まれ、荷物のように抱かかえ上げられたあとだった。

「嫌……ぁ……ッ、放して……！」

　男は少なくとも三人いて、リルの体を担かついでいるのが二人……そしてこの二人よりも立場が低い男が最低一人、離はなれた場所にいるようだった。

　──苦しい……怖こわい……誰か、誰か助けて！

　麻袋の繊維の間から、強きよう烈れつな光が射さし込む。

　目が眩んだかと思えば、次の瞬間には天地がわからなくなっていた。

　男達は、「結界の外に出るぞ！」「例の小屋へ急ぐんだ！」と言っているようだったが、それよりも大きく聞こえるのは、耳に当たる袋がガサガサと鳴る音と、荒あらっぽい足音だ。

　──結界の外？　嫌だ……外には狼が！

　リルは怯おびえながらも手足をばたつかせ、抵てい抗こうを示す。

　人間の男達に襲おそわれているのに、何十匹ぴきもの狼に囲まれた気分だった。

　摑まれた箇か所しよに食い込んでいるのは、人の指や爪つめではなく、本当は狼の鋭するどい牙きばなのかもしれない。

　耳が捉とらえているのも人の言葉ではなく、獣けものの唸うなり声ではないだろうか。

　自分は現実に起きていることを受け入れられず、相手が人間だと誤ご認にんしている気がした。

　人間ならば、ましてやヴァルセントの民たみならば、王族である自分に酷ひどい仕打ちをするわけがないのだから、きっとそうだ。これはどうにかして結界の中に忍しのび込んだ狼の仕業だ。

　そうだとしたら、もうすぐ皮ひ膚ふを喰くい破られ、肉を咬かみ千切られるだろう。

　禁きん色じきのマントは血に染まり、色が変わることもないままに、ぽたぽたと赤い雫しずくを滴したたらせるのだろうか──。







　四し肢しを裂さかれて喰い殺される痛みを恐おそれるあまり、リルは意識を失っていた。

　目覚めた時には自分の呼気を感じて、特に痛みがないことに気づく。

　やや息苦しかったが、それこそが生きている証あかしになった。

　もしも何も感じなければ、すでに天国にいると思い込んでしまったかもしれない。

　麻袋を頭から被かぶせられているのがわかると、意識を失う前の出来事を思いだした。

　袋の上から首周りを紐で縛られているものの、息の根を止めるために絞しめているのではないようだ。

　麻袋を固定するのが目的なら、今すぐには殺されないということになる。

　真っ先に思いついたのは、人攫さらいだった。

　──僕は、誰かに攫われたの？　ここはどこ？　小屋とか言っていたような……。

　王子として大切に育てられたリルは、自分を攫った人間がいるとしたら、それは異人に違いないと思った。ヴァルセント人なら、赤は禁色だと知っているはずだ。

　赤いフードを被り、全身真っ赤だったリルを見て、攫って売ろうと考えるはずがない。

　誰もが善良というわけではないので、欲よくに駆られた者が金銭目的で王族から略りやく奪だつすることもあり得ない話ではないが、小さく閉じられたこの国ではすぐに捕とらえられてしまう。

　禍まが々まがしい闇の力で知ち恵えを得た、悪あしき狼が蔓延はびこる結界の外に逃にげだすのは現実的ではなく、捕つかまって縛り首になるのは目に見えていた。

　──異国の者が……入り込んでいたのかもしれない。国交がほとんどないとはいっても、山やま越ごえをしてくる行商人や、勇ゆう敢かんな猟りよう師しが現れることだって時々あるのに……僕は自分の身分に甘えて、危険なんて少しもないと思っていた。王族だと一目でわかる贅ぜい沢たくな装いが、必ずしも僕を守ってくれるとは限らないのに……そんなこと、わかっていたのに……。

　手足を男達に押さえつけられたリルは、ろくに暴れることもできずに啜すすり泣く。

　古いにしえの時代から張り巡めぐらされている結界が焼き殺すのは、悪しき魂たましいを宿した獰どう猛もうな獣のみで、異人の侵しん入にゆうまでは防げない。

　それらに関しては兵士の役目になるが、あまりに稀まれなことなので手て薄うすになっているのが現状だった。

　──ああ、どうしよう……もし身みの代しろ金を要求されたり国土を奪うばわれたりしたら、おばあ様を喜ばせるどころか悲しませてしまう。ヴァルセントはあまり裕ゆう福ふくではないし……希少な鉱物の取引で成り立っている状態なのに……。

　王子としてどうするべきか、リルは袋に覆われた顔を涙なみだで濡ぬらしながら考える。

　無事な姿で帰り、愛する祖母に迷めい惑わくをかけずに済むための交こう渉しようを持ちかけるなら、賊ぞくに何を言うのが効果的か、冷静に言葉を選ばなければならなかった。

「あ……ッ」

　交渉の前に状じよう況きようを把は握あくしようとすると、真っ先に体の異常に気づく。

　硬いベッドマットのような物の上で、ほぼ全ぜん裸らにされているのがわかった。

　脱ぬぎ履はきに手間がかかる編み上げのブーツも脱がされており、靴くつ下したも穿はいていない。

　他の衣類も奪われ、纏まとっているのはフード付きの長く赤いマントと、その上から被せられた麻袋と紐のみだった。

　──ブラウスも下着も……何もかも脱がされてる。しかも、脚あしが……。

　想像するのがつらかったが、足首や膝ひざを男達の手で摑まれ、脚を広げられていた。

　乳母うばや年配の侍じ女じよにしか見せたことのない性器が、ひんやりとした空気に晒さらされている。

　そのうえ針で突つつくような視線を感じた。

　見ず知らずの男達に、そこを見られているのだ。

「や、嫌……無礼者！」

　恐怖以上に怒いかりと羞しゆう恥ちを感じたリルは、すぐ近くにいる男を押し退のけようとする。

　しかし触ふれた体は岩のようで、びくともしなかった。

「おやおや、さすがに王子様は気位が高いねえ」

「おい、麻袋が外れないよう紐を縛り直せ。顔を見られたら殺すしかなくなる」

　若い男達の声と、「殺す」という言葉にリルは身も心も凍こおらせる。

　二人の男よりも立場が低いらしい三人目の男が、首に手を伸のばしてきた。

　男が紐を緩めて縛り直そうとした瞬間、リルは逃げたいあまり頭を大きく振ふる。

　誰だれかが「おいッ！」「馬ば鹿か、何やってんだ！」と焦あせった声を上げると同時に、リルの視界は明るくなった。

　麻袋が外れて、午後の光が射す山小屋の室内が目に入る。

　板や丸太で作られた壁かべと、中央部で屋根や天てん井じようを支える太い柱、厚い硝子ガラスの嵌はまった窓。火の入っていない暖だん炉ろと、高く積み上げられた薪たきぎ。整然と並んだ樽たる。

　そして、自分を拘こう束そくしている三人の男の顔。

　見たことがある顔だった。リルは彼らと何度も会っている。

　──この人達、木こりの兄弟だ。北ではなく、西の森で働く木こり。

　男達は二十代から三十代ほどで、兄弟だとわかる程度に似通った顔をしていた。

　しばらく見ていなかったが、かつては当たり前に挨あい拶さつを交かわし、「殿でん下か、木の根っこに足を取られて転ばないよう、お気をつけて」「赤いフードやマントがお似合いですね」「女王陛下はお元気ですか？」などと、笑え顔がおで語りかけてくれた木こり達に間ま違ちがいない。

「くそ、顔を見られた！　この馬鹿が、油断しやがって！」

「す、すまねえ兄貴……ああ、どうしよう、見られちまった！」

「身ぐるみ剝はいで犯おかすだけじゃ済まなくなったな。まあ仕方ねえか。おい、その赤いフードを頭に被かぶせておけ。王族を犯してることを実感したい」

「おっかねえ赤い目はフードで隠かくせよ。睨にらまれると呪のろわれそうだ」

　リルは粗そ末まつなベッドの上で、顔見知りの男達のやり取りに呆ぼう然ぜんとする。

　ここが北の森の結界の外に位置する見張り小屋だということも、彼らが侵しん略りやく者などではなく、愛すべきヴァルセントの民だということも頭では理解しているのに、信じられない状況に心がついていけなかった。

　以前よりも粗末な恰かつ好こうをして、薄うす汚よごれて人相も悪くなっている彼ら兄弟に何があったのかは想像もつかないが、自分に対して悪意を持っていることはよくわかる。

　悪意どころか、殺意まで向けてきているのだ。

「あ、ぁ……嫌いや……やめて、やめなさい！」

　フードを引っ張られ、目の下まで深々と被せられたリルは、ベッドマットに広がるマントの裏地に四肢を縫ぬい留められる。

　脚をもがれるかと思うほど広げられ、付け根に痛みを感じた時には性器を摘つままれていた。

　男の手は人数分、つまり六本もあって、リルを押さえつける手もあれば、いやらしく触れてくる手もある。それらが縦じゆう横おう無む尽じんに動き、好き勝手にリルの体を弄まさぐった。

　平らな胸を撫なでられたかと思うと、あるかなきかの如ごとく存在している乳ち首くびを引っ張られる。

　きゅっと、いきなりきつく締しめ上げられた。

「ひ、ぁ……ッ、や……痛、ぃ」

「おい、見ろよ。十六にもなって毛の一本も生えてねえ」

「いいじゃねえか、女より白くてすべすべのシルクみてえな肌はだだ。すげえな、こんな淡あわい色の乳首は見たことないぜ」

「この分じゃ尻しりの穴も桃もも色いろか？」

　いやいやと嫌がるリルを押さえつけ、男達はリルの膝裏に手を入れる。

　シーツや赤いマントから離はなれたリルの腰こしは、天井目がけて高く持ち上げられた。

　忌いま々いましいほど明るい小屋の中で、双そう丘きゆうの柔やわ肉にくを摑つかみ割られ、秘ひめた狭はざ間まを暴あばかれる。

　自分でも見たことがない一点に、三人の男の視線が集中しているのを感じた。

　心に受ける衝しよう撃げきは重く、傷は深く、自分がどれほど抵てい抗こうできているのかわからなくなる。

　口からは絶えず、「いや」と声を上げ、手足にも力を籠こめてはいたが、木こりを生業なりわいとする体格のよい男達の前ではなんの意味もなさなかった。

　──どうして、どうして僕がこんな目に!?

　同じ行こう為いをされていても、相手が異国の人間ならばこれほど悲しくはなかっただろう。

　自国の民たみから何故なぜこんな仕打ちを受けるのか、リルにはまったく心当たりがなかった。

　唯ゆい一いつあるとすれば奇き異いな目の色くらいで、彼らの一人が口にした、「おっかねえ赤い目」や「睨まれると呪われそうだ」といった言葉が、あとから追いかけてきて頭に響ひびく。

　けれども、目の色のことだけが原因で急に態度を変えられるとは考えにくく、彼らの身み形なりが以前と比べて悪くなっていることや、仕事場とは離れた北の森にいたことも気になった。

「い、いや……許して」

　いったい何が原因なのかわからないまま、ただこの状況から逃げたくて許しを乞こう自分を、リルは王子として情けないと思った。

　それでも今は、自分が弱者なのだとよくわかっている。

「無礼者！」と叫さけんで暴れることが得策ではないことくらいは、本能的に理解していた。

「何を許せって？　何もわかっちゃいねえくせに、その場しのぎで許しを乞おうってのか？」

「ふざけやがって！　税金で遊び暮らしてる乞こ食じきが！」

「う、うぁ……嫌、ぁ」

　左右の乳首や肘ひじや脇わき、臍へその周辺や性器、そして後こう孔こうに男達の指が這はい回る。

　不ふ愉ゆ快かいであり、時に痛みも走ったが、それ以上につらいのは心だった。

　かつて聞いたことがない暴言を受け、リルの心は砕くだけそうになる。

「ガキみてえな体して、しっかり反応してんじゃねえか」

　長ちよう兄けいと思われる無ぶ精しよう髭ひげの男の言葉に、リルは耳を疑った。

　自分をより傷つけるための噓うそだと思いながらも、恐おそる恐る視線を向けた先には、透とう明めいな蜜みつを滴したたらせる性器がある。

「や、ぁ……」

　紛まぎれもなく自身の体の一部だったが、平常時とは違ちがっていた。

　体を無理やり折り曲げられたことにより、雄おすの象しよう徴ちようであるそれが驚おどろくほど近くにある。

　見たこともない形に見えるのは、天地が逆さになっているせいだと思いたかった。

　しかし変化は顕けん著ちよなもので、目だけではなく体そのものの感覚で異常に気づく。

「……ぁ、あ……ッ」

　脚の間がじんじんと熱くなり、鈴すず口ぐちから溢あふれだした蜜が玉を結んだ。

　硬かたく膨ふくらんだ性器の先せん端たんは、充じゆう血けつしたように色が濃こくなって、薄うす桃もも色いろから柘榴ざくろの実の色へと近づいている。

　変色した肉のカーブを滑すべった蜜が、朝あさ露つゆの如く滴したたり落ちた。

　ぽたりと落ちた先は、リルの顎あごだ。

　それは生温かく、ねっとりとしている。

「はは、高貴な王子様のはずが笑わせるぜ。ほらほら、次から次へと垂らしてんじゃねえか」

「乳首も早さつ速そくこんなに尖とがらせてるぜ。感じ過ぎだろう、普ふ段だんから弄ってんのか？」

「ち、違う……っ」

「違わねえだろうが！　さすがは呪われた獣けものの目の持ち主だ。赤ってのは、獣の雌めすが雄を誘さそう発情の色だからな。その目に似合いの、いやらしい体だってことだ」

「王子より乞食より、お前には娼しよう婦ふが似合いなんだよ。それをわからせてやる！」

「……いや、ぁ！」

　赤い目の色をかつてないほど蔑さげすまれたリルは、悔くやしさと絶望に涙なみだした。

　自分は彼らに無理やり犯され、誇ほこりも何もかも踏ふみ躙にじられて殺されるのだろうか。

　笑顔で挨拶を交わしたこともある自国の民に、どうしてそのような目に遭あわせられなければならないのか、混乱の中でいくら考えても答えは出なかった。

　自力で運べる荷物の重さを把は握あくせず、大きな壺つぼに詰つめたバターや、葡ぶ萄どう酒を持って出たのがいけないのか、花畑に吸い寄せられて寄り道などしたのが間違いだったのか、料理長の訪おとずれを五日後まで待たずに押しかけようとしたことが罪なのか……それとも己おのれの行動とは無関係に、こんな赤い目をして生まれたことが原因なのだろうか。

　或あるいは、思いつくすべての事こと柄がらは些さ細さいなことで、自分が気づいていない、より大きく明確な理由が存在しているのだろうか。

　この国の王子として、知っておくべき深刻な問題に気づいていないからこそ、報むくいを受けているのだとしたら、せめて知ってから殺されたいと思った。

　何もわからないまま死んでいくのでは、王子としてあまりにも虚むなし過ぎる。

「いや、許して」とばかり言っていた口から、リルは別の言葉を漏もらした。

「許して」ではなく「どうして？」と問いかけて、彼らに蛮ばん行こうの理由を求める。

　最後には殺されるのだとしても、やはり理由を知りたい。知らなくてはならない。

「──ッ！」

　リルが「どうしてなんですか？」と再び声を上げた刹せつ那な、小屋に轟ごう音おんが響き渡わたる。

　土台ごと揺ゆらぐような衝撃もあり、ドォォンと鳴る音と振しん動どうが一気に襲おそってきた。

　結界の外に稀まれに現れる熊くまや、それに輪をかけて恐ろしい、魔ま力りよくを宿して巨きよ大だい化した狼おおかみの襲しゆう来らいだろうか。身み震ぶるいするものばかりを彷ほう彿ふつとさせる音と揺れに、リルは悲鳴を殺して慄おののく。

「な、なんだ!?」

　怯おびえているのはリルだけではなく、木こりの男達も同じだった。

　彼らはリルの拘束を瞬しゆん時じに解くと、体勢を整えるために両手を使う。

「うわ、床ゆかが揺れて……ッ！」

　次の瞬しゆん間かん、金属製の閂かんぬきが取りつけられている扉とびらが、何者かに蹴け破やぶられた。

　強い陽ひ射ざしが入ってきて、男性らしき人の形が黒々と縁ふち取どられて見える。

　男の背後にあるはずの森の木々の色は、まったく見えなかった。本当は、わずかに存在する木の葉の緑色や、幹や枝の茶色、残雪の白色、そして結界を示すストロベリースノーの仄ほの赤い色が見えるはずなのに、眩まぶしい光にすべてが塗ぬり潰つぶされている。

　──誰だれ？　なんだかとても大きな、背の高い人の影かげが……。

　揺れが収まり、天てん井じようから落ちる木き屑くずが途と切ぎれる頃ころには、強い光に目が慣れた。

　木こりの兄弟から蛮行の理由を聞く前に、リルは三人の男の間に割って入った四人目の男の姿を目にする。

　否いな、四人目などと表すのは大いなる間ま違ちがいだ。

　入り口の閂を蹴けり壊こわして現れたのは、木こりの兄弟とは一線を画する美び丈じよう夫ふだった。

　磨みがき抜ぬかれたナイフの如く冴さえ冴ざえとした白銀の短い髪かみに、青銅ブロンズ色の肌、淡い藍アクア玉マリンの虹こう彩さいと濃い蒼サフ玉アイアの瞳どう孔こうから成る碧へき眼がんが印象的で、どう見てもヴァルセントの人間ではない。

　容姿から察するに年ねん齢れいは二十代前半くらいと思われるが、それ以上とも考えられる威い圧あつ感かんを放っており、ただそこに立っているだけで特別な人だと確信できた。

「なんだ、誰だ……お前は！」

「なんだって異人がこんな所に!?」

　木こりの兄弟が放った言葉は、そのままリルが抱いだく疑問でもある。

　突とつ然ぜん現れた異国の青年は、冷めた表情で小屋の中を見み渡わたすと、まずはベッドの上に横よこ倒だおれになっていたリルに目を止めた。

　赤いマントに付いたフードを被かぶりながらも裸はだかでいるリルを見て、いくらか興味を持ったようだったが、さほど驚いてはいない。唇くちびるは微び動どうだにせず、一言も発しなかった。

　そのまま視線を外したかと思うと、今度は木こりの兄弟に目を向ける。彼らに対しても別段感情を向けず、凄すごむことも睨にらむこともなかった。ただじっと見ているだけだ。

「俺の名はクラウス、通りすがりの旅人だ」

「……ッ」

　異国の青年の名を知ると同時に、リルは低く響く彼の声に驚き、惹ひきつけられる。

　王子として育ったリルには、容姿に恵めぐまれた人や、美声を誇る歌手と接する機会があったが、こんなにも素す晴ばらしい姿と声を持つ人に出会ったことはなかった。

　容姿に限って言えば、特に肌はだの色に目を奪うばわれる。

　白ければ白いほど美しくよいものとされるヴァルセント人の価値観からすると、彼の青銅ブロンズの肌は対極に位置するものだ。にもかかわらず、リルの目には途と轍てつもなく魅み力りよく的に映った。

　髪の色にしても同じことが言える。黒ければ黒いほど優すぐれているはずなのに、彼の艶つややかな白銀の髪を、これまで目にしたどんな黒くろ髪かみよりも綺き麗れいだと感じた。

　白にも銀にも見える不思議な色の髪は、老いて色が抜けた白はく髪はつとはまるで違っていて、銀やダイヤモンドで一本一本をコーティングしたかのような艶を放ち、大層美しい。

　旅人らしく毛皮のマントなどを身につけていたが、長旅をしてきたようには見えなかった。

　持ち物も少なく、マントの下から覗のぞいているのは、水や酒を入れるのに使う水すい筒とうと食品用の袋ふくろ、ナイフの柄つかくらいだ。雪山を登ってきたにしては軽装過ぎる。

「赤い服は王族の証あかし。その子はお前らの大事な王子様だろう？　それも単なる王子じゃなく、事実上の王太子のはずだ。なんだって大の男が三人揃そろって甚いた振ぶってるんだ？」

　クラウスの言葉に、リルはたちまち現実に呼び戻もどされた。

　しばし見み惚とれていたが、今はそんな場合ではない。

　王子には似つかわしくない粗そ末まつな小屋で、十六歳の誕生日に犯おかされて殺される運命なのだと半ば諦あきらめていたリルにとって、クラウスは一いち縷るの望みを越こえた、神の使いに見えた。

　これで助かる──何故なぜか強くそう信じることができる。

　三対一という状じよう況きようでありながらも、彼なら三人を倒たおせると思えたのだ。

　クラウスが扉を蹴って閂を壊したのを見たからではなく、木こり達よりも大きく強きよう靭じんそうな肉体の持ち主だからでもなく、もっと根本的な強さをリルは感じていた。

「助けて……っ、お願いです」

　ヴァルセントの男とは、背の高さも脚あしの長さも体の厚みも、筋骨の重じゆう厚こう感も違うクラウスに救いを求めたリルは、声を張り上げて「助けてください！」と叫さけぶ。

　すると彼はリルを見て、そのまましばし動きを止めた。

　リルの赤い瞳ひとみとクラウスの青い瞳が、一筋の線を描えがくように真っ直すぐに繫つながる。

　その線は揺るぎなく強固に張られて、どちらから逸そらすこともなく、他ほかの誰に断たち切られることもなかった。時を忘れたように、いつまでも保たれる。

　──こんなに長く僕の目を見ていられる人なんて……これまでは、おばあ様しかいなかった。大たい抵ていの人は怖こわがっているのを隠かくして、僕と目を合わせるのを避さける。うっかり合ってしまうとさりげなく逸らしたり、目を見ている振りをしながらも少しずらしたりして……眉み間けんとか頰ほおに焦しよう点てんを合わせて誤ご魔ま化かすものなのに。

　クラウスは、今もリルの目を見み据すえている。無感情とも無表情とも言える顔つきだった。

　恐おそれられていないことは確かだが、彼の中にどのような感情があるのか、リルには推測さえ儘ままならない。

　何しろこんなことは初めての経験だった。弛たゆまずに見つめられているだけで胸がいっぱいになり、男達に襲われた恐きよう怖ふを凌しのぐ勢いで感動が湧わき起こる。

　──僕が、この人の青い目を美しいと感じるのと同じように、彼も僕の目を好ましく思ってくれていたら、どんなに幸せだろう。髪の色に対しても肌の色に対しても……僕が今この瞬しゆん間かん抱いだいている好感と変わらないくらい、彼も僕を気に入ってくれて……心許せる真の友人になりたいと思ってくれたらいいのに。忌いみ嫌きらわれる目を持つ僕には贅ぜい沢たくな望みかもしれないけれど、彼と親しくなりたい。

　クラウスが救世主だと思うから余計に魅力的に見えるとも考えられるが、リルは自分の中に芽生えた想おもいを、確かなものだと信じていた。

　たとえ平へい凡ぼんな日常の中で出会ったとしても、彼を特別な存在として捉とらえていただろう。

　ましてやこんなふうに視線を繫ぎ合わせたら、息も忘れるほど惹きつけられ、同じように見惚れていたに違ちがいない。

「一国の王子でありながら戦うこともなく、見ず知らずの人間に助けてもらえると信じている無む邪じや気きさは腹立たしいものがあるな。安易に縋すがられると手を貸すのが嫌いやになる」

「──っ」

「……と言いたいところだが、そんな未熟な体で抵てい抗こうするのも愚おろかな話だ。王族だろうがなんだろうが、子供は子供だからな。とりあえず目を瞑つむろう」

　クラウスは呆あきれ混じりの溜ため息をつくと、リルに「お前も目を瞑っていろ」と命じた。　>>>♥

　そうしてマントの裾すそを翻ひるがえすクラウスを前にして、リルは反対に目を剝むいてしまう。

　言われた通りにしようと思っても、彼の姿や行動を追わずにはいられなかった。

「ウアアァ！」

　クラウスの背後でナイフを取りだしていた木こりの一人が、彼の手で放ほうり投げられる。

　あまりにも速い動きに、一いつ瞬しゆん何が起きたのかわからなかった。

　リルだけではなく、他の二人も呆ぼう然ぜんとしている。

　クラウスの手の中には男が握にぎっていたはずのナイフがあり、彼はそれをベッドの下へと蹴り入れると、その動作の流れのまま二人目の男を投げ飛ばした。

　──なんて力……っ、人間とは思えない……！

　鈍にぶい絶ぜつ叫きようが重なり合い、首根っこを摑つかまれた男が仔こ猫ねこのように扱あつかわれる。

　リルの手には岩同然に重たく感じられた大人の男が、天井近くまで軽々と持ち上げられ、泥どろ汚よごれた床ゆかに叩たたきつけられる様は異様だった。

　グワァ、ウワァと痛みや衝しよう撃げきに喚わめく彼らを、クラウスは淡たん々たんと小屋の中央に追いやる。

　襟えり元もとを摑んだり腰こしを蹴ったりしながら、天井を支える太い柱の下に三兄弟を寄せ集めた。

　冷れい淡たんな表情で見下ろされた男達は、「ヒッ」と声を裏返すばかりで反はん撃げきもできず、入り口の扉とびらが半分開いたままになっているにもかかわらず、そこに向けて駆かけることもできない。

　腰が抜けて柱に寄りかかり、がたがたと震ふるえながら身を寄せ合う男達を見ていると、リルの胸には同情の念が沸わき起こった。

　攫さらわれて酷ひどいことをされたのも、目の色のことで蔑さげすまれ、心まで傷つけられたのも確かだが、記き憶おくの中には彼らの明るい笑え顔がおがある。

　理由なく悪事を働いたわけではなく、事を起こすのには何かしらきっかけがあったはずだ。

　リルの目の色が気に入らないというだけで、これほど態度を変えるわけがない。

　何か別の……彼ら兄弟が今、やけにみすぼらしい恰かつ好こうをしているのと繫がりのある理由が、必ずある。

　それを知らないまま、とりあえず助かったからよかったと胸を撫なで下ろして終わりにしてはいけないと思った。

「どうして、こんなことを？　僕に恨うらみを持ったのは何故ですか？」

　リルはベッドの上で身を起こし、赤いフードを被ったまま爪つま先さきまでマントで覆おおい隠す。

　木こりの兄弟は、柱に寄りかかっていた長ちよう兄けいも、その足元に這はいつくばっていた弟二人も、揃って痛みに呻うめいていた。リルを睨みはするものの、何も言わない。

「どうか教えてください。いったい何があったのですか？」

「この子の質問に答えてやれ。子供を襲おそう下げ種すなりに何かしら理由があるんだろう？　暴力に訴うつたえる前に、まずは主張するのが筋だろうが」

　柱とベッドの間に立つクラウスが発言を促うながすと、男達はリルを睨むのを一いつ旦たんやめて、互たがいに顔を見合わせる。言葉は要いらないらしく、目だけで意思の疎そ通つうができているのが見て取れた。

「俺が、話す」

　意外にも、そう切りだしたのは末まつ弟ていらしき男だった。

　西の森で働いていた頃ころよりも粗末で荒すさんだ恰好をしている彼は、クラウスに投げ飛ばされて擦すり剝いた顔から血を流している。ぼさぼさの髪かみや鬚ひげは汚れ、二十代に見えるにもかかわらず髪の生え際ぎわには白髪が目立っていた。そのうえ血色の悪い頰はげっそりとこけ、褐かつ色しよくの目には悔くやし涙なみだが滲にじんでいる。

「俺が贄にえの籤くじに当たったことから、悪夢が……始まったんだ」

「──贄の……籤？」

「ああ、そうだとも！　あんなものに当たらなきゃ、俺達は今でも西の森で木を切って普ふ通つうに暮らしていられたんだ。俺が贄になったら間ま違ちがいなく死ぬと思ったし、生きていたかったから贄になるのを拒きよ否ひした。そのことで臆おく病びよう者だと罵ののしられるのはわかってたさ！　けど、拒否権がある以上、断る自由は誰だれにだってあるはずだ！　自分の命を惜おしんで何が悪い！　お前だって命を惜しんで、俺達に命いのち乞ごいしたり、見ず知らずの異人に助けを求めたじゃねえか！」

　身を震わせていた男は声を限りに叫び、幾いく筋もの涙を流す。

　獣けもののように唸うなりながら突つっ伏ぷすと、拳こぶしを振り上げて床に何度も叩きつけた。

「弟は悪くねえ！　結けつ婚こん式を間近に控ひかえていて、生きていたいと望むのは当然だ！」

「ま、待ってください……その、贄の籤というのは、満月の晩に狼おおかみ王おうに捧ささげる……贄を決める籤のことですか？」

　彼らの訴えが半分わからなかったリルは、問うなり「ふざけるな！」と怒ど鳴なられる。

　嘆なげく弟を庇かばいながら膝ひざを進めた兄二人は、しかし途と中ちゆうでクラウスに睨にらみ下ろされ、その場で動きを止めた。ベッドに座るリルに近づくことはできなくなり、刺さすような視線だけを向けてキリキリと歯を軋きしませる。

「それ以外に何があるって言うんだ……っ、弟は贄に選ばれ、与あたえられている権利を行使して贄になるのを拒否した。籤は強制的に行われ、贄になるのは名めい誉よとされて、拒否する奴やつはそうそういないが、それでも拒否権は誰もが持ってる。すべての男に与えられてるんだ！」

「そうだ、弟は正当な権利を使ったに過ぎねえ。自分の命を守る自由は誰にだってあるはずだ。それによって迫はく害がいされる謂いわれはねえだろ!?」

　木こりの兄弟は、涙や唾つばを飛ばすほどの勢いで怒ど号ごうを上げた。

　彼らが問題としているのが、満月の晩の贄の件であることは間違いない。

　物心ついた頃から知ってはいたが、満月のたびに至し極ごく当たり前に、恙つつがなく行われるものだと思っていたので、リルはそれについてあまり興味を持たずに過ごしてきた。

　魔ま力りよくを得ることで巨きよ大だい化し、狡こう猾かつになった狼がヴァルセント人の生活圏けんに入り込まないよう防ぐためには、聖なる結界に頼たよるばかりではなく、狼王に贄を捧げる必要がある。

　結界を張れるほど優すぐれた聖者でもあった初代国王が狼王と交かわした約定が守られず、もしも狼王の一族が飢うえるようなことがあれば、彼らは群れを成して結界を破は壊かいしにやって来る。

　その時は狼の侵しん入にゆうだけでは済まないのだ。狼王の支配下にある多種多様な獣が同じ場所から一いつ斉せいに結界を越こえてくることで、魔まを焼き祓はらう効力が局所的に失われると言われていた。

　結界の修復が可能な聖者は現存せず、壊こわれた箇か所しよは恐ろしい獣けもの道みちになってしまう。

　満月の夜に贄を捧げ、約定を守ることは平和のために不可欠だった。

　それ故ゆえに、贄は国を救う誇ほこり高い勇者であり、当然ながらリルも、贄の役目を果たした者の勇気に敬意を示し、その献けん身しんに感謝している。

「満月の日に籤で贄を一人選ぶことは……もちろん知っています。でもそれは、とても名誉なことだとしか思っていなくて……神に選ばれた勇者だと考えていました。命を落とす危険性があることも、拒否権があることも、ましてや迫害されるなんて」

　知りませんでした──と言おうとした唇くちびるが震えてしまい、続きが言葉にならなかった。

　リルが知る限りでは、贄に選ばれた男は狼王に捧げられ、結界の外に出されて狼に喰くわれる恐きよう怖ふに苛さいなまれる。

　しかし贄を捧げる儀ぎ式しきは今や形式的なもので、翌朝には無事に帰れると聞いていた。近年は狼が獲え物もので腹を満たしているため命を落とす者はなく、籤で贄に選ばれることは大変な幸運であると……家にとっても名誉とされ、平民の男なら誰もが望むものだと教えられてきたのだ。

　現に贄を務めた者をリルは何人も知っているが、彼らは元気な姿で戻もどってきて城に招かれていた。家族と共に食事を振ふる舞まわれたり、報ほう奨しよう金や家か畜ちく、勇者を示す勲くん章しようを授じゆ与よされたりと、重んじられていたのは間違いない。

「贄になることで命を落とす人が、本当に……いるのですか？」

　悲ひ憤ふんの涙を迸ほとばしらせる彼らが噓うそを言っているとは思えなかったが、帰き還かん者に何度も会っているリルは、どうしても問わずにはいられなかった。彼らの言い分が本当なら、贄の役目を終えて誇らしげな顔をしていた男達は、いったいなんだったのだろうか──。

「十六にもなってそんなことすら知らない時点で、お前はこの国の王子として失格なんだ！　贄に選ばれた者は、一人残らず確実に狼に襲われる！　肉こそ喰い千切られはしないものの、咬かみつかれて夥おびただしい血を吸われるんだ！　だからそれに耐たえられるほど屈くつ強きような若い男が選ばれ、大半の男は翌朝に……干ひからびる寸前ながらも生き永らえて、助けられる。恐怖のあまり贄になっていた夜の記憶を失い、半月ばかりして回復したあとは城に呼ばれて……旨うまい食事を振る舞われたり報奨金を与えられたりするが、死ぬ奴は死ぬ。それが真実だ」

「……っ、では……帰還した人も、無事だったわけでは……ないと……」

「無事どころか、どいつもこいつも死んでなきゃ瀕ひん死しの重体って有り様だ！　弟は見た目こそ立派な体を持ってるが、生まれつき血が薄うすいと言われている。日ひ頃ごろからよく倒たおれることもある体なんだ！　そういう事情を司教様や大臣に話したら、辞退そのものはすぐに認められたが、それで終わりじゃなかった！　弟が辞退したことも、籤をやり直して別の贄が選ばれたことも国中に知らされ、そのくせ辞退の理由は公表されず、俺達一家は迫害を受けたんだ！」

「──っ、そんな……」

「最初は、仕事道具を盗ぬすまれるところから始まった。それから、動物の血で侮ぶ蔑べつの言葉を家の壁かべに書かれ、外を歩けば石を投げられ、遂ついには田畑や家も焼かれて住む所がなくなった。そのあとも数々の嫌いやがらせを受け……西の森から追いだされた。もちろん他ほかの森で木を切ることも許されない。食べることも儘ままならなくなり、末の弟の婚こん約やく者は去って、俺の妻は子供を連れて実家に戻った。拒否権があるなんて言っても、現実にはないのと同じだ。運がよけりゃ生きて帰って名誉と金を得られるが、悪けりゃ死ぬ！　そういう籤なんだ！」

　木こりの訴えに、リルは身を震ふるわせるばかりで何も言えない。

　それは本当のことなのですか──と問いたくても、疑うような発言をすれば、彼らの痛みを軽かろんじたことになると思った。より深く傷つけてしまうなら、黙だまっていた方がいい。

　信じたくはないけれど、おそらく彼らの主張は真実なのだ。

　王族でありながら無知であったことの罪が、胸に重く伸のしかかる。

「王子、この兄弟をどう処する」

「……え？」

　クラウスから問われたリルは、彼の言葉の意味をしばらく理解できなかった。

　籤で贄に選ばれた者が、死に直面するほどの痛手を受けたり命を落としたりしていたことを知らなかったリルにとって、気の毒な境きよう遇ぐうの彼らに対する処しよ罰ばつ感情など少しもない。

　あるのは自身への猛もう省せいばかりだ。確かに怖こわい思いや痛い思いもしたが、血の一いつ滴てきも流さずに助かっている自分が、彼らを処することなどできる道理がなかった。

「王子として、みなさんが置かれている厳しい現実を知らなかったこと……許してください。僕にできることがあるかどうか、城に帰ったらすぐに考えて行動すると約束します。もちろんみなさんのことは誰にも言いません」

　リルの言葉に、木こりの兄弟は揃そろいも揃って目を瞬またたかせる。

　それにより顔に負った傷が痛んだのか、呻いたり苦しげな息をついたりしていたが、兄弟で顔を見合わせてから立ち上がった。

　この場から去るように……とリルが頼たのむまでもなく、ふらつきが酷ひどい末弟を兄二人が助ける形で、半開きの扉とびらの方へと下がっていく。

　外に出て扉を閉じる前に、彼らはリルに何か言いたそうな顔をした。

　表情から察するしかないが、リルは彼らから、「女王陛下に進言して、悪あしき慣習を必ずや変えてくれ」と、切実な想おもいで頼まれた気がした。

　同時に、「乱暴なことをして悪かった」と謝られたようにも感じたが、それは思い過ごしで、謝罪を受けることで和解したいという、自らの願望が生んだ妄もう想そうなのかもしれない。

　知るべきことを知らなかった身でありながら、まだ何も変えていない状じよう況きようで穏おだやかな結末を願うのは身勝手だと気づいたリルは、閉じられた扉から顔を背そむけた。

　意識をクラウスに向け、まずは礼を尽つくすことにする。

「あの……危ないところを助けていただき、本当にありがとうございます。もしも貴方あなたが来てくださらなかったら、どうなっていたことか」

　ベッドから下りようにも腰こしが抜ぬけて動けなかったリルは、身を竦すくませながら礼を言った。

　どうにか気持ちを切り替かえたかったが、自分が口にした言葉によって、かえって悪い想像を膨ふくらませてしまう。

　もしも助けてもらえなかった場合、今いま頃ごろどうなっていたのか──性の知識に乏とぼしいリルには具体的なことはわからなかったが、男女の交わりに近いことを、同性同士や獣けもの相手でもできることは知っていた。それは重罪であり、自分は犯おかされて穢けがされ、罪深い存在に貶おとしめられていただろう。挙げ句に死の苦しみに悶もだえて、惨むごたらしい死体となって森に捨てられていたのではと思うと、震えが止まらなかった。

「……っ、ぅ」

　恐怖のあまりますます縮こまったリルは、赤いマント越ごしに肌はだを摩さする。

　体中に男達の手指の感かん触しよくが残っていて、すぐにでも湯ゆ浴あみをしたい気分だった。それができない今は、もぞもぞと膝ひざを擦すり寄せたり手で擦こすったりして、感触を書き換かえるしかない。

　特に乳ち首くびの辺りが気になったので、さりげなく胸むな元もとに触れ、不快感を取り除こうとした。

　まったく以もつて無む駄だな行こう為いだったが、毒虫が這はっているかのようで何かせずにはいられない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい……お礼もきちんとできず、申し訳ありません。あの……貴方は、クラウスさんは、異国の方ですよね？」

「ああ、名はクラウス・グラント。身分を持たない旅人で、猟りよう師しでもある。リルアドリー王子、いや……王太子殿でん下かと呼ぶべきか？」

「いえ、敬けい称しようなど要いりません。リルと呼んでください」

「リル？　普ふ段だんからそう呼ばれているのか？」

「はい、その呼び方をするのは祖母だけですが」

　リルは、体や心に残る不快感を消し去る方法を新たに見つける。

　クラウスと視線を交わしていると、それだけで清すが々すがしい気分になれた。

　まるで湯浴みでもしているかのように汚けがれが落ちて、身も心も洗われていく。

「──どうか、僕のことはリルと……」

　クラウスに惹ひかれていることをすでに自覚しているリルは、彼にそう呼ばれたかった。

　もしも母親に会えたなら、そしていつか親友や恋こい人びとができたなら、殿下でもなんでもなく、親しみを籠こめて「リル」と呼んでほしいと思っていたのだ。

「身分を持たない異人に、王子が気安く名を呼ばせるものではないだろう」

「それは……そうなのかもしれませんが、でも異国の方に僕の身分は関係ないでしょうから、どうか気にせずにリルと呼んでください。獰どう猛もうな狼おおかみだらけの山を越こえてヴァルセントの結界の近くまで来られるなんて、貴方はとても腕うでのよい猟師なのですね。強くていらっしゃるし……心から尊敬します。よろしかったら、クラウスと呼んでも構いませんか？」

　リルは赤いマントで身を隠かくしながらも、クラウスを見つめ続ける。

　次し第だいに頰ほおが熱くなってきて、血の巡めぐりがよくなっているのを実感した。

　──身分は違ちがうけれど、同じ国の人ではないのなら心を許し合える友になれるかもしれない。おばあ様が僕のために用意してくれた友人候補は……みんな僕と仲よくなろうと必死で、引き攣つった笑え顔がおが好きになれなかった。本当は僕の目を恐おそれているのに、誰だれも彼も無理をして笑い、僕の機き嫌げんを取ろうとしていて……。

　リルは自分の目に対する木こりの兄弟の言葉を思いだし、周囲の人々が信じられなくなる。

　城で働く者の中には、見慣れてしまってなんとも思っていない人もいるのかもしれないが、努めて平気な振ふりをしている者の方が多い気がした。そうだとしても、仕方がない。

　いくら高貴な色とはいっても、やはり目の色が赤いのは異常だ。

　怖がられたり目を逸そらされたりするのが当たり前で、クラウスのように真っ直すぐに見つめてくれる人など、そうそう現れるはずがない。

「俺のことはクラウスで構わない。お前のことは王子と呼ぼう」

「はい、どうも……ありがとうございます」

　望みが半分しか叶かなわなかったことに、リルは消しよう沈ちんを隠せなかった。

　狼王への贄にえを決める籤くじの件で、民たみを苦しめ、あのように変へん貌ぼうさせてしまった責任は自分にもあり、異国の美しい青年を友にしたいなどと願っている場合ではないことをわかっていながら、沈しずむ心を止められない。

「随ずい分ぶんと不満げだな」

「いえ、そのようなことは……ありません」

「王子だからというだけじゃなく、そんな飛び切り可愛かわいい形なりをして、初めて会った男に気安く名前を呼ばせるものじゃないぞ。俺が悪人だったら襲おそわれてる」

　クラウスの発言に、リルは一いつ瞬しゆんどくんと胸を弾はずませた。

　飛び切り可愛いと言われ、過か剰じように反応してしまう。

　これまで多くの人々から、「殿下は大変お可愛らしい」「殿下は美しくおなりですね」と褒ほめ称たたえられてきたリルだったが、身分のある者は、醜みにくくさえなければ持て囃はやされることを知っていたので、いちいち胸を弾ませるようなことはなかった。

　それは挨あい拶さつのようなものであり、真に受けるものではないと知っているのに──彼の言葉は特別に感じられる。「飛び切り可愛い」という一言が、頭の中に繰くり返し木霊こだました。

「貴方は危ないところを助けてくださった恩人ですから、特別です。それに、とても美しくていらっしゃいます。貴方のように美しい方が無体なことをするわけがありません」

「美しいから無体なことをしない、とは限らないぞ。そもそも本気で俺を美しいと思うのか？　お前から見れば異質な、この肌や髪かみや目の色に驚おどろかないのは意外だな」

「驚きません。だって本当に、最初から綺き麗れいだと思いましたから」

　すぐさま答えたリルは、正直に言えば驚いた部分があるのを内心認めていたが、クラウスの持つ色に驚いたというよりは美しさに驚いたのであって、決して悪い意味での驚きではない。

　それは甚いたく不思議な感覚だった。ヴァルセントの標準的な価値観で言えば理想とかけ離はなれている彼を、確信を以て美しいと感じている。揺ゆるぎないものが胸にあり、この感覚は第三者の影えい響きようをまるで受けていない、オリジナルの価値観なのだと思った。つまりは正しよう真しん正しよう銘めいの本物であって、絶対に曲げてはならない自分だけのものだ。

「僕も変わった色の目をしているからでしょうか、見慣れない貴方の色に惹かれます」

「確かに赤い瞳ひとみは珍めずらしいな。他人と違うことが気にならないのか？」

　リルは膝を抱かかえてベッドに座ったまま、赤いフードを被かぶることで目立たないようにしている自身の目に意識を向ける。

　クラウスの青い双そう眸ぼうに捉とらえられると、嬉うれしい一方で恥はずかしい気持ちになった。

　けれどもそれは、劣れつ等とう感や自分の目に対する嫌けん悪お感かんによるものではない。

　彼と目を合わせていたいのに、そうしていると顔がますます火照ほてってきて、またしても血の巡りがよくなるのだ。

　緊きん張ちようと興奮を練り合わせたような、これまで感じたものとは違う恥ずかしさが燃え上がり、未体験の熱が生まれた。

「そんなに見つめられると恥ずかしいですが、今はもう……この獣のような目を、気にしたり嫌きらったりはしていません。怖こわがる人がいることは理解していますが、僕自身は平気です。この目を愛してくれる人がいましたから」

「──愛してくれる人？」

「はい、おばあ様です。部屋に籠こもってばかりいた僕に……おばあ様が誇ほこりを持つようにと、諭さとしてくれたんです。僕の目を綺麗だと言ってくれて、たくさんの愛情をくださいました」

「おばあ様というのは、ヴァルセント女王のことだな？」

「はい。おばあ様と言ってもまだお若くていらっしゃるのですが、国のことをよく考えている聡そう明めいな女王陛下です」

「母親はどうしたんだ？　病気で城の東にある塔とうに引き籠もっていて、王位継けい承しよう権はないも同然だという噂うわさを聞いたことがあるが」

「はい……その噂の通りです。御ご病気で臥ふせっていらっしゃるので、僕は生まれてから一度もお会いしたことがありません。それはとても淋さびしいことでしたが、おばあ様が、お母様の分も愛してくださったので、僕は恵めぐまれていたと思います。自分の目の色を受け入れられずにいた僕に、おばあ様は深めの赤いフードが付いたマントを贈おくってくださいました。全身を赤一色で染めていれば目の色が目立ちませんし、おばあ様の優やさしさに僕は救われたんです」

「そうか、お優しい身内がいて何よりだ」

「あ……あの、よろしければ今から城にお越しいただけませんか？　命の恩人として、貴方あなたをおばあ様に紹しよう介かいしたいのです。きちんとしたお礼をさせてください」

　リルが当然のこととして口にした言葉に、クラウスは片眉まゆを吊つり上げる。

　怒おこらせるようなことを言ったつもりはなかったので、彼が何故なぜそんな不快げな顔をするのかリルにはわからなかった。

　問う前に少し考えてみたが、やはり答えは出てこない。

　クラウスが異国の人間とはいえ、普ふ通つうに考えれば喜ばれる誘さそいのはずだ。

「あの兄弟に向かって、みなさんのことは誰にも言いませんと言ったのは方便か？　俺を命の恩人として紹介するなら、悪役が必要になるだろう。結界の外に出るに至った経緯いきさつや、どこで誰に何をされそうになったのか答える用意はできているのか？」

「……え、ぁ……それは……」

　クラウスの問いに対して、リルは何も言えなかった。

　一つ一つの質問に答えようとすると、己おのれの言動の矛む盾じゆんが見えてくる。

　木こり達のことを女王に話す気はなく、結界の外に出たことも絶対に言えない。

　その条件下でクラウスを連れ帰り、命の恩人として紹介するなら、綻ほころびなく辻つじ褄つまを合わせた噓うそをつく必要がある。

　もしもそれができたとしても、心配した女王や司教、大臣らから予想していなかった質問を受ける可能性が多分にあり、それらにも速すみやかに答えて、問題を大きくせずに終わらせるのは至難の業わざだった。すべて完かん璧ぺきに熟こなせると思うほどリルは自分を過信しておらず、それどころかまったく自信がない。

「ごめんなさい、考えが足りませんでした」

「そもそも結界の外も含ふくめて、ヴァルセント山脈の麓ふもとまでがヴァルセント王国の領土だ。俺は結界の中にこそ入っていないが、売り込む毛皮も角も肉も持っていない今の状態では、取引のために訪おとずれた一いつ介かいの猟りよう師しを名乗っても異国の間者か何かと疑われそうだ。しばらくこの小屋に留とどまって猟に励はげむことを見み逃のがし、俺と会ったことは誰だれにも言わないでくれ」

「は、はい、わかりました。誰にも言いませんし……この小屋は自由にお使いください。一応見張り小屋なので兵士が立ち寄ることもありますが、その時はどうしましょう？」

「自分でなんとかする。今お前がやるべきことは俺への礼やら何やらではなく、さっさと城に帰って、自分にできることがなんなのかを考えることだ。さらにそれを行動に移すと、先さき程ほどの連中と約束しただろう」

「それは……もちろんわかっています。忘れたわけではありませんし、やらなければならないことです。でも、誰だれよりもまず助けてくださった方に礼を尽つくし、できる範はん囲いで何かしたいと考えるのは当然のことではありませんか？　ましてや身内とも言うべき自国の者との問題で、異人の貴方のお手をわずらわせたのですから、後回しにはできません」

「そうだな、それは筋が通っている」

　クラウスの同意を得られたうえに、彼の顔から険しさが消えたのを目にしたリルは、いつの間にか入っていた肩かたの力を抜ぬく。

　王子として民のことを考えるのは絶対だが、礼を尽くすのも大事なことだと思っていた。

　自分ができる範囲で、クラウスを喜ばせるにはどうしたらいいのか、彼に批判されず、事を荒あら立だてずに済む方法は何か──赤いフード付きのマントに包くるまりながら考えたリルは、小屋の入り口付近に置いてある籠かごに目を止める。

　木こりの男達が次々と放ほうり投げられたことで小屋の中は荒あれていたが、籠は無事だった。

「あの、本当に細やかなお礼になってしまいますが、バターはお好きですか？」

「バター？　それは、かなり好きだ」

「よかったです！　今は何もできませんが、せめてこのバターを受け取ってください。良質のミルクを使った真っ白なバターで、そのまま食べたくなるほど美味おいしいんですよ」

　リルはベッドから飛び降りて入り口に駆かけ寄ると、バターが入った壺つぼを取りだす。

　道中、大きな壺に難なん儀ぎしたが、今となっては大きくてよかったと思った。ヴァルセントではミルクもバターも高価なうえに、王族や貴族が好む白いバターは純度が高く、作るのに手間がかかる。その分、口くち溶どけが滑なめらかで味がよいため、きっと喜んでもらえると思った。

「スプーンも何もないな」

　壺を手にして蓋ふたを開けたクラウスは、そう呟つぶやきながらも目の色を変える。

　スプーンがないからといって我が慢まんはできない様子で、蓋ふた裏うらについたバターを指でへずった。

「気が利きかなくてごめんなさい。御用意しておけばよかったですね」

　クラウスの前に立ったリルは、フードやマントで肌はだを隠かくしつつ、彼の仕草を見つめる。

　青銅ブロンズ色の指についた白いバターの塊かたまりと、立体感のある唇くちびるが触ふれ合った。

　ぬるりと現れた舌が塊を攫さらい、瞬またたく間に潤うるおいに変える。下唇にわずかに残る油分が膨ふくらみを光らせていたが、再び現れた舌が触れた瞬しゆん間かん、すべてが舐なめ取られた。

　──あ……なんだか、脚あしの間が……。

　クラウスがしたことは、行ぎよう儀ぎがよいとは言えない仕草でバターを舐めただけだ。

　それは食事に等しい行こう為いであり、さほど特別なことではないはずなのに──彼の指先や唇、舌の動きから目が離はなせない。気づいた時には釘くぎづけになっていた。

「凄すごいな、このミルクの香かおり……確かに上等なバターだ」

　クラウスはバターを「かなり好きだ」と言っていたが、好きというよりはバターに目がなく、一舐めで火が点ついた様子だった。蓋についていた分だけではなく、壺からバターを掬すくい取る。

　自分の指ごと食べるのかと思うほど、ばくりと勢いよく口に運んで食べていた。

　少し目を細め、うっとりした表情を浮うかべたかと思うと、「旨うまい」と感かん嘆たんを漏もらす。

　──僕、どうしたんだろう……なんだか、バターが羨うらやましい。

　リルは奇き妙みような衝しよう動どうに襲おそわれて、体の変化と共に心の動きにも戸と惑まどう。

　クラウスの指で掬い取られるバターになって、彼の唇や舌に触れてみたかった。

　器用に動く赤い舌の上で転がされ、とろとろ溶けて……彼に存分に味わわれ、ごくりと飲み干されるバターになりたい。

「き、気に入っていただけて、よかったです。パンが美味しくなりますよ」

「幸福を形にしたら、まさにこれだと思わないか？」

「はい、そうですよね。ああよかった」

　気に入っていただけて本当によかったです──と続けながらも、リルの中には嫉しつ妬とと思おぼしき感情が芽生えつつあった。

　バターになりたい気持ちが止められなくて、羨ましいと思えば思うほど体が火照ほてる。

　脚の間にある物には、ぐっと芯しんが通り始めていた。

「男に襲われたばかりだというのに、なんだってそんなに能天気でいられるんだ？」

「──え？」

　能天気と言われたリルは、欲よく情じようしていることに気づかれていない安あん堵ど感かんと、不ふ名めい誉よな表現で纏まとめられてしまう悔くやしさの間を彷徨さまよう。

　確かに能天気と言われても仕方のない言動を取ってしまい、今もバターになりたがっているくらいなのだから身も心もおかしいが、自分なりに思うところはあるのだ。

「悪いことは早く忘れるようにしています。襲われたのは過ぎ去った出来事になりましたから、もう大だい丈じよう夫ぶです。ただ……王族に乱暴するほど恨うらむ民たみがいたことは、とても悲しいことです。籤くじは神意を問うものでもあって……贄にえに選ばれることは勇者になるのと同じことで、当たると喜ばれるものだとばかり思っていたので、知らなかった事実に戸惑っています」

　リルはなんでも隠せる長いマントで身を覆おおいながら、王子らしく答える。おかしなところを悟さとられまいと繕つくろってはいたが、噓はついていなかった。彼に礼をして城に戻もどったら、約束通り民のために考えたり行動したり、自分にできることを精いっぱいしたいと思っている。

「酷ひどいことをされたと、逆に恨んだりしないのか？　お前の立場なら彼らを死罪にすることも拷ごう問もんにかけることも簡単だろう」

「そんな……っ」

　とんでもないことを言いだしたクラウスは、バター壺に再び指を突つっ込んで一舐めした。

　その唇や舌、指先を見ているだけで膝ひざが崩くずれそうになるリルだったが、なんとか立ち続け、「そんなこと、あり得ません」と否定する。

「寄り道をしたことで彼らの目に留まり、罪を犯おかすきっかけを与あたえてしまいましたが、貴方あなたに助けていただいたのも、民の訴うつたえを聞くことになったも神様の思し召めしです。僕が王子としてやるべきことは、彼らのように苦しむ人が二度と出ないよう国を変えることです。おばあ様に民の窮きゆう状じようを知っていただき、贄を籤で選ぶのはやめて志願した者の中から選出するとか、何かよい方法がないかどうか話し合ってみます」

　自分の考えを明確に口にすることで、リルは己おのれの発言に自信を持つ。

　贄に選ばれたがる者が存在するのは事実であり、ならば命いのち懸がけだと承知のうえで、それでも贄になりたいと志願した者のみを対象とした籤を行えばいいのだ。

「志願者が一人もいない場合は別の方法を考えなければなりませんが……志願者はそれなりにいるのではないかと思います。志願しないというだけで臆おく病びよう者として扱あつかわれたり迫はく害がいされたりすることがないよう、慎しん重ちように新しい制度を考えるべきですよね。たとえば志願者の名前は一いつ切さい公表せずに、籤に当たった者の名だけを勇者として大々的に公表するとか。おばあ様の意見や司教様方や大臣達の意見だけではなく、民の意見も聞く必要があると思います」

「頭の中までお花畑かと思ったら、そうでもないんだな」

「──っ」

　クラウスは吊つり気味だった眉まゆをなだらかにすると、またしてもバターを舐めた。

　濃のう厚こうな味に恍こう惚こつの表情を浮かべながらも、リルの目を見るなり気難しい顔をする。

　彼が発した言葉に合わせるなら、ここは少しばかり口元を緩ゆるめたり目を細めたり、柔やわらかい表情を見せてもよい気がするのに、リルの期待通りにはならなかった。

　豊かとは言えない表情からは、本心が読み取れない。

　リルは青い瞳ひとみに射い貫ぬかれたまま、自分の心もまた、彼に読まれていないことを願った。

　その目に映るだけではなくバターのように指で掬われ、舌で舐められて溶かされ、じっくり味わわれたいという……かつてない願望を抱かかえていることを知られたくない。

　王子らしく真ま面じ目めそうな、聞こえのよいことを口にしながらも、赤いマントで隠した全ぜん裸らの体を疼うずかせ、彼に好まれる白いバターを妬ねたんでいる気持ちを、読まれるのが怖こわかった。

「美しいが、淫みだらな瞳だ」

「──淫ら？」

　クラウスはバター壺に指を入れ、白い塊を掬う。

　美しいと言われて一いつ瞬しゆんとても喜び……次の瞬間には「淫ら」という言葉の意味が気になって不安に陥おちいるリルの唇に、彼はバターを塗ぬりつけた。

「……ん、ぅ……く……」

　濃厚なミルクの味と香りに包まれながら、リルは油分でぬるつく彼の指に吸いつく。

　淫らとは何か、知らないけれどわかった気がした。

　今の自分の不可思議な状態が、そう呼ばれるものなのだ。

　おそらく「いやらしい」と同じ意味で、褒ほめられたことではない。

「ふ、ぅ……っ」

「蕩とろけそうな顔をして目を潤うるませても、バターしかやらないぞ」

「う、ぅ……」

　耳元で囁ささやかれ、リルは立ったまま膝をがくがくと震ふるわせた。

　いくらバターが美味おいしくても、これだけでは物足りない。

　バター以外の何が欲しいのかわからなかったが、体が何かを求めていた。

　せめて彼の指を味わいたくて、吸いついたまま離さずに唇を窄すぼめる。

　食事の時には絶対に許されない、チュプチュプとしゃぶる音を立てたり、それよりもさらに大きな音を立ててジュウッと吸引したりしながら、肌本来の味を求めた。

　──美味しい……バターなのか肌なのかわからないけど、全部、美味しい。

　クラウスの手の甲こうを撫なで、指の付け根に手を添そえたリルは、欲よく望ぼうのまま舌を動かす。

　彼の指先に巻きつけんばかりに絡からめていると、口角からバターと唾だ液えきが溢あふれだした。

「三人の男に襲われて乳ち首くびや性器を勃ぼつ起きさせ、今度は素す性じようの知れない異国の男の指を旨そうにしゃぶって股こ間かんを濡ぬらすなんて、随ずい分ぶんといやらしい王子様だな。俺は鼻が利くから、その赤いマントの中までお見通しだ」

「ん、ぅ……ッ！」

　クラウスはバターの壺つぼを棚たなに置くなり、リルの肩かたに触ふれる。

　赤いマントの一部を摘つまみ上げ、全裸の体の片側を露あらわにさせた。

　金糸の刺し繡しゆうと紅玉ルビーで飾かざられた繻しゆ子すが、肩を乗り越こえて背中側に流される。

「く、ふ……ぅ」

　概おおむね断たれていた空気が肌はだに触れたことで、リルはクラウスの言葉通り、自分の股間が酷く濡れているのを知った。

　クラウスの指を吸うのをやめられず、下を向くことはできなかったが、それでもわかる。

　信じられないことに、反り返り過ぎた天を仰あおぐ性器の先せん端たんが腹部に届いていた。

　そこから下が粘ねん液えきで濡れていて、擦すり寄せた膝がぬるぬると滑すべる。

「凄いな、膝までぐっしょりなんて……いったいどういう体をしてるんだ？」

「んっ、ぅ」

　口から指を引き抜ぬかれると、たちまち淋さびしくなった。

　喋しやべろうと思えば喋れる状態になったが、問われたことに対する答えは出せない。

　戸惑いながらも、突き進むことをやめられなかった。肌という肌が触れられることを求めて、ぞくりと震え、粟あわ立だっている。

「指を……もっと……」

　触さわりたくて、触られたくて、リルはクラウスの手を握にぎったまま引き寄せた。

　彼の指を失った唇くちびるや舌は小刻みに震え、もう一度しゃぶることを望んでいる。

　美味なバターの味が消えていても構わなかった。ただ、その指を口に含ふくみたい。

　クラウスと親しい友人になれたらいいと、そう思った自分はどこかに消えていた。

　それ以上の何かを求めている。とりあえずは指を……彼の指をしゃぶり尽つくしたい。

「お前が本当に欲しいのは、指なんかじゃないだろう？」

「──え？」

「純潔の身じゃ、そこまでわからないか」

　クラウスは苦々しく笑うと、少しだけ身を屈かがめた。

　吸い込まれそうな蒼サフ玉アイアの瞳と、肉感的な唇が目前に迫せまる。

　ああ、なんて綺き麗れいなんだろう──そう思った時には、半開きの口を塞ふさがれていた。

　クラウスの指をもう一度しゃぶろうとしていたのに、リルの唇や舌が触れたのは、指よりも遥はるかに心こころ惹ひかれる温ぬくもりだった。

　──接せつ吻ぷんを、されてる。愛を誓ちかった人としか、許されない行こう為いなのに……。

　接吻だと認にん識しきすると、舌だけではなく心まで惹きつけられてしまう。

　厚みと弾だん力りよくのある唇に、リルの唇は砂糖菓が子しのように崩れた。

「は、ふ……ぁ」

　強く押し潰つぶされ、そうかと思うと圧を弱くして舐なめられる。

　クラウスの舌先で、リルの唇は溶とけてなくなりそうなほど形を変えたが、隙すきを見てぷるんと逃にげては元の形を取り戻もどした。

　そうして戻る様が心ここ地ち好よいのか、彼は同じことを繰くり返す。

　気づいた時にはベッドに押し倒たおされ、より深く口づけられていた。

「ん、ぅ……は、ぁ」

　赤いフードに後頭部を埋うずめたリルは、下着すら穿はいていない体を開かれる。

　木こりの兄弟が触れた膝裏に、クラウスの手が触れた。同じベッドで似た行為をされても、彼にされるなら構わない。恥はずかしいけれど、隅すみ々ずみまで塗り替かえてほしかった。同じところに触れて、同じところを見てほしい。彼らにだけ触れられたままでは嫌いや……彼らにだけ見られたままでは嫌──クラウスによって塗り替えられたら、すべての穢けがれを拭ぬぐえる気がした。

　──熱い……溶けてしまわないのが不思議なくらい、凄すごく熱い。

　クラウスの舌や手は、気のせいではなく本当に熱くて、触れられた箇か所しよが明確にわかる。

　薄うすら寒い見張り小屋の中で、唯ゆい一いつの熱源になっている彼に縋すがりながら、リルもまた熱っぽい吐と息いきを漏もらした。

「は、ふ……ぁ、あ……ッ」

　次し第だいに激しくなる口づけに翻ほん弄ろうされ、リルは自分の体勢も彼の行動もわからなくなる。

　クラウスの真似まねをして舌を動かしたり、彼の髪かみに指を埋めたりもしてみたが、どれもこれも長く続けることはできなかった。新たにどこか触れられるたびに、四し肢しや頭がびくんびくんと勝手に弾はじけ、仰のけ反るうちに彼の舌も髪も逃のがしてしまう。

「あ、ゃ……ぁ！」

　ふわりと鼻び腔こうを掠かすめたのは、濃厚なバターの香かおりだった。ミルクの香りとも幸福の香りとも言える素す晴ばらしい芳ほう香こうを持つ白いバターが、リルの胸に塗りつけられる。壺から掬すくい取られた時点で塊かたまりだったそれは、つんと尖とがった乳首に触れるなり、緩やかに溶けていった。

「ふ、ぁ……！」

「つくづく淫らで感じやすい体だな。肌も唇も赤子のように柔らかくて、このバターを全身に塗りたくって、頭から丸ごと喰くってやりたくなる」

「あぁ……クラウス……ッ、そこ……は……」

「そこは、なんだ？」

　指の腹や爪つめの先で乳首を弄いじられながら、リルは口を何度も開閉する。

　そこは──の次に何を言いたかったのか、言葉が行方ゆくえ知れずで見つからない。

　感じ過ぎて反射的に「駄だ目め」と言いかけていた気もするが、それは本音ではない。

　もっと触って、もっと弄ってと強請ねだれるわけもないけれど、本音は確実にそちらにある。

「あ、ぁ……クラウス、お願い……っ」

「何をお願いされているのか、正確に言ってもらわなければわからないな」

「……ぅ……胸、僕の胸を……触られたところ、全部を……お願いです、どうか……触って」

「赤い瞳ひとみの赤ずきん王子……純潔かつ高貴な身でありながら、出会ったばかりの男に自分から愛あい撫ぶを強請るなんて、悪い子だ」

「あ、ぁ……僕、悪い……子？」

　クラウスが口にした『赤ずきん』とは、山も海も越えた異国の言葉で、言いつけを守らない悪い子を意味している。

　ヴァルセントにも、赤いフードに関する教訓めいた童話があった。

　禁きん色じきである赤い色を好む少女が、目の悪い祖母を騙だまして赤いフード付きのマントを作らせて着ていたところ、王族と間ま違ちがわれて攫さらわれた挙げ句に、奴ど隷れいとして売られてしまう話だ。

「僕は……赤いフードを被かぶっているけれど、悪い子では……」

「悪い子だろう？　いい子は寄り道をしない。いい子は、男を誘さそわない」

　誘ってなんかいません──と、否定することができなかった。

　男なら誰だれでもいいというわけではないし、誘った自覚もないけれど、出会ったばかりの彼に触られたいと思ったのも見られたいと思ったのも事実だ。

「いい子のままでいると、知ることができない快楽もある。悪い子だからこそ得られる快楽を知ったら、いい子には戻れない」

「ふあ……ぁん！」

　バターが完全に溶けて、クラウスの指が滑なめらかに動きだす。

　乳ち首くびの上を人差し指が通過したかと思うと、中指、薬指と、次々と指が滑っていった。

　薄うす桃もも色いろの小さな突とつ起きを、つるつると抵てい抗こうなく乗り越えながら、今度は逆の順番で戻ってきて乳首を弾いていく。

　最初はそれほど速い動きではなかったが、やがて平らな胸や尖った乳首をすべて押さえて、香こう油ゆマッサージでもするように滑かつ走そうし始めた。

「あ、ぁ……あぁ──ッ！」

　十本の指と二つの掌てのひらが、リルの胸を這はい回る。

　射し込む陽ひ射ざしを受けて、彼の手とリルの肌が艶なまめかしく光った。

　そこに飛び散る白い飛沫しぶきの熱さを、リルは生まれて初めて知ることになる。

「……っ、ぁ……」

　自分の身に何が起きたのか、しばらくの間は理解できなかった。

　てらてらと光る肌に、白はく濁だくした粘液が水みず溜たまりや線を描えがいている。

　リルの胸の上で動きを止めたクラウスの手は、青銅ブロンズ色をしているだけに白く汚よごれているのがよく見えた。

　肘ひじから手首に向かってとろとろと流れる液状の物の中には、半分ばかり透すき通る小さな塊もあり、それはバターのように簡単には溶けない。

「な、何……これ……」

　バターの香りに混じった青あお臭くささを感じると共に、リルは自身の解放感に気づいた。

　いつしか苦しいほど疼うずいていた性器が、途と轍てつもない悦よろこびに震ふるえている。

　今も疼いてはいるけれど、飛沫が散る前とは明らかに違ちがった。

「これ……僕が、出したの？」

　訊きくまでもなく、視線の先で鈴すず口ぐちが残ざん滓しを放つ。

　ぴゅっと勢いよく飛びだした雫しずくが、腫はれた乳首を白く覆おおった。

　夏でも雪ゆき化げ粧しようを施ほどこされた山頂の王国のように、白一色に染まって見える。

「お前が放った精液だ。見かけによらず、随ずい分ぶんと濃こいのを出したな」

「精、液……」

「子種とも言う。自分の胸にぶちまけても、なんの意味もないけどな」

「……でも、気持ちが……」

「──気持ちが？」

　いいです、なんの意味もなくても、今とても気持ちがいいです──そう目で語りかけると、クラウスに通じたのがわかった。

「男の手で乳首を弄られて、絶頂を迎むかえる。これは、悪い子にしか知り得ない快楽だ」

　彼はリルを組み敷しいたまま、不敵に口角を上げる。

　その笑えみを見つめながら、リルは「悪い子でいい」と心から思った。

　こんな悦びを知ったら戻れないのは当たり前だ。

　いい子はたぶん、つまらない。

　いい子だと褒ほめられることで得られる充じゆう足そく感が、この快楽に勝まさるとは到とう底てい思えなかった。

「あ、ぁ……ゃ……！」

「──ン、ッ」

　クラウスはリルの胸に顔を寄せると、舌先で乳首を弾く。

　突起の先せん端たんを覆っていた白濁を舐め、バターと同じように味わった。

　その様を目にするなり、リルは望みが叶かなった悦びに悶もだえる。

　すべて思い描いた通りだった。

　濃のう厚こうなバターのようにクラウスに舐め回され、じっくりと味わわれ、ごくりと喉のどを鳴らして飲み干されている自分がいる。

　まるで美味な物のように味わわれているのだ。

　けれどもそれで満たされるわけではない。より強い刺し激げきを体が求めていた。

　もっと、もっと気持ちいいことがあるのだと、本能が察している。

「クラウス……あ、ぁ……！」

「──ン」　>>>♥

　彼の舌が肌はだを滑すべり、乳首を何度も弾く。

　白いバターと精液を肌の上で混ぜられ、一いつ滴てき残らず舐なめ取られた。

　胸も腹部も、ぬめりが取れて次し第だいにさらりとしていく。

　やや冷えた空気に、全身が晒さらされた。

　──このまま……下まで、舐められたい……触さわられたい。

　洗せん浄じよう目的以外で性器を触るという行こう為いを、リルは知らない。

　ましてや舐めたり舐められたりなど考えたこともなかったのに、してほしいと強く思った。

　それどころか双そう丘きゆうの狭はざ間まにある肉にく孔あなまで疼いて、どうにかされたくてたまらなくなる。

　──体の奥が熱くて、じんじんしてる。

　膝ひざと膝が離はなれ、大だい胆たんにも脚あしを広げてしまった。

　触ふれられたい欲よつ求きゆうが止まらず、期待して待つばかりになる。

　すべてが叶えられなくてもいいから、せめてあと少し、彼に何かをされたかった。

「これで終わりだ。今日のところは帰れ」

　つれない言葉を降り注がれたリルは、目に涙なみだを浮うかべてクラウスを見つめる。

　どうしてほしいとも言えなくて、唇くちびるを引き結んで無言のまま訴うつたえた。

　恨うらみがましい顔になっている自覚があったが、やめられない。

「クラウス……僕の体、なんだか……おかしくて」

　どうにか言葉を絞しぼりだしたリルの肌を、クラウスはマントの下から取りだした布で拭ぬぐった。

　手つきは優やさしいものだったが、それが行為の終わりを意味していることはリルにもわかる。

　もう、舌で舐めたり指で弄いじったりはしてくれないと思うと涙が溢あふれた。

　いけないと思っても、見苦しいと思っても欲しがる心を止められず、リルは一層物欲ほしげな目でクラウスを見つめてしまう。

「男でありながら淫みだらな体で男を求め、誘ゆう惑わくする罪深い王子……俺のことは誰にも言わずに、また会いにこい」

「……ッ」

　いやらしいと同義と思われる淫らという言葉だけではなく、罪深いとまで言われて、リルは遅おくればせながら罪の意識に襲おそわれ、瞬またたく間に打ちひしがれる。

　クラウスと交わることを、罪だと感じていなかったことにも衝しよう撃げきを受けた。

　神は同性と交わることを許してはいないのに……それは獣けものと交わるのと同じくらい浅ましい蛮ばん行こうだと仰おおせなのに、自分は今、何をして悦んでいたのだろう。

　同性を犯おかそうとした木こり達の行為を、リルは罪深いと認にん識しきしていたはずだった。

　犯される自分まで罪に堕おちると考えていたのに、クラウスの愛撫に溺おぼれてしまった。

　木こり達も自分も罪人であり、思い留とどまったクラウスだけが、辛かろうじて神を裏切っていない気がしてくる。

「か、帰ります……僕は王子だから……いずれは王になるのだから、罪を犯してはいけない。いい子でいる義務と責任があるのです。まだ、引き返せますよね？　きちんと悔くい改あらためれば、神様は許してくださいますよね？」

「さあ、それはどうだろう」

　答える彼の笑みは、なんとも悪あく魔ま的な魅み力りよくを孕はらんでいた。

　悪魔は人間を堕だ落らくさせるために、狙ねらわれた人間が美しいと感じる姿で現れると聞いたことがある。真の姿は山羊やぎの角を持つモンスターなのに、宗教画から脱ぬけだした天使のように見えたり、神話の美の女め神がみさながらに神こう々ごうしく見えたりするという噂うわさは、本当だろうか。

　そうだとしたら、クラウスに惹ひかれて堕落するわけにはいかない。

「さようなら、貴方あなたのことは誰だれにも話さないので御ご心配なく」

　地じ獄ごくに落ちるのが怖こわくなったリルは、大おお慌あわてでベッドから下りる。

　木こり達はリルの衣服を売る気でいたのか、靴くつも含ふくめてどれも損傷なく残されているうえに、畳たたまれた物まであった。

　クラウスの視線を背中に感じながらも、リルは下着を穿はき、自分一人の力で着き替がえる。

　普ふ段だんは侍じ女じよが手伝ってくれるので、釦ぼたんを嵌はめるのもブーツの紐ひもを結ぶのも難なん儀ぎしたが、誰もいないのだからどうにかするしかない。

「助けていただき、本当に……ありがとうございました」

　もう二度と会いません、ここには来ません──はっきりそう宣言しなくてはと思う一方で、頭に浮かべた台詞せりふが出てこない。

　クラウスの目を、再び見てしまったせいだ。

　蒼サフ玉アイアの瞳ひとみはやはり美しく、悪魔が化けた仮かり初そめの姿だと考えるには些いささか無理がある。

　王族や貴族よりも高貴に見え、それでいて屈くつ強きような兵つわもの達に勝るとも劣おとらない雄お々おしさを兼かね備そなえた彼を、避さけることなどできない気がした。













　葡ぶ萄どう酒も置いていき、空になった籠かごを手に見張り小屋を立ち去ったリルは、生まれて初めてストロベリースノーを外側から目にした。

　雪を仄ほの赤く染めるストロベリースノーは一定の幅はばの帯のように、どこまでも続いている。

　森の木々に隠かくれて途と切ぎれているように見えても、実際には蟻ありの通る隙すき間まもなく繫つながっていて、ヴァルセントの民たみの生活圏けんすべてを包囲していた。

　天から落ちてきた巨きよ大だいな輪に思える彩さい雪せつに、リルは足を踏ふみ入れる。

　聖なる結界を示す雪を靴くつ底ぞこで穢けがさないよう、できることなら跳とび越こえたかったが、色づいた雪の幅は遠くから見ていた時よりも太かった。おそらく、人間である以上は誰も……どんなに勢いをつけても跳び越えられないくらいの幅がある。

　──クラウスなら、もしかしたらできるかもしれない。

　リルは並外れた肉体を持つクラウスの姿を思い返しながら、仄赤い雪の上で足を止めた。

　来た道を顧かえりみると、木々の向こうに階段がついた見張り小屋が見える。

　周囲には西日が射さしていて、小屋のさらに先にある湖が鏡のように光っていた。

　反射光に一いつ瞬しゆん目が眩くらんだが、黒くろ塗ぬりの視界が晴れると、建物の輪りん郭かくや扉とびらが見えてくる。

　小屋を出た時点でリルは扉を閉めてきたが、今は間ま違ちがいなく開いていて、扉前の階段の上にクラウスが立っていた。入り口に寄りかかり、腕うでを組んでこちらを見ている。

　──クラウス……！

　彼は、リルが無事に結界を越えるのを見届けるつもりのようだった。

　襲われたばかりの自分を心配してくれているのだと思い、リルは手を振ふって謝意を示す。

　距きよ離りがあるのでクラウスの唇の動きまでは読み取れず、口を開いているかどうかすらわからなかったが、「寄り道しないで早く帰れよ」と言われた気がした。

　それとも、何か言っているとしたら「また会いにこい」だろうか。

　現にクラウスはリルに向かってそう言ったのだから、可能性はある。

　その誘さそいに応じて会いにいったら、自分は快楽を求めて罪を犯すのかもしれない。

　身を火照ほてらせ、神が禁じた異い端たんの交わりに溺れて、またしても淫らだと言われるだろう。

　もしも本当にそうなったら、クラウスはどうするのか──今日よりも熱い接せつ吻ぷんを交かわして、一いつ緒しよに乱れたり……悪い子に相応ふさわしい、悪い男になってくれたりするのだろうか。

　──どうしよう、心臓の音が……うるさくて、今すぐにでも引き返したいくらい。

　いけない、いけないと我が身にきつく言い聞かせ、リルは彼に背を向ける。

　結界を示すストロベリースノーの上を歩き、城に続く道に戻もどった。

　そうして再び振り返ると、なんとも不思議な現象が起きる。

　仄赤い雪の上にできた足あし跡あとが、少しずつ消え始めたのだ。

　両足を合わせて十はついているはずの跡あとが、つけた順番に消えていく。

　──これが結界の力……自じ浄じよう作さ用よう？　見張り小屋からここまで、白い雪についた僕の足跡は残っているのに、ストロベリースノーの上についた足跡だけは完全に消えて、まるで……僕が赤い雪を踏まずに跳び越えたみたいに見える。

　魔ま力りよくを宿した狼おおかみの侵しん入にゆうを防ぐための結界は、一見すると仄赤い氷雪藻そうにしか見えず、リルが通過しても特別な何かを感じることはなかった。

　しかしそれは確かに存在し、生き物のように変化しながらヴァルセントを護まもっている。

　──本当に素す晴ばらしくて、ありがたい結界だけれど……狼王が本気を出して襲ってきたら、破られてしまうと言われているし……満月の晩に贄にえを出すことで不ふ可か侵しんの約定が守られるなら、それは今後も続けるしかない。贄を捧ささげること自体をやめて狼王とその一族を敵に回すなんて、無む茶ちやが過ぎる話だから。

　結界の力を初めて目まの当たりにしたリルは、木こりの兄弟の訴うつたえを思い返す。

　贄に頼たよらずに済むのが一番だということはわかっていたが、それは現実的ではなく、やはり贄を決める籤くじを志願制に変えるしかないと思った。

　──恵めぐまれた立場に生まれた者は、それに相応しい重責を負うって、おばあ様も仰おつしやっていた。今日この森で、迫はく害がいに苦しむ彼らの悲痛な声を聞けたのも、神様のお導きというもの……。

　引き返すなどという愚おろかなことをしないよう、リルは己おのれの使命を胸に先を急ぐ。

　雪の残る森を進み、やがて馬車道の土の色が見えてくると、ようやく肩かたの力が抜けた。

　つい先さき程ほど、結界の内側の……それも長閑のどかな花畑で自国の民に襲われたのだから、安全な所に戻ったとは言い切れないが、それでもやはり安心する。

　──大だい丈じよう夫ぶ……僕に何があったのかなんて、城の人は誰も知らない。木こりの兄弟のことは約束通り伏ふせて、街で子供達が噂しているのを聞いてしまったことにしよう。贄を務めて命を落とす人や、辞退したことで迫害される人がいるのを知って悲しくなり……今後はせめて志願制に変えられないか、提案したくなったことにすればいい。

　夕焼け迫せまる森の中を歩きながら、リルは赤いマントの下の衣服に目をやった。

　いくらか埃ほこりがついて汚よごれてはいたが、幸い、侍女に不ふ審しんがられるほどではない。

　同性の前で罪深く乱れたのが噓うそのように、何も変わらない、いつもの自分がいた。
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　北の森を抜けて城に戻ったリルは、道中に考えていた行動を取ることができずに、ふらつきながら自室に向かう。もう一歩も歩けないと思うほど、心身共に疲ひ弊へいし切っていた。

　衝しよう撃げき的なことが続いたせいか、歩いた距離がとても長く感じられる。

　真っ直すぐ歩くことも儘ままならず、湯ゆ浴あみをして早く眠ねむりたかった。

「殿でん下か、本当にお休みになられるのですか？　お誕生日の晩ばん餐さん会がありますのに」

「疲つかれていらっしゃるなら栄養を摂とらなくてはお体に障さわりますよ。陛下が御心配なさいますし、お客様もいらっしゃいます。お席に着いてスープくらいは召めし上がってください」

　侍女達に諭さとされながらも、リルは「はい」と言えずにバスタブの底に座り込む。

　眩暈めまいや吐はき気が酷ひどく、それらの不調を訴うつたえずに我が慢まんしているのがやっとだった。

「ごめんなさい、眠らせて」と言って、石せつ鹼けんを肌はだに強く擦こすりつける。特に念入りに洗ったのは、自分を攫さらった男達に触ふれられて、なおかつクラウスには触れられていない箇か所しよだった。

　疲ひ労ろうにより体調が悪くなったのをきっかけに、自分の肌に触れたのはクラウスだけではないことをまざまざと思いだしたリルは、あとから来た嫌けん悪お感かんに震ふるえる。迫害された彼らに同情し、王子でありながら何も知らなかったことを猛もう省せいしたが、それとこれとは別の話だ。

　攫われて犯おかされかけて、怖かったのも嫌いやだったのも変わらない。

「殿下、そんなにごしごしと洗ってはいけませんよ。お肌が痛みます」

「お顔の色が優すぐれませんし、今夜は早くお休みになった方がよろしいかもしれませんね」

　侍じ女じよ達の理解を得たリルは、安あん堵どする一方で焦あせりを感じ始める。森で起きたことを知られるわけにはいかないため、自分が説明した以上の何かがあったと思われては困るのだ。

「お花畑で遊んでいたら転んでしまって、バターや葡萄酒を無む駄だにしてしまったの……だから本当に悲しくて、申し訳ない気持ちになって」

　リルは浮うかび上がる涙なみだの理由を偽いつわり、子供のままの自分を演じた。

　本当は少し大人になってしまったことを知られないよう、しくしくと泣いてみせる。

　リルの幼さに呆あきれつつも、「誰だれにでも失敗はあります。殿下がそんなに気にされることではありませんよ」と言葉をかけてくれる侍女の顔が、幾いく重えにも重なって見えた。

　こんな有り様で、堅かた苦くるしい晩餐会の席に着くことなど考えられない。

　一部の貴族が招待されているだけの慎つつましい会とはいえ、祝ってもらう当人が欠席するなどあり得ないことだとわかっていた。

　今夜のために、腕に縒よりをかけて御ご馳ち走そうを作ってくれた料理人達の存在も忘れてはいない。

　自分の選せん択たくが間違っているのは重々承知していて──それでも本当に体が動かず、今は眠ることしか選べなかった。







　金漆しつ喰くいの壁かべから突つきだす天てん蓋がいと、ゆったりと垂らされた真しん紅くの天鵞絨ビロード、そして白いレースに覆おおわれたベッドで、リルは浅い眠りから目を覚ます。

　レースの向こうは薄うす暗ぐらく、燭しよく台だいの上で三つの蠟ろう燭そくが火を灯ともしていた。

　ベッドから窓は見えにくかったが、深夜か、それよりも早いくらいの時間だとわかる。

　眠りに落ちるまでは、口を押さえていないと吐きそうなほど気分が悪かったのに、今は特におかしなところはなかった。呼吸も楽で、頭や体を動かしても違い和わ感かんはない。

　──規模の小さいものとはいっても、自分の誕生日の晩餐会に出席しなかったうえに、贄を志願制にする話もできないままになってしまって、本当に情けない。朝になったらおばあ様に謝って、これからのことを相談しないと。次の満月まで、あまり時間がない……。

　リルは慎しん重ちように身を起こし、体調がよくなっていることを改めて確かく認にんした。

　いきなり激しく動くのは不安があったので、絨じゆう毯たんの上に片方ずつ足を下ろす。

　繻しゆ子すで出来た艶つややかな室内履ばきに爪つま先さきを収め、裾すその長い寝ね間ま着き姿で窓に向かった。

　満月を控ひかえた月を見上げると、森で起きた出来事を思いだす。

　花畑で麻あさ袋ぶくろを被かぶせられ、攫われたこと。裸はだかにされて屈くつ辱じよく的な恰かつ好こうをさせられ、死を覚かく悟ごした瞬しゆん間かんもあったこと。そんな目に遭あったのは何故なぜか、突き詰つめて考えると自分の責任を感じる。

　もっと早く、贄のことや籤の制度について関心を抱いだくべきだった。

　昨日までは十五歳だったリルを怖こわがらせまいと、女王である祖母も周囲の人々も、贄が死ぬ危険性について伏せていたのだろう。その優やさしさに甘えて疑問も持たずに過ごしていたことは、同性に欲よく情じようするのと同じくらい罪深いことだ。王子としてまったく以もつて相応ふさわしくない。

　──もしも早く知っていたら、苦しむ人を減らせたかもしれないのに。

　悔かい恨こんの念に苛さいなまれながらも、リルは木こり達の姿を思い返すなり眩暈に襲おそわれた。

　今にも吐き気を催もよおしそうだったので、ベッドに戻ることにする。

　踵きびすを返すと、トルソが着ている赤いマントが視界に入った。

　蠟燭の光を受け、金糸の刺し繡しゆうや紅玉ルビーが煌きらめいている。

　昨日までとは違ちがう、裾の長いマントに近づいたリルは、繻子の表面を指先で撫なでた。

　侍女によってブラシをかけられ、花畑や見張り小屋で付着した土つち埃ぼこりは取り除かれているようだったが、リルは内側が気になって胸むな騒さわぎを覚える。

　袖そで口ぐちとして作られたスリットから手を入れ、すべすべとした手て触ざわりの裏地に触れてみた。

　見張り小屋のベッドの上で、クラウスの愛あい撫ぶに反応して精を放った時、体の下にあったのはこのマントだ。裏地が上向きになっていたので、汚れた可能性は十分にある。

　──眠る前は少しも頭が回らなかったけれど、侍女達に気づかれて、おばあ様に報告されていたらどうしよう。誕生日の晩餐会に出られないほど気分が悪くなったことと関係していると思われて……誰かに襲われたと推測されたかもしれない。それによって木こりの兄弟のことに気づかれたり、見張り小屋を調べられたりしたら……彼らやクラウスとの約束を破ったことになってしまう。

　リルは裏切り者になることに怯おびえながら、赤いマントを広げて裏地を確認した。

　部屋が薄暗いため手を触れてみて、触さわり心ごこ地ちが違う箇所がないかどうかを確かめる。

　たっぷりと贅ぜい沢たくに生き地じを使っているので時間がかかったが、端はしから端まですべて撫でても、目を凝こらしても、おかしなところは見つからない。つまりリルが放った精はすべてリル自身の体にかかり、クラウスの舌で舐なめ取られたのだ。

「──っ、あ……」

　高めのトルソに触れながら、リルは腰こしの辺りに痺しびれを感じる。

　真っ直ぐに立っていられなかったが、眠る前のふらつきとは違っていた。

　立体感のあるクラウスの唇くちびるや、個性的な青銅ブロンズ色の肌と白銀の髪かみ、何よりリルの中に芽生えた罪を見み透すかす青い瞳ひとみを思い返すと、体の奥が熱くなる。

　──今は考えないようにしないと……嫌なことも、嫌ではなかったことも、全部。

　早く夜が明けることを願いながら、リルはベッドに急ぐ。

　途と中ちゆうで室内履きの片方を落としたが、拾ったり揃そろえたりする余よ裕ゆうがなかった。

　夏用の上うわ掛がけに潜もぐり込み、頭まですっぽりと覆い尽つくす。

　何から逃にげているのかわからなかったが、隠かくれると少し安心できた。

　ベッドに残っていた自分の体温のおかげで、優しいものに守られている気分になる。

　しかし落ち着くだけでは終わらず、安堵のあとにやって来たのは、クラウスが言うところの淫みだらな反応だった。温ぬくもりによって、彼に与あたえられた快楽を生々しく思いだす。

　──温かくて気持ちがいい……でも、クラウスの手はもっと温かくて、舌なんて熱いくらいだったから……このベッドも、彼が使ったあとだったら今よりずっと温かいのかもしれない。羽う毛もうとシーツの間で守られた熱は、バターを溶とかすくらいのもので……。

　クラウスの指で掬すくわれたバターになりたい──そう思った時の欲よく望ぼうが蘇よみがえり、抑おさえ切れない。

　彼のことを考えるべきではないと言い聞かせても、あれは許されない劣れつ情じようだったとわかった今でも、脚あしの間が熱を孕はらんで止まらなかった。

「あ……ぅ、ん」

　溶けたバターのような淫いん蜜みつが、下着を濡ぬらし始める。

　いつの間にそうなったのか、体の一部が膨ふくれ上がり、硬かたく、熱くなっていた。

　いい子でいなきゃと思っても腰が勝手に動いてしまい、リルは俯うつぶせになって性器をシルクのシーツに押しつける。シュッシュッと摩ま擦さつ音がして、ますます熱が高まった。

「は、ぁ……ぅ」

　白いバターに塗まみれたクラウスの両手が、胸を滑すべっていたのが忘れられない。

　あの感かん触しよくを再現したくて、リルは寝間着の上から乳ち首くびを擦った。

　すでにつんと勃ぼつ起きした物を弄いじり、摘つまんでみたりする。

　──気持ちいいけれど……違う。もっと大きくて熱い手で触られたい。大きいだけじゃなく、熱いだけでもない……次にどう動くのかわからないクラウスの手で、体中を弄られたい。

　この部屋にバターはなく、どんな触ふれ方をしても物足りなかった。

　バターがあったとしても、クラウスがいなければ同じ快感は得られないだろう。

　せめて彼の口づけを思いだしたくて、片方の手で唇に触れてみる。

　なるべく近い崩くずし方をしてみるものの、やはり違った。

　あの熱さも弾だん力りよくも、指などでは再現できない。

　──同性と交わることはもちろん、接せつ吻ぷんすら許されることではないのに……クラウスは何故、僕にキスを？　信じる神が違うから？　それとも本当に悪あく魔まだから？　彼にとって罪ではなく、深い意味のない悪戯いたずらだったとしても、僕にとっては重大な罪……悔くい改あらためなければいけない。彼は僕を堕だ落らくさせる悪い人。僕の体に、いやらしい呪のろいをかけた人……。

　やめなければ、悔い改めなければ──そう思いながらも手を止めることはできずに、リルは体をぐるりと返す。仰あお向むけになって、上掛けから顔だけを出した。

「あ、ふ……っ」

　天蓋の内側を見上げて目を細め、猥みだりがわしい呼吸を繰くり返す。

　熱が籠こもった空間から解放されたところで、火照ほてりは一向に冷めなかった。

　膝ひざ下したまである寝間着を胸までたくし上げ、右手で性器を握にぎり、望むままに手を動かす。

　普ふ段だんは柔やわらかい物がこんなに硬くなるなんて、成長というより呪いだと思えてならなかった。

「は、ぁ……ん、ぁ……ッ」

　筒つつの形にした手を上下させ、根元から先せん端たんまで隈くまなく擦こする。ところによって強めに握ったり、先端にある肉にく孔あなを爪つめの先で撫でたりしながら、クラウスの唇を思い返した。

　もう片方の手では乳首を摘まみ、指の腹でくりくりと何度も転がす。

　──どうしよう、止められない……これ以上したら、また悪い子になってしまう。

　クラウスの指や舌で触れられていることを想像すると、快楽が一気に増した。

　体が急激に敏びん感かんになったようで、性器の先からは淫蜜が次々と溢あふれだす。

「く、ぁ……ふ、ぅ」

　精液とは違う物だとわかっていたが、区別がつきにくいほどの量だった。

　バターの油分に頼たよるまでもなく、ぬるぬると掌てのひらが滑ぬめり、快楽を与えやすくなる。

　はぁはぁと息が上がって、自分の嬌きよう声せいばかりが耳に届いた。

　その一方で、クラウスの声が頭の中で反はん響きようする。

「男に自分から愛撫を強請ねだるなんて、悪い子だ」と、呆あきれた口調で責められた。

　さらには、「淫らな体で男を求め、誘ゆう惑わくする罪深い王子」とも言われる。

　やはり責められている気がしたが、突き放すような印象は受けない。

　むしろ、クラウスの低い声には甘さがあった。

　──僕が淫らで感じやすいからといって、嫌きらっていたわけじゃない。罪深いと言いながらも、また会いにこいと言っていた。会いにこいと命じるのは、会いたいからだ。あの人は……僕に会いたがっている。こういう僕を、嫌ってはいない。

　会いにいったらどうなるのか、何をされるのか……考えながら性器や乳首を弄っていると、零こぼれる蜜みつが増えていく。それが双そう丘きゆうの狭はざ間まに流れ込み、くすぐったいような、蒸むれてむず痒がゆいような、じれったい快楽に襲われた。

　──クラウスに口づけをされて、胸を触られたり舐められたりして……それだけでも十分に罪深いことだけれど、もっと先があるのを僕は知っている。あれで終わりではなく、愛し合い、交わることで、より深い罪に堕おちることを知っている。

　本当に呪いをかけられてしまったのか、それとも成長によって得た本能の行き先を間ま違ちがえているだけなのか、はっきりとした答えは出なかったが、リルの手は確実に快感を追っていく。

「は……ふ、ぅ」

　乳首を転がしていた手を背中側に回して、ベッドマットに埋うもれていた腰まで伸のばした。

　子供染じみた小さな双丘を片手で摑つかみ、肉を搔かき分けて狭間を探さぐる。

　蜜に濡れた後こう孔こうが、指で触れられることを期待していた。

「あ……ん……ッ」

　じんじんと疼うずいてたまらないところに、リルは恐おそる恐る指を当てる。

　まだ何もしていないのに、ただ触れただけで何かが起こりそうだった。

　芽め吹ぶいたばかりの種子が急激に育ち、鮮せん血けつの如ごとく赤い花が開きそうになる。

「──ッ……！」

　肉孔の中に蜜みつ濡ぬれた指をつぷりと挿そう入にゆうしたら、いったいどうなってしまうのか、どれほどの快感を得られるのか──怯えながらも期待に抗あらがえずに指を埋め込ませようとしたリルは、別の刺し激げきに全身をびくつかせる。

　快楽を唐とう突とつに断たち切ったのは、ノックの音だった。

　震ふるえた体は一いつ瞬しゆんにして凍こおりつき、「はい」と返事をすることも儘ままならない。

　誰だれが訪ねてきたのか、すぐにわかった。

　リルの部屋には廊ろう下かに続く扉とびらが三つあるが、今ノックされたのは滅めつ多たに叩たたかれることがない中央の主扉だった。普段、侍じ女じよ達が使うのは他ほかの二つで、主扉を使うことが許されているのは王族と貴族だけだ。事実上の王太子であるリルの部屋を深夜に訪ねることができるのは、女王以外には考えられない。

　──おばあ様……!?

　乱れた上掛けの下で固まっていたリルは、訪問者を認にん識しきするなり慌あわてて下着を引き上げた。

　胸むな元もとまで上がっていた裾すその長い寝ね間ま着きを下げて、淫蜜に濡れた手を裾で拭ぬぐう。

　そうしたところで「はい」と答えることはできなかった。

　もしも扉を開けられたら、体調が悪くてずっと寝ね込こんでいたことにしようと決めて、さらにごしごしと手を拭っておく。

「殿でん下か、女王陛下がお見み舞まいにきてくださいましたよ」

　主扉が開かれると共に、侍女の声がした。

　羽毛の下で冷や汗あせを搔きながら、リルは「ん……あ、はい」と、力なく答える。

　たった今、侍女の声で目覚めたばかりで寝ね惚ぼけているように見せかけ、女王の見舞いに驚おどろき、恐きよう縮しゆくし、慌てて起き上がろうとするが上手うまくいかない──という芝しば居いを打った。

「私の愛いとしいリル……誕生日の夜だというのに晩ばん餐さん会にも出られないほど具合が悪いなんて、どんなにか苦しかったことでしょう。医者は要いらないと言ったそうだけれど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　リルの母方の祖母である女王は、侍女達を廊下に待たせて独りで部屋に入ってくる。

　天てん蓋がいから下がる天鵞絨ビロードやレースが邪じや魔ましてよく見えなかったが、スカートが膨らんでいない真しん紅くのドレスを着ているようだった。

　長い黒くろ髪かみは豪ごう華かに結ゆい上げられ、巻き髪が蠟ろう燭そくの灯あかりを受けて艶つやめいている。

　宝ほう飾しよく品ひんも数多く身につけていたが、彼女自身の美しさや、その身から漂ただよう百合ゆりの香かおりの方が、煌びやかな宝石や貴金属よりも遥はるかに魅み力りよく的だ。

「おばあ様、もう大丈夫です。御ご心配をおかけして申し訳ありません」

「ああ、いいのよリル……そのまま横になっていなさい。本当は見舞いなどせずに、ゆっくり寝かせてあげるべきだと思ったのだけれど、心配で胸が潰つぶれそうで……穏おだやかな寝ね顔がおだけでも見たかったの。起こしてしまってごめんなさいね」

　祖母の謝罪を受けることで、リルは自分の噓うそや秘密の行こう為いを酷ひどく恥はじる。

　白いレースを捲めくり上げられると、百合の香りが高まった。

「おばあ様……」

　これは、いつまでも嗅かいでいたいほど大好きな祖母の香りだけれど、自分の体からも、何かにおいがしていないだろうか……そしてそれは、青あお臭くさい精液に近いものではないだろうか。

　不安で委縮するリルは、顔を覗のぞき込むように近づいてきた祖母と目を見合わせる。

　視線を逸そらして逃にげたくても、罪を暴あばかれるのが怖こわくて逃げられなかった。

「薄うす暗ぐらい部屋の中でも、頰ほおや目元が赤いのがわかるわ。熱があるのね？」

「いいえ、熱などありません。どこも悪くないので、御安心ください」

　祖母の黒い瞳ひとみを真っ直すぐに見つめながら、リルは震えそうになる声を整える。

　クラウスの特とく徴ちよう的な碧へき眼がんとは似ても似つかない色なのに、何もかも見み透すかしてしまいそうな強さは同じだ。上うわ掛がけでどんなに体を隠かくしたところで、噓だらけのリルの目を通じて真実を見み抜ぬきそうな、神秘的な目をしている。

「おばあ様の目は、どうしてそんなに大きいの？」

　いつもより大きく感じる瞳を見つめながら、リルは瞬まばたきすらこらえて問う。

　黒色の瞳も白しろ眼めも含ふくめて、眼球そのものがとても大きく見えた。

　長い睫まつ毛げもさらに長く見え、黒蝶ちようの如く羽ばたきそうだ。

「愛しい孫の顔を見るためよ」

　微笑ほほえみながら返されたが、リルは祖母の言葉をそのまま受け止めることができない。

　本当は、上掛けの下で寝間着を汚よごしていることを見抜かれているのではないか……そういう特別な洞どう察さつ力を持つ人間が、この世に何人かいても不思議ではない。

　クラウスも祖母も、見るからに聡さとい目の持ち主だ。

「本当に、それだけ？」

「ええ、それだけよ。歳を重ねたことで若い頃ころよりも目が小さくなった気がしていたけれど、大きいと言われると嬉うれしいわね」

　ふふっとさらに笑う祖母を見ても、リルの心は落ち着かない。

　目から視線を少しずらすと、今度は祖母の鼻が気になりだした。

　祖母の近くにいることで百合の芳ほう香こうを感じるからこそ余計に、自分のにおいが気になる。

　見張り小屋で青臭い精を放った時とは違ちがうけれど、こんなに近くにいたら、あの無色透とう明めいでぬるりとした蜜のにおいを、嗅ぎ取られてしまうかもしれない。

　祖母は香りに敏感で、朝あさ摘づみの薔ば薇らの香りを嗅いだり、好みの香りの紅茶を作らせたりと、常に香りを愉たのしんでいる。とても鼻の利きく人だ。

「おばあ様の鼻は、どうしてそんなに大きいの？」

　赤い唇くちびるの上にある二つの鼻び孔こうも、鼻全体も大きく見えて仕方がなかったリルは、上掛けから指すら出さずに問いかける。他意はなく、本当に大きく見えたのだ。自分の浅ましいにおいが空気に乗って、その鼻孔の中に吸い込まれていく様が目に見えるようだった。

「リル、女性にそんな失礼なことを言ってはいけないわ」

「……っ、あ……ごめんなさい、おばあ様……お気を悪くされましたか？」

「もしも私の鼻が大きく見えるとしたら、それは貴方あなたが悪いことをして……私の鼻が利くのを恐れているからね」

「おばあ様……っ」

　失言のせいなのか、許されざる罪を見抜かれているせいなのか、女王の声は厳しい。

　熱気の籠こもったベッドに雪せつ塊かいを詰つめ込まれた心ここ地ちだったが、リルの目が捉とらえたのは意外にも女王の笑え顔がおだった。控ひかえた笑みではあるものの、赤い唇の端はしを微かすかに上げている。

「リル……大人になるのは悪いことでも罪でもないわ。喜ぶべきことですよ。でも、いい子のまま大人になりなさい。貴方は私の大切な孫であり、この国の王子なのだから」

　甘美な百合の香りと微笑みに惹ひきつけられながら、リルは無心に頷うなずいた。

　──おばあ様は……僕が先さき程ほどまで何をしていたのかも、今の僕の状態も、何もかもわかっておられる。でも僕の妄もう想そうまでは知り得ないから……ただの成長だと、信じているんだ。

　リルの体が男として成熟し、いつか花はな嫁よめを迎むかえて跡あと取とりを作るのは悪いことではない。

　それどころか、そうでなければ困るほど望ましいものだ。

「はい……僕は、いい子でいます。必ず……」

　たとえ淫いん夢むを見たとしても、自ら快楽を求めたとしても、それだけでは罪とは言えない。

　妄想に引きだす相手が、将来、妻になる可能性のある女性であれば、罪にはならないのだ。

　リルの成長が、喜ぶべき正しいものだと信じてくれている祖母を、これ以上裏切るわけにはいかなかった。

「いい子ね、リル。私は貴方を信じているわ」

「はい……おばあ様」

　クラウスのことを思いだすのは、もうやめよう。

　友になることはあっても、それだけだ。妄想ですら罪を犯おかしてはいけない。

　自分は民たみの模も範はんとなるべき存在なのだから、肉体に芽生えた悦よろこびは、今夜を限りに封ふうじよう。

　次に官能の悦びを知るのは、妻を迎えた時──結けつ婚こん式の夜に、花嫁にキスをして、体を繫つなげ、子を生なすために精を放つ。それが王族の宿命。罪を犯すことは許されない。
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　翌朝、リルは満月の晩の籤くじを志願制に変える提案をするため、女王に会うつもりでいた。

　ところが女王はリルの母親である第一王女の見舞いにいっており、王女が引き籠もっている東の塔とうに近づくことを許されていないリルは、衛兵に止められて引き返すしかなかった。

　祖母の顔を見るのが怖い気持ちもあったので、必然的に間を置けたことに安あん堵どしたリルは、部屋に戻もどる前に厨ちゆう房ぼうに立ち寄る。

　心のどこかに、昨日できなかったことを今日こそ成し遂とげたい思いがあった。

　磨みがき抜ぬかれた銅鍋なべがずらりと吊つり下げられた厨房では、大勢の料理人が後片づけをしたり、次の食事の仕込みをしたりしている。

　リルは扉とびらのない入り口に立って、しばし彼らを見つめていた。

　特に注目していたのは、厨房の奥の工こう房ぼうでバターを作っている職人達だ。

　──新しん鮮せんなバターをクラウスに届けたら、喜ぶかな……いえ、そうではなくて、クラウスは関係ない。先代の料理長に届けて喜んでもらって、ビスケットの作り方を教わらないと……。

　昨日は木こりの兄弟に攫さらわれて予定外の事態になったが、今日こそは先代の料理長の屋や敷しきに赴おもむき、祖母の好きなヘーゼルナッツと林りん檎ごのビスケットを作りたい。

　昨夜のこともあって祖母と顔を合わせにくかったリルは、手作りのビスケットをきっかけに、祖母と和なごやかに話す時間を得たいと思った。

　まずは自然に言葉を交かわし、おもむろに贄にえの籤のことを持ちかけたい。

　特定の誰だれかから聞いたのではなく、風の噂うわさで耳にした話として切りだし、これまでのように屈くつ強きような男子すべてを贄の候補にするのではなく、志願制にするよう提案したかった。

　女王はリルにとっては優やさしい祖母だが、即そく位いして長いこともあり、周囲の者から忌き憚たんのない意見を聞く機会があまりない。

　そういったことを、これまでは特に考えなかったリルだったが、重じゆう鎮ちん達が常に恐きよう縮しゆくしていることは無意識に感じ取っていた。司教らはもちろん、大司教ですら女王に苦言を呈ていすることはなく、贄を決める籤を粛しゆく々しゆくと執とり行っている。

　ヴァルセントでは政治だけではなく宗教に於おいても頂点に君臨するのは王であり、大司教はその次の地位になる。現女王が醸かもしだす王おう威いも影えい響きようして、リルの祖母は孤こ高こうを持していた。

　何しろ王位継けい承しよう権第一位の王女として誕生し、若くして女王の座に就ついた女性だ。

　リルは男子であることと、正式に王位継承権第一位の王子ではないこともあり、今のところ自由に外を歩ける立場だが、王族や貴族の女子というものは、幼い頃から城や屋敷に囲われて大切に育てられるものだった。

　──だから……たぶん、おばあ様は迫はく害がいの事実を知らない。

　おそらくは、知りたくても知れなかったのだ。女王が把は握あくしているのは、時に亡なくなる人が出ることと、助かった人は瀕ひん死しの重体であるということまでだろう。

　籤によって贄に選ばれ、正当な拒きよ否ひ権を行使して辞退した者や、その家族が迫害されている事実を知ったら、女王は衝しよう撃げきを受け、酷ひどく心を痛めるはずだ。

　リルが提案するまでもなく、すぐにでも志願制に変えると思われる。

「これはこれは殿でん下か、今日もまた厨房に来てくださったんですね」

　リルが厨房に踏ふみ込みと、すぐさま料理長がやって来た。

　他ほかの料理人達も、それぞれの持ち場で一礼する。

「料理長、御ご機き嫌げんよう。昨夜は誕生日の晩ばん餐さん会に出席できなくて、申し訳ありませんでした。みなさんがせっかく腕うでに縒よりをかけて作ってくださったのに、本当に申し訳なく思います」

「そんな滅めつ相そうもございません。御ご丁てい寧ねいにありがとうございます。お体を心配していたのですが、朝食をしっかり摂とっていただけたとわかって、ひとまず安心していたところです」

「心配してくださってありがとう。それで、実はお願いがあって」

　リルはまだ若い料理長に向かって、今日こそは先代の料理長の屋敷に行きたいと告げた。

　昨日は途と中ちゆうで転び、バターと葡ぶ萄どう酒を容器ごと駄だ目めにしてしまったと話したうえで、今日は中くらいの壺つぼにバターを詰めてもらう。

　葡萄酒も、ほっそりとした瓶びんに入った物があったので、今日はそちらを籠かごに入れた。

　他にも色々と足したが、昨日の教訓を生かして、出発時は軽過ぎる程度の荷物にする。

「お体の方は大だい丈じよう夫ぶですか？　やはり馬車で行かれた方がよいのでは？」

　料理長の言葉に、近くにいた他の料理人達も「遠いですからそうされた方が」「また転んで怪け我がでもしたらいけませんし」「せめて誰か従えた方が」と口々に言ってきたが、リルは首を縦に振ふらなかった。

　馬車で行くべきだと、本当はわかっている。

　早く行って用事を済ませ、手作りのビスケットを持ち帰って祖母と話し合いたい。

　そう思いながらも、リルの脳のう裏りにはクラウスの姿があった。

　もしかしたら、猟りように成功した彼が商あきないの材料を手に結界を越こえてくるかもしれない。

　異人が結界内に入り込んで物の売買をする際は、まず出入国を管理する郊こう外がいの登記所を訪ね、疫えき病びようの検査を済ませて滞たい在ざい許可を取る必要がある。幸い、登記所は城下の北と南にあった。

　クラウスと偶ぐう然ぜん再会することを願うなら、馬車ではなく徒歩で行くべきだ。

　それも、伴ともを付けずに独りで行く方がいい。

　──会いにこいと言われたけれど、もう会うべきではないことくらいわかっている。でも、偶然なら仕方がない。それに僕はクラウスと友達になりたいだけなのだし、もしも会えたら、昨日の淫みだらな行こう為いはなかったことにしてもらおう。あれは、木こりの兄弟に襲おそわれた不快感を拭ぬぐうためのもの……特別な状じよう況きよう下で起きた出来事であって、二度目はない。

　リルは昨日と同じ赤いフード付きの長いマントを纏まとい、昨日よりも少しばかり軽くした籠を持って城を出る。

　ヴァルセント城を守る騎き士しも兵士も槍やりを手にした門番も、「王太子殿下、お気をつけて」と笑え顔がおで声をかけてくるばかりで、行き先を詮せん索さくする者はいなかった。

　挨あい拶さつの一いつ環かんとして「どちらへ？」と訊きいてくる者もいたが、どこに行くのか本気で知りたいわけではない。方角を答えるだけで十分だった。

　──僕が大きくなって遠くまで歩けることを、騎士達はわかっていない気がする。

　城門を出て、城下街には寄らずに北の森に足を向けたリルは、遠く離はなれた場所からも見えるヴァルセント城を顧かえりみた。

　異国の者が滅めつ多たに入り込まない閉とざされた小国は、リルが歩いていける範はん囲い内であれば概おおむね安全と考えられているため、誰もが油断しているようだった。

　ある程度の権限を持ち、リルを止めようと思えば止められる騎士達は、幼い頃ころのリルと今のリルの行動範囲が違ちがうことを知らないと思われる。

　おそらく、少しばかり広くなったとしか思っていないのだ。

　城は北方に建っているので、北の森の果てまで歩くのは難しいことではない。

　つまり北の森から結界の外に出るのは容易だったが、「危険なことをしたり心配をかけたり、王族としての品性が問われるような行いをしてはならない」という、女王の言いつけを守ってきたリルが、より分別がつく年頃ごろになっていまさら愚おろかなことをするはずがないと、誰からも信用されているのだろう。

　──これまでは、おばあ様の言いつけを守ってきたから……悪いことをしない、いい子だと思われている。その信用を失ってはいけないし、問題を起こしてもいけない。僕は今から白いバターと葡萄酒を持って、先代の料理長が暮らす森の屋敷に行く。おばあ様の好きなヘーゼルナッツと林檎のビスケットを作って、お茶を飲みながら重要な話を切りださないと……。

　リルは馬車道の端はしを歩き、北の森の奥へと急ぐ。

　脇わき目めも振らずに一本道をひたすら進んで、これから会う人の姿を頭に思い浮うかべた。

　目的地は一つだけ、会うべき人は一人だけと、執しつ拗ようなほど自分に言い聞かせる。

　けれどもリルの想像の中で、先代の料理長の白はく髪はつはクラウスの艶つややかな白銀の髪かみに変わり、皺しわの刻まれた白い肌はだは瑞みず々みずしい青銅ブロンズ色に変わっていった。

　イメージを戻そうとしても戻せず、生命力に満ちた青年の姿が明めい瞭りように浮かび上がる。

　体格や目の色に至っては、比ひ較かくのしようがなかった。

　圧あつ倒とう的な強さと鮮せん烈れつさで、クラウスの逞たくましい体つきや、蒼サフ玉アイアの瞳ひとみがリルの意識を支配する。

　歩いても歩いても、振り切ることなどできなかった。

　進むほどに彼に近づいていることを、どうしても意識してしまう。

「殿下、こんにちは。昨日もお会いしましたね」

「二日続けてお会いできるなんて、私どもは運がいいです」

　寄り道は絶対にいけない。いい子は道草を食わない。危険なことをしたり心配をかけたり、王族としての品性を疑われるようなことはしない──声なき呪じゆ文もんの如ごとく繰くり返していたリルの耳に、木こり達の挨拶が届く。

　無論、迫害されて西の森を追われた木こりの兄弟ではなく、元よりこの森で働く木こり達が、斧おのを置いて集まってきた。

　木々の向こうから次々と現れると、老いも若きもリルの前で膝ひざを折る。

　昨日はいなかった木こりも交ざっていて、今日もまた「なんだか急に大人っぽくなられたと思ったら、赤いマントが長くなったんですねえ」「どちらに行かれるんですか？」と、昨日と同じようなことを言われた。

「御機嫌よう。今日も先代の料理長に会いにいく予定です。昨日は途中で諦あきらめてしまったので、今日こそは必ず行こうと思っています。荷物も軽くしましたし、早い時間に城を出ましたから、今日こそは絶対に手作りのビスケットを作ち帰れるはずです」

　リルは「今日こそは」と強調する。

　自分自身に言い聞かせるどころではなく、半ば自己暗示をかけていた。

　木こり達の言葉も様相も、陽ひ射ざしの強さも風の匂においも、昨日と大差はなくて……同じことが起きているからこそ、この先は変えなければならないと思う。

　──そう、このまま……僕は、いい子だもの……いい子として何年も生きてきたのだもの。たった一日で悪い子になったりしない。花畑に立ち寄ってクローバーを摘つまなければ、昨日と同じことは起こらない。迫害を受けている木こりの兄弟に攫さらわれることもなく、結界を越えることもない。余計なことは何も考えずに、ただ真っ直すぐに歩いていくだけ。ただそれだけで、僕はもう一度……いい子になれる。

　真夏の緑と輝かがやく木こ漏もれ日、雪解けの泥でい濘ねい、そして汚けがれなき残雪が混在する北の森の馬車道を、リルは足早に進む。道なりにひたすら歩けば必ず、森の果ての屋や敷しきに着くはずだ。

　──ああ、雪が仄ほのかに赤く染まっている。

　いつの間に馬車道から外れてしまったのか、軽かったはずの荷物が重くなった頃、リルは仄ほの赤い帯のように繫つながるストロベリースノーを見下ろしていた。

　すでに寄り道をしていることはわかっていても、一歩を踏ふみだす勇気はまだない。けれども色づいた雪に足を踏み入れてしまえば、足あし跡あとが消えることを知っていて、消えゆく様子を頭に思い描えがいていた。誰だれも自分の行き先に気づかないだろう。少し寄り道をしても、すぐに帰れば騒さわぎにはならない。心配されることも捜さがされることもなく、その時間は空白になる。

　誰も知らなければ、ないのと同じだ。

　──ストロベリースノー……決して越えてはならない、聖なる結界の目印。この先はとても危険だから……行ってはいけない。魔ま力りよくを宿した狡こう猾かつな狼おおかみ王おうが支配する、恐おそろしい世界。

　リルは赤いマントの裾すそを摘まみ、白い残雪に埋うまった右足を上げる。

　前のめりになって踏み込む先は、色づいた雪だった。

　ストロベリースノーに足跡をつけながら、リルは結界の外に向かって歩きだす。

　この辺りは冷たい風が集まりやすく、真夏でも葉をつけていない木が多い。

　白い雪も赤い雪も厚みを持って残るのは、地面と雪の間に氷の層があるからだ。

　それを溶とかすほどの気温にならないから溶けない──というのが識者の考えだったが、白い雪の大半が溶けている南側でも、ストロベリースノーだけは溶けずに残るのだから、論理的に説明できない力が働いているのは明らかだった。

　──足跡が消えていく。僕がどこに行ったのか、しばらくの間は誰も知らない。

　自分の足跡が消えたのを見届けたリルは、結界の外の木々に身を寄せる。なるべく根を踏むことで残雪に足跡をつけないよう気をつけ、遠回りをしつつ見張り小屋に向かった。

　──クラウスは命の恩人だから……昨日のお礼を改めてして、お別れを言わないと。あと、一応は再会を約束したような感じになっていたから、もし僕が来ると思って待っているようなことがあったら申し訳ないし、彼に礼を尽つくすのは当たり前のことだから。

　ただ会って礼を言い、さようならを告げるためにリルは小屋の階段を上がる。

　今は低い残雪で済んでいるが、一年の大半は雪が高く積もっているため、小屋の土台は石で造られていた。冬場でも扉とびらを難なく開閉できるよう、小屋自体が地面から高い位置にある。

「クラウスさん、御ご機き嫌げんよう……リルです」

　ノックをしながら、リルは相反する二つの想おもいに揺ゆれた。

　彼に会いたい。とにかく会いたい──そう願う一方で、留守であってほしいとも思っている。

　いい子でいるためには会わないのが最善であることを、身を以もつて知っているからだ。

　昨日の礼を言って、別れを告げるだけでは終わらない。

　もしもそれだけで終わったら、きっと自分は落らく胆たんするだろう。

　──僕は期待している。彼が罪を犯おかし、僕を巻き込んでくれたらいいと願っている。もしもクラウスに襲おそいかかられたら、非力な僕に抗あらがう術すべはないから、僕は不ふ可か抗こう力りよくによって罪を犯すことになる。いい子だった僕を悪い子にするのは、クラウスだ。何もかも彼のせいであって、僕はただ……お礼をしにきただけ。

　見張り小屋の中からは物音が聞こえず、リルは不安に陥おちいる。

　留守を願う気持ちもあったはずなのに、やはり会いたくて仕方がなかった。

　湧わき上がる欲よく望ぼうを否ひ認にんして、事実を捻じ曲げたところで自分を誤ご魔ま化かすことはできない。

　無論、神を騙だますことも不可能だ。

　神は心の奥まで見み透すかして、自分は二つの罪を負うだろう。

　一つは、同性との罪深い行こう為いを求めたこと。もう一つは、己おのれの幼さに甘えて他者に罪を着せ、か弱き子羊の振ふりをする罪。共に堕おちてくださいと乞こう覚かく悟ごもないままに、欲望をめらめらと燃やしている。籠かごの中のバターが溶けやしないかと心配になるほど、体が熱い。

「──リルアドリー王子」

　扉が開かれることはなく、森の方から声がした。

　思いがけない場所から返事を受けたこともあって、リルは全身をびくっと震ふるわせる。

　低くとも聞き取りやすい、クラウスの声に間ま違ちがいなかった。

　彼は昨日と同じく、太陽の光を背負っていた。シルエットが黒く切り取られているうえに、体のラインを隠かくすマントのせいで手足の形がよくわからない。人にしては大きく、熊くまか何かのようにも見えた。

「クラウス……」

「いい匂いがすると思ったら、今日もバターを持ってるのか」

「は、はい」

「俺にくれるのか？」

　表情が見える位置まで来た彼に問われて、リルは息を吞のむ。

　なんとなくだが、試ためされている気がした。本当はクラウスのために用意したバターではないことを彼は知っていて、リルを困らせようとしているのかもしれない。

　或あるいは、より深くリルの欲望や期待を読み取っていて、バターの贈おくり先が端はなからクラウスのところだったことを察していたうえで、意地悪な質問をしているのだろうか。

「他ほかの誰かのための物か？」

　クラウスはさらに問いながら、階段を上がってくる。

　彼と顔を合わせ、言葉を交かわすだけで、いい子の仮面が煮に崩くずれてしまいそうだった。

　それは溶けた飴あめのように、どろどろになって、べたべたと纏まとわりついて離はなれない……どうしようもないものに変わっていく。

　血のような赤と、降り立ての雪の如き白が鬩せめぎ合い、混ざり合って、そうして誕生したのは、純白を凌りよう駕がする真っ赤な自分自身だった。身に纏う、赤いフード付きのマントと同じ色に染め上げられたリルは、悪い子になる勇気を手に入れる。

「このバターを貴方あなたに食べてほしくて、今日は……スプーンもお持ちしました」

　籠にスプーンを忍しのばせた時点で、こうなることは決まっていたのかもしれない。

　否いな、本当はもっと前から……目覚めて一日が始まった時から、彼に会う機会を求めていた。

「それはどうも御ご丁てい寧ねいに」

　クラウスは階段を上り、リルの横に立って扉を開ける。

　見張り小屋の中は、昨日と比べるといくらか片づいていた。

　中央には天てん井じようや屋根を支える柱があり、その向こうにベッドが見える。

「すぐに帰るか？　それとも、赤ずきんを脱ぬいでゆっくりして行くか？」

　背後から囁ささやかれるや否や、悪の道が脳のう裏りに浮うかぶ。

　その道はベッドに続いていて、果てには忘れ難がたい快楽があった。

「──バター……食べさせて、差し上げます」

　リルはクラウスの方を振り返らずに、ベッドを見ながら答える。

　闇やみに引き摺ずり込む誘ゆう惑わくの美声が耳に優やさしく、恐きよう怖ふよりも幸福感が勝まさっていた。

　踵きびすを返して去るという選せん択たく肢しはなく、期待していた通りの展開に胸が躍おどり、血が騒ぐ。

　籠をベッドの側そばに置いたリルは、被かぶっていた赤いフードを下ろした。

　マントから腕うでを抜ぬき、純白のシルクのブラウスと、太ふと腿ももが露あらわになる黒色の短い脚きやく衣い、編み上げの黒いロングブーツという、いつもの恰かつ好こうでベッドに腰こしかける。

「狩しゆ猟りようのために出かけていたんですか？」

　問いながら、リルはバター壺つぼを手に取った。

　クラウスがマントを脱ぐ様を見ていると、鼓こ動どうが速くなる。

　彼はベッドに腰かけ、「ああ、でかい獲え物ものを追いかけていた」と答えた。

「成果はありましたか？」

「見ての通りだ」

　クラウスは無表情のまま、両手を開いて何も得られなかったことを示す。

　苦く笑しようするでもなく、自じ嘲ちようするでもない表情から、リルは彼の噓うそを読み取った。

　外に出ていたことは確かだが、彼は狩猟などしていなかったのだ。

　クラウスは猟りよう銃じゆうを持っていないし、それらしき物は小屋のどこにも見当たらない。

　使い込まれた様子のナイフを腰に下げているが、それは生きた獲物を仕留めるための物ではなく、銃で仕留めたあとに、息の根を完全に止めたり捌さばいたりするために使われる物だ。

　彼の獲物が兎うさぎなら話は別だが、取引材料を得てヴァルセントに正式に入国しようとしていることを考えると辻つじ褄つまが合わない。通常は、角や毛皮が取れる大物を狙ねらうはずだ。

「はい、お口を開けてください」

「病人でも幼子でもないんだが」

　リルは白いバターを木のスプーンで掬すくい、クラウスの口元に運んだ。

　この人には噓がある──そう認識しながらも、真実の追究を望まない。

　知りたい気持ちも当然あるが、知ってしまえば何かが変わり、今こうしている時間や空間が壊こわれてしまうかもしれない。今を失うくらいなら、気づかない振りをしていたかった。

　少し身を乗りだしたリルに向かって、クラウスも顔を前に出す。

　大きめの木のスプーンに、彼の鼻先が近づいた。

　間近で目を見合わせる隙すきもなく、クラウスは瞼まぶたを閉じる。

　青銅ブロンズの肌はだと、白銀の睫まつ毛げ、今は瞼に隠れた蒼サフ玉アイアの瞳ひとみ──そのすべてがリルにとって新しん鮮せんで、惹ひかれずにはいられなかった。

「いい香かおりだ。昨日のより新鮮だな」

　リルのときめきを余所よそに、クラウスはバターに夢中になっている。

　クンクンと匂においを嗅かいだかと思うと、うっとりした表情で瞼を上げた。

　鮮あざやかな青い目はリルの顔を捉とらえていたが、彼の心が自分よりもバターにあるのを感じて、リルは激しい嫉しつ妬とに駆かられる。

「昨日のは、もう残っていないのですか？」

「ああ、旨うまくてぺろりだ」

　悔くやしい──そう思いながらも、リルは彼の唇くちびるがバターに触ふれるのを見つめていた。

　厚みのある下した唇くちびるはスプーンに、上うわ唇くちびるは白いバターの山に触れて、最後にはスプーンの先せん端たんが彼の口内に収まる。

　圧を感じなくなったのを見計らってそっと引くと、完全に舐なめ取られて油分すらまるでなくなったスプーンが戻もどってきた。

「本当に、お好きなんですね」

　彼に好まれるバターになりたい衝しよう動どうに襲われたリルは、スプーンを壺に入れる。

　バターをたっぷりと、それこそ本当に山のように掬い、自らの口に含ふくんだ。

　濃のう厚こうなミルクの味を堪たん能のうすることはなく、溶とける前に彼の唇に吸いつく。

「ん、ぅ、ふ……」

「──ッ」

　求めた弾だん力りよくと熱さに、蕩とろけるような悦よろこびが全身を駆け巡めぐる。

　けれどもそれは長く続かない。一いつ瞬しゆんの悦びのあとに気づかされたのは、自分以上に愛され、彼に求められる物の存在だった。

　リルが舌を動かして口移しをするまでもなく、クラウスの舌はリルの口内に押し入り、もうほとんど溶けているバターを攫さらっていく。

　尖とがらせた舌先でリルの舌を上げさせ、隅すみ々ずみまで探さぐり、歯列を舐めて、唇も上下それぞれに、ちゅぷりと吸うのはバターのためだ。

　動物性の油に姿を変えたそれを、一いつ滴てきも残さぬ勢いでリルの唾だ液えきごと啜すすっている。

「く、ふ……ぅ、ぁ」

「……ン」

　バターに嫉妬するなど愚おろかだと思うのに、すべては今、自分の口の中で繰くり広げられている現実だ。クラウスが何を求めているのか嫌いやというほど感じられて……どうしたって勘かん違ちがいして舞まい上がることができなかった。嬉うれしさを上回る悔しさに、心がささくれ立つ。

「──もっと、もっと差し上げます」

　接せつ吻ぷんが終わるなり、リルはバターを掬い、またしても自分の口に運んだ。

　彼が吸いついてくる前に溶けたバターを口角から零こぼして、ブラウスの釦ぼたんに手をかける。

　これは意図的な誘惑だと、自分でもわかっていた。

　バターに嫉妬しているくせに、バターを利用している情けなさも承知している。

　それでもクラウスに触れられたくて、あの快楽を得て、一いつ緒しよに罪に堕おちてしまいたくて──バターに塗まみれていく肌を晒さらした。

「リルアドリー王子、俺は旨いバターが欲しいだけだ。お前が欲しいわけじゃない」

「──っ」

「お互たがい様だろう？　お前は初めて知った快楽に好こう奇き心しんを刺し激げきされ、淫みだらな本能に身を委ゆだねているだけ。相手は誰だれでも構わない」

「それは、違ちがいます。僕は貴方だから……」

　ブラウスの釦を外し、口に含んでいたバターの大半を飲んでしまったリルは、答えたあとで自身の気持ちと向き合う。

　木こりの兄弟に襲おそわれ、愛あい撫ぶを受けた時も体は反応していた。

　あれも一応は快楽であったのかもしれないが、心に悦びはなかった。

　あとから思い返すと、虫むし唾ずが走るほど不快でおぞましく、厭いとわしい行こう為いだ。

　成長と共に芽生える肉にく欲よくや好奇心があったとしても、相手が誰でもいいということは絶対にない。望んでいるのは、クラウスから与あたえられる快楽だ。

「貴方となら……罪を犯おかしてもいいと、思っています」

「傍はた迷めい惑わくな覚かく悟ごだな。巻き込まれて俺まで罪人になる」

　つれない言葉に胸が引き裂さかれそうになったリルは、悲しみに項うな垂だれる。

　けれども心折れてはいなかった。罪を犯すのに覚悟が要いるのは当然だ。

　どうにかして自分の恋こい心ごころを正確に伝えて、クラウスの理解を得たい。

　彼の愛情を求めるこの想おもいは、恋れん愛あい小説に出てくる一いち途ずな恋こいと同じくらい誠実であることを証明するには、いったいどうすればよいのだろう。

　芽生えたばかりの恋心と付き合い始めて一日も経たたず、その存在を認めてから数分も経っていないリルには、言葉で説明することができなかった。

「いつか、このバターよりも僕を好きになってください」

　確かに存在するものを信じてもらえないもどかしさに、リルは俯うつむいていた顔を上げる。

　食べ物で気を惹くしかない悔しさを感じながらも、バターに濡ぬれた首筋を晒した。

「──では訊きくが、お前は昨日会った兄弟との約束を守ったのか？」

「……え？」

「迫はく害がいに苦しむ民たみの訴うつたえを女王の耳に入れ、満月の夜の贄にえを志願制に変えるべきだと進言して、何かしらの成果を挙げることができたのか？」

　クラウスはリルが誘さそうまま首に吸いついてきたが、バターを味わいつつも口調は厳しい。

　彼の問いに対して理想的な答えを持たないリルは、人形のように固まった。

　鎖さ骨こつに沿って肌を舐められる快楽と共に、悔かい恨こんの念が湧わき起こる。

　もしも今、「はい、おばあ様に進言しました」と答えることができたら、どんなに誇ほこらしい気持ちになれただろう。少なくとも自己嫌けん悪おに陥おちいることはなかったはずだ。

　そのうえでさらに、「贄は志願制にすることに決まりました」とよい報告ができていたら、今いま頃ごろ、自分を見る彼の眼まな差ざしは変わっていたかもしれない。

　クラウスは微笑ほほえんでくれただろうか。

　一国の王子として敬愛の念を抱いだいてくれただろうか。

　個人としても好意的に見えてもらえていたら、最高の幸せを得られたのに──。

「いいえ……いいえ、まだ……」

「まだ？　今はどういう状じよう況きようなんだ？」

「まだ、何も……おばあ様に、まだ何も言えていません」

「夕刻には帰れたはずだろう。顔を合わせる機会が持てないほど縁えん遠どおい存在なのか？」

「いいえ、そんなことはありません。ただ、昨日のこともあって……なんと言ったらいいか、恥はずかしくて……面と向かって話す勇気を持てなかったのです。それで、まずは和なごやかに話し合うきっかけを作るために手作りのビスケットを贈おくろうと思って……いえ、違います。それも口実に過ぎません。僕はただ、ここで貴方あなたに会って……こういうことがしたかっただけです。民の泣きゆう訴そを受けたにもかかわらず、それを後回しにして自分の望みを優先した僕は……本当に悪い人間ですね。一国の王子としてどころか、人としても極ごく悪あく人にんだと思います」

「そうか？　そんなに悪くはないんじゃないか？」

「──え？　あ……ッ」

　クラウスの唇や舌が、露あらわになった乳ち首くびに触れた。

　反省したところで感覚を断たつことはできずに、リルは微かすかな嬌きよう声せいを漏もらす。

　彼の真意がわからず戸と惑まどううちに、ブラウスの釦をすべて外された。

　するりと脱ぬがされ、空気に触れた肩かたを掌てのひらで包まれる。

「正直者は嫌きらいじゃない」

「クラウス……」

「過あやまちは誰もが犯すもの。人としての資質が試ためされるのはそのあとだ。誤ご魔ま化かさずに非を認め、悔くい改あらためられる者は美しい」

　上うわ目め遣づかいで見つめられながら、リルは零れ落ちる涙なみだを拭ぬぐう。

　クラウスに「嫌いじゃない」と言われたことで、気を失いそうなほど安あん堵どしていた。

　もっと彼に認めてもらいたくて、もっと好かれたくて、そのために変わりたくてたまらなくなる。同性に恋心を抱くことも同性と交わることも大罪だが、それでもリルには、クラウスが自分に悪い影えい響きようを与える人物だとは思えなかった。

　彼は、よい意味での成長を促うながしてくれる人だ。美しい姿を借りた悪あく魔まかもしれないと疑った自分の愚かさを思うと、またしても涙が溢あふれてくる。

「クラウス……貴方の容姿はヴァルセント人とは違うけれど、僕は僕だけの価値観で、貴方を美しいと思い、惹ひかれました。貴方は危ないところを助けてくれた人……僕の目の色を恐おそれず、真っ直すぐに見つめてくれた人。そして、王子としても人間としても拙つたない僕を、厳しくも的確な言葉で導いてくれる人です」

「買い被かぶりだと思うが、それがどうかしたのか？」

「快楽への好奇心や欲よく望ぼうを差し引いても、僕は貴方に惹かれます。誰でもいいなんてことは、絶対にありません。あるはずがないのです。どうか信じてください」

「それを信じたところでどうなるんだ？　仮に俺がお前の姿を美しく愛らしいと思い、正直な心根を好ましく思ったところで、それまでの話だ。それ以上にはなり得ない」

「それだけではなくなるように、努力します。貴方に……同性を愛する罪を犯させるくらい、僕は自分を磨みがいていきます。まずは、民の窮きゆう状じようを祖母に訴えて、今日こそ必ず動きだすことを誓ちかいます。ですからどうか、自分のことを優先してしまった僕を許してください。このまま、貴方を好きでいさせてください」

　成長してクラウスに愛されたいと願うリルは、涙をこらえて覚悟を語る。

　彼が猟りよう師しではなかったとしても、いつどこに消えてしまうかわからない異国からの訪問者であることに変わりはない。時間が限られている以上、のんびりしてはいられなかった。

　一いつ朝ちよう一いつ夕せきに成長するのは難しいが、無理をしてでも成し遂とげるしかないのだ。

　彼が去るまでに愛され、ずっと傍そばにいてもらえるほど深い絆きずなを持たなければ──近いうちに別れがやって来る。獣けもののような赤い目を恐れず、身分に遠えん慮りよもせず、民の目線で厳しく叱しかってくれるクラウスを、失いたくない。

「俺に罪を犯させたいなら、まず狼おおかみに変えてみせろ」

「──貴方を、狼に？」

「なりふり構っていられないほど相手を求める時、男は狼になる。惚ほれた相手を組み敷しいて、柔やわらかな肌はだに喰らいつき、骨までしゃぶり尽つくすんだ」

　ようやく少し笑ったクラウスは、リルの体をベッドに押し倒たおした。

　彫ちよう刻こくのように整った青銅ブロンズ色の顔が目の前に来て、青と赤の瞳ひとみが通じる。

　やはり恐れることなく真っ直ぐに、彼は今日も目を見て話してくれた。

「料理長や木こり達に言われたこと、やっとわかった気がします。男は狼になることがあると、忠告されたんです。気をつけなさいって」

「お前だって狼になってるんだ、実感できるだろう？」

「僕が、狼に……なりましたか？」

「なったとも。今だって耳と尻尾しつぽが出っ放しだ」

「……え、そんなの出ていませんよっ」

　リルは慌あわてて頭や耳に触ふれ、体を捻ひねって腰こしの辺りを確かく認にんする。

　しかし異変はなく、念のため両手を確認すると、人間らしい爪つめの生えた華きや奢しやな白い手のままだった。当然だが、狼になるというのは隠いん喩ゆに過ぎない。

「お前の場合は、雄おすでありながらも盛りのついた雌めす狼おおかみになったんだ。肉欲に目覚める時期に、その気になれる相手を見つけて発情したことに変わりはない」

「発情……」

　侮ぶ辱じよく的なことを言われても、その通りだと納なつ得とくするばかりで怒いかりは湧かなかった。

　盛りだの発情だのと表現されたところで、欲望の先には彼がいる。

　恋によって起きる欲は、汚けがらわしいものではないはずだ。

　子を生なせない同性同士の交わりを神は許さず、認めてはいないけれど、愛は何よりも尊いと幼い頃ころから教えられてきた。

　リルには自分の中に生まれたものが罪だという自覚はあるが、汚きたないとは思えない。

　胸の中で燦さん然ぜんと輝かがやき、確実に成長を促してくれる感情が尊いものではないのなら、他ほかの何が尊いのだろうか──。

「僕は、独りで発情しているのは……嫌いやです。貴方を、狼に変えたい」

　リルはバターの壺つぼに手を伸のばし、爪に入り込むのもお構いなしに塊かたまりを掬すくい取る。

　覆おおい被さるクラウスと視線を繫つなげたまま、自分の唇くちびるから顎あご、首や胸にかけて、白いバターを一息に塗ぬりつけた。

「なんのつもりだ？」

「嫌いではないのですよね？　僕のことも、この行こう為いも」

「お前は謙けん虚きよなのか自信家なのか、よくわからない。単純なようで難しい奴やつだな」

　根こん拠きよがあって確認しているリルにとって、自信家と表現されるのは不本意な話だ。

　リルは昨日、ここで彼が口にした言葉を憶おぼえていた。

　彼は確かに、「このバターを全身に塗りたくって、頭から丸ごと喰くってやりたくなる」と、そう言ったのだ。

　つまりは、リルの裸はだかを前にして狼になりそうだったと……惚れた相手を組み敷きたい本能を刺し激げきされたと、そう言っていたも同然になる。

「クラウス……城に戻もどったら、今日こそ必ず祖母に進言します。どうか僕を信じてください。貴方がバターを舐なめ終えたらすぐに帰りますから、今は貴方と一いつ緒しよにいさせてください」

「今度は酷ひどく低姿勢になった。悪いことじゃないが、一国の王子とは思えないな」

「王子であっても、お願い事をする時は低姿勢になるものです。貴方はお給金をもらって城で働いている人達とは違ちがいますし、ヴァルセント人ですらないのですから」

「そういう謙虚な部分は、珍めずらしい色の目を持って生まれた影響か？」

「それもあるかもしれませんが、貴方のことが好きだからです」

「先に惚れた方が負けということか」

「負けでも構いません。今の僕は貴方あなたの期待に応こたえられなかった悪い王子ですから……貴方の好きなバターにすら勝てなくて当たり前です。今は、スプーンの代わりでもお皿の代わりでもいい。昨日と同じように、貴方の神が許してくださるところまで……僕を味わってください。お願いです、クラウス」

「リルアドリー……」

　濃のう厚こうなバターの香かおりに誘さそわれたのか、それともリルの言葉が誘い文句になったのか──彼はリルの名だけを口にして、苦く笑しようと言える笑えみを浮うかべた。

　リルがもう一度「クラウス」と呼ぼうとするのを押し切って、唇を寄せてくる。

　接せつ吻ぷんを期待したが、顎の先で溶とけたバターを舐められた。

「あ……っ」

「ぼんやりしているかと思えば凜りんとした表情を見せたり、卑ひ屈くつなくらい謙虚かと思えば強ごう引いんなやり方で誘ったり……次に何をしだすかわからない子供のように執とらえどころがなくて、隠かくれた本ほん性しようを暴あばいてやりたくなる」

「ふ……う……っ」

　お前に興味がある──遠回しにそう明言され、いきなり唇を塞ふさがれた。

　今度こそ紛まぎれもない接吻だ。

　それも、喰らいつくような勢いがある。

「は、ぅ……う、ぅ」

「──ン、ッ」

　彼もまた、リルのことをとやかく言えないくらい強引に迫せまり、大だい胆たんに求めてきた。

　リルはクラウスのうなじに手を回しながら、彼が求めているのがバターだけではないことを感じる。これは、願望による思い込みや勘かん違ちがいではないはずだ。

　──僕は唇の表面からお腹なかにかけて塗っただけで……口の中にバターを入れてはいないのに、クラウスは僕の舌を吸っている。もう味がしなくなった唇や舌を舐めて、吸って……僕自身を味わってくれている。クラウスの好きなバターは溶けて流れて……もう形もないのに、それでいいの？　今この瞬しゆん間かん、僕を食べたいと思ってくれているの？

　口づけはさらに続き、息をするのも儘ままならなくなる。

　リルの肌にあった白い塊が、火照ほてった体の上で一塊も残らず液体になっても、彼の口づけは終わらなかった。

「く、は……ぁ……」

「……ッ、ハ……」

　クラウスの大きな手が胸に当たり、指や掌てのひらで乳ち首くびを愛あい撫ぶされる。

　ようやく唇が離はなれた時には、全身がバターと共に液化したかのようだった。

　彼の呼吸が乱れているのを目にすると、悦よろこびのあまり心まで蕩とろけてしまいそうになる。

「ふ、ぅ……あぁ……！」

　油分で滑ぬめる指先で腹部を撫なでられ、臍へその周りに円を描えがかれた。

　ぬるりと肌を滑った手は、脚きやく衣いや下着の中まで滑り込む。

「ん、ぅ……ん、ッ！」

「きつそうだな、汚よごれる前に脱ぬいだ方がいい」

　囁ささやかれると同時に、どちらも引き下ろされていた。

　性器が弾はじけるように飛びだして、リルの顔に透とう明めいの飛沫しぶきがかかる。

　淫みだらだと言われるかと思ったが、クラウスは何も言わずに膝ひざを引き始めた。

　バター塗まみれの体を通り過ぎると、リルの衣服を剝はぎ取りながら脚の間に顔を埋うずめる。

「え、ぁ……」

「──ッ、ン……」

　白い陰いん茎けいの根元に、驚おどろくほど熱い舌が触れた。

　鈴すず口ぐちから溢あふれだす雫しずくを舐め取りながら、舌は先せん端たんに向けて上がってくる。

　途と轍てつもなく心ここ地ち好よい官能と夢が、花の如ごとく開こうとしていた。

　クラウスは、リルが王子としての使命を果たしていないことに腹を立て、だから厳しく突つき放しただけで、本当は同じように思ってくれているのではないだろうか。そんな夢を見るのは烏滸おこがましいと思っても、クラウスの愛撫には彼の欲よく望ぼうが潜ひそんでいる。

　甘い夢を見せているのはクラウスだ。

　好きな人にこんなことをされて、夢を見ずにいられるわけがない。

「ふ、ぁ……や、ぁ……ッ」

　幼い性器を丸ごと食はまれ、後こう孔こうにバターを塗りつけられる。

　クラウスによって壺から搔かきだされたバターは、ヴァルセントの気温のせいで程ほどよく固まり、最初は確かに固形物だった。それがリルの粘ねん膜まくやクラウスの指の温度でたちまちクリーム状になり、さらに溶けて液体に近づいていく。

「──あ……ッ！」

　塊が完全に溶け切る前に、クラウスの爪つめの先が入ってきた。

　つぷりと、一本の指が窄すぼまりの中心を抉こじ開けてくるのがよくわかる。

　肉の細い道を通った指は、さらに深いところへと進みながら潤うるおいを馴な染じませていった。

「クラウス……ひ、ぁ……っ」

　初めて受け入れる異物に、リルは仰あお向むけのまま全身を強こわ張ばらせる。

　クラウスに性器を咥くわえられているため、わずかに身じろぐことしかできなかった。

「や、ぁ……そんな、ぁ……」

　体内にある指が気になって仕方がない一方で、彼の口の中で性器を強く吸われる。

　絶えず舌で舐められ、時には先端の小さな肉にく孔あなを舌先で穿ほじくられた。

「は……ぁ、は……っ」

　快楽と羞しゆう恥ちのあまり眩暈めまいに襲おそわれ、思考の大半が停止する。

　性器への愛撫は快感しかなかったが、後孔に関しては曖あい昧まいだった。

　気持ちがよいのか悪いのかわからない感覚が続いたあとで、挿そう入にゆうする指を増やされる。

「あ、ゃ……っ」

　窄まりがさらに拡ひろがり、違い和わ感かんが強くなった。

　これがもしも彼の指でなかったら、違和感どころでは済まずに激しい不快感を覚えたに違いない。クラウスにされているから、恥はずかしいけれど嬉うれしい。

　もっと強い異物感があったとしても、もし仮に痛みを感じたとしても……彼が自分に欲望を向けてくれている証あかしだと思えば嬉しいはずだ。

「ん、ぅ……あぁ、ッ！」

　揃そろえた指を前後に動かされたことで、リルは凄すさまじい力で意識を摑つかまれる。

　クラウスの指先が、体内で何かに当たっていた。

　その何かは、リルの正気を壊こわしかねないほど危あやうい器官だ。

　性器を口で吸われることよりも格段に強い快楽が、全身を駆かけ抜ぬける。

「ん、ぅ……い、ぁ……気持ち、ぃ……」

「──ッ、ン」　>>>♥

　リルの性器を口に含ふくんでいたクラウスが、ゆっくりと顔を上げた。

　最後までリルに触ふれていた唇くちびるや舌から、粘ねん質しつな蜜みつが白はく濁だくした糸を引く。

　それを見て初めて、リルは自分がすでに絶頂を迎むかえていたことに気づいた。

「あ、ぁ……クラウス……」

　明めい瞭りような発音ではなかったものの、気持ちがいいと言ってしまったことや、彼の口内に精液を放ったことに狼狽うろたえる。

　いまさら恥じらっても遅おそいのだろうが、それでも恥じらわずにはいられなかった。

　貪どん欲よくな一面を見せたいわけではないのに、リルの意思に反して、官能に溺おぼれた体はさらなる愛撫を求める。

　クラウスに弄もてあそばれる後孔は、潤いながら綻ほころんでいった。

　溶けたバターに塗れ、太く長い二本の指を吞のみ込むように動く後孔も、絶えず精液を垂らし続ける性器も、自分ではどうにもできない。

　──体の奥が……お尻しりの奥のような、お腹のような背中のようなところが、うずうず疼うずいておかしくなってる。クラウスの指が当たると、疼きが酷ひどくなって……。

　午前中の光の中で、リルは止め処どなく嬌きよう声せいを漏もらす。

　肘ひじごと動かして指を前後させるクラウスに、絶えず見つめられていた。

　恥ずかしくて目を合わせられなかったが、降り注ぐ視線がどこにあるのかわかる。

　彼はリルの表情を見ていて、特に目を注視していた。

　快楽の涙なみだに濡ぬれた獣けもののような赤い眼まなこが、クラウスの瞳ひとみに映り込む様を想像したリルは、居た堪たまれずに衣服を摑む。

　剝むきだしの肌はだに引き寄せたのは、祖母から贈おくられた赤いマントだった。

　真しん紅くの繻しゆ子すに紅玉ルビーや金刺し繡しゆうの装そう飾しよくを施ほどこしたマントにはフードもついていて、リルはフードを逆から被かぶって顔を隠そうとする。そうすれば覆ふく面めんのようになると思ったからだ。

「顔を隠す気か？　そんなことをしたら、もう何もしてやらないぞ」

「……ッ、クラウス」

　リルは赤いフードを半分ほど被りながらも、途と中ちゆうで手を止める。

　視界に入った血のような赤が、体に流れる血液の動きや熱を思い起こさせた。

　心臓が動くことで血が巡めぐり、それによって人は生きていられるのだと考えられている。

　そうだとしたら、好きな人と触れ合うことは生きることそのものだ。今こうして鼓こ動どうが速くなっているのも、体中が隅すみ々ずみまで火照っているのも、クラウスのせいなのだから。

「は、ぁ……ぅ、ぁ！」

　胸を押さえつけられながら、もう片方の手で後孔を突かれる。

　二本だった指を三本に増やされると、彼と交わることを強く意識した。

　男女の交わりすら詳くわしくは知らなかったが、獣の交こう尾びを目にしたことはある。

　今は衣服に隠かくれて見えないクラウスの性器が、どこにどんなふうに入ってくるのか、三本の指によって体感できた。

「あ、ぁ……クラウス……ッ」

　体内にある過か敏びんな器官を、抽ちゆう挿そうのたびに押し解ほぐされる。

　窄まりは信じられないほど拡がって、彼の指を受け入れていた。

　痛みの存在も確かにあったが、与あたえられる悦えつ楽らくの方が遥はるかに大きい。

　三本目の指が完全に馴染むと、クラウスは容よう赦しやなく手を動かし始めた。

「や、ぁ……また、出ちゃう……っ」

「我が慢まんしないで出せばいい。こらえ性しようがないことはわかってる」

「ふ、あぁ！」

　揃えられていた指を中で開かれ、肉の道の内ない壁へきを擦こすられる。

　ヌプヌプ、ジュプジュプ……と後孔から漏れる音は卑ひ猥わいに感じられたが、その一方で情じよう炎えんに油を注ぐ音でもあった。自分が今、クラウスに何をされているのか耳で捉とらえることによって、ますます劣れつ情じようを煽あおられる。

「あ、ぁ……あ──ッ！」

　頭の中で火柱が燃え上がり、リルは勢いよく精を放つ。

　今度はクラウスの口ではなく、自分の胸に向かって放った。

　生温かい液体が、バター塗れの肌の上に降り注ぐ。

「──もっと……っ、クラウス……お願い……」

　びく、びくっと小刻みに震ふるえながら、リルはクラウスの腕うでに触れた。

　手指に力が入らず、摑み損そこねてベッドマットに落ちた手を懸けん命めいに上げる。

　今度こそ摑まえて引き寄せたかったが、そうする前に彼の方から迫せまってきた。

「もっと、どうしてほしいんだ？」

「お、お願い……っ」

　恥ずかしくて言葉にできなかったリルは、「お願い」とだけ繰くり返す。

　伝わっていることは察しがついた。何もかもわかっている彼は、少し意地悪だ。

「お願い、どうか……貴方あなたを……」

　身を屈かがめたクラウスに胸を舐なめられながら、リルは腰こしを浮うかせて仰のけ反る。

　好物のバターよりも優先して精液を舐め取られ、喉のどを鳴らして飲み干され……そこに好意を感じるからこそ余計に、欲よくが出て諦あきらめ切れなくなる。

　今でも十二分に幸せだったが、これは交わりではない。

　お互たがいが同じくらい求め合って、身を繫つなげてこそ交わったことになる。

　クラウスの性器が衣服の下でどのような状態にあるのか、裾すそが影かげを落として見えなかったが、奮い立っている気がしてならなかった。

　彼の青い瞳が、その涼すずやかな色とは裏腹に熱っぽく見えている今、求められていないはずがない。そう信じたかった。

「淫みだらな赤ずきん王子……ここに俺の種が欲しいのか？」

「あ、ぁ……ッ」

　指を後こう孔こうから抜き取られ、意味ありげな口調で問われる。

　窄まりから離はなれずに表面に留とどまった指は、そこで艶なまめかしく蠢うごめいていた。

「ん、ぅ……ふぁ」

　体の中が淋さびしくなって、挿入の悦よろこびを知ってしまった奥がうねりながら疼きだす。

　彼の指で再び突かれたかったが、リルが本当に求めているのは指ではない。

「クラウス……ッ」

「どうなんだ？　ここに、俺の種が欲しいのか？」

　同じことを問われたリルは、赤いフードから頭を浮かせた。

　答える前にクラウスの気持ちが知りたくて、顔を突き合わせる。

　視線を繫げば感じ取れるものがあると思ったのに、わからなかった。

　青い瞳には情熱が潜ひそんでいたが、その表情は厳しい。

「はい……」

　彼の意図が読めないまま、リルは自分の気持ちに従った。

　罪を犯おかしても構わない。

　恋こい心ごころのままに、クラウスと繫がりたい。

　一糸纏まとわぬ姿になり、逞たくましい体を余すところなく見せてほしかった。

「あ、ぁ」

　彼の唇が下腹に向かっていくのを目で追いながら、リルは期待を膨ふくらませる。

　この愛あい撫ぶが終わったあとで、クラウスはおもむろに身を起こすだろう。

　膝ひざと膝の間で衣服を脱ぬぎ、天を仰あおぐ性器を露あらわにするに違ちがいない。

　それはリルが想像できないほど男らしく猛たけ々だけしい物で、彼は自身のそれを手で摑み、リルの後孔に突つき立てる。

　最初は慎しん重ちように埋うめ込み、溶とけたバターと馴な染じませてから奥に進んでくる。

　彼自身も快楽を得て息を乱し、やがては獣のように腰を揺ゆらすのだ。

「狼おおかみは満月の夜に現れるものだ」

　リルの妄もう想そうは、クラウスの一言で断たち切られる。

　驚おどろきと落らく胆たんのあまり、リルは目を大きく見開いた。

　すると同時に、彼の眉み間けんに皺しわが刻まれる。

　これまでは奇き異いな色をしたリルの目を恐おそれず、真っ直すぐに見ていたクラウスが、急にこんな反応をするのは不可解だった。

　もしも彼が何かを恐れ、悩なやんでいるとしたら、それは神に逆らって罪を犯すことであって、赤い瞳に対する嫌けん悪おでも恐きよう怖ふでもない──リルは心の底から、そう信じようとする。

　この目のせいで彼に拒こばまれたら、もう二度と人前には出られないだろう。

「……クラウス？」

「次の満月までに、俺を狼に変えてみろ。御お誂あつらえ向きに次は血の月になる。その日までに俺を本気にさせることができたら、種付けしてやる」

「──種付け？」

　この奇き妙みような言葉を口にするに当たり、クラウスの中でどのような心境の変化があったのか、リルには推測することさえ困難だったが、彼は再び視線を合わせて頷うなずいた。

　険しさはあるものの、先さき程ほどまで刻まれていた眉間の皺は消えている。ちらついていた苦く悩のうも一いつ緒しよに消えて、雄お々おしく凜りんとした顔つきに戻もどっていた。

「種付けされたら、貴方との間に子が出来ますか？」

　出来るわけがないと思いながらも、リルは少しの期待を胸に問う。

　もしも子を生なせるとしたら、その二人は神に祝福されていることになるはずだ。

「……どうなのでしょう？　子が、出来ますか？」

　身を起こしたリルは、自分の腹部に視線を向ける。

　すると、見ていた箇か所しよにクラウスの手が伸のびてきた。

「俺達は雄おす同士だ。この腹が膨らむほど種付けしたとしても、子は出来ない」

　彼はリルの腹に触ふれながら、通常よりもゆっくりと、言い聞かせるように語る。

　当たり前のことを言われただけなのに、リルは酷ひどく悲しくなった。

　罪深い関係のままでは、彼が自分を受け入れてくれない気がしたからだ。

　クラウスの唇くちびるが次に開いた時、やはり無理だと告げられるのかと思うと、心臓がきつく引き絞しぼられる。体中に巡る血が止まり、凍こおりついてしまいそうだった。

「生まれないものは生まれないが、それでも、愛は生まれるかもしれない」

「──愛、が？」

「子が出来なくても、それさえあれば番つがう理由になるだろう？」

　恋こいしい唇から零こぼれた言葉に、リルの不安は砕くだけ散る。

　思い返せば彼は、次の満月までに自分を本気にさせることができたら種付けしてやる──と、そう言っていたのだ。拒きよ絶ぜつのわけがなかった。

「種付け、してください。神様に逆らってもいいと思うくらい、僕を本気で好きになって……僕との間に、愛を生みだしてください」

「月が赤く染まるまでに、俺を狼にできたらな」

　クラウスは吹ふっ切れたように笑い、リルの頭を掬すくい上げる。

　顔を近づけたかと思うと、こつんと、額と額を当てた。

「クラウス……」

　間近で見る彼の笑え顔がおに、リルの目は釘くぎづけになる。

　心臓を、矢で撃うち抜ぬかれたような衝しよう撃げきだった。

　恋には何段階もの深さがあるのか、さらにさらに深いところに落ちていく。

　月が赤く染まるまでに、同じ深さまで来てもらえるだろうか。

　抑おさえ切れぬ発情に身を任せ、獰どう猛もうな狼の如ごとく喰らいついてほしい。

　たとえ罪でも、愛だけは生まれるように──。








５









　見張り小屋を出て結界の内側に戻ったリルは、城ではなく北の森の果てを目指した。

　何度も休きゆう憩けいを入れながら馬車道の端はしを歩き、先代の料理長に会いにいく。

　手て土産みやげは葡ぶ萄どう酒と、微び量りようでも価値の高いサフランと岩塩だ。

　クラウスの指で突かれた腰に力が入らなかったことや、時間が足りなくなったこともあり、リルは料理長にビスケットの作り方を習わなかった。

　急で申し訳ありませんと謝りつつ、女王御ご用よう達たしのビスケットを焼いてもらう。

　元々は彼に教えてもらいながら一緒に作り、見た目は少し悪くても味は変わらないそれを、祖母にプレゼントしたいと思っていた。「僕が生き地じを捏こねて焼きました」と言ったら、祖母は目を丸くして驚くだろう。

　──おばあ様を吃驚びつくりさせたかったけれど、今は少しでも早く帰って話し合わないといけない。ビスケットを持ち帰れば十分に喜んでくださるだろうし、手作りはまた別の機会に……。

　リルは先代の料理長に礼を言い、「今度お時間のある時にでも作り方を教えてください」と頼たのんでから去る。

　彼は真しん剣けんにビスケットを作っていた時以外は終始にこやかで、急に面めん倒どうを持ち込んだリルに対して嫌いやな顔一つせず、「こちらは暇ひま人じんですから、いつでも大だい歓かん迎げいですよ」と答えていた。

　その笑顔は本物なのか、その言葉は本心からか、できれば信じたいのに信じ切れないことが悲しいが、リルは先代の料理長が自分と一度も目を合わせなかったことに気づいていた。

　年を重ねた者ほど巧こう妙みように繕つくろい、さりげなく目を逸そらす傾けい向こうがあるのは事実だ。

　気にしないよう努めたリルは、香かおり高いビスケットを籠かごに詰つめ、来た道を戻る。

　十分に休んだので復路の途と中ちゆうまでは平気だったが、その後は厳しい道のりだった。

　休憩を取りたい気持ちはやまやまだったものの、止まると歩きだすのがつらくなりそうで、祖母に話す内容を整理しながらひたすら歩き続ける。

　北の森を抜けて城下に入ると、リルは感かん慨がい深く城を見上げた。

　祖母に早く会わなければと思う一方で、視線が向くのは母親が暮らす塔とうだ。

　主に心の病で引き籠こもっている人に、あれこれと望んではいけないことはわかっているが、彼女が我が子の誕生日に気づき、意識してくれていることを願わずにはいられなかった。

　──お母様、僕は昨日で十六歳になりました。少しでも僕のことを考えていてくださるなら、これから僕がすることが上手うまくいくように、見守っていてください。木こりの兄弟に襲おそわれたことや結界の外に出たことは秘密にしながらも、民たみの苦しい現実をおばあ様にきちんと伝え、理解を得ることができますように。大司教様を始めとする司教様方や大臣達の協力を仰あおいで、国をよい方向へと変えていけますように。どうか僕を見守っていてください。

　許されざる恋をしたことで神に顔向けできなくなったリルは、塔を見上げて祈いのる。

　誕生日プレゼントの一つとして与あたえられる十日の休みの間に、これまで知らなかった事実を知ったのも、成長を促うながしてくれるクラウスと出会ったのも、すべては神の思おぼし召めしに思えたが、同性のクラウスに恋をしてしまうのは想定外だったはずだ。

　──僕は神様を裏切ってしまった。そんな僕が祈ったら、かえって神様を怒おこらせてしまい、その祈りは叶かなえられないかもしれない。これまでは当たり前に祈ってきたのに、裁きを恐れて祈れなくなる日が来るなんて……。

　赤いマントの裾すそを翻ひるがえし、フードを目ま深ぶかに被かぶって城門を潜くぐったリルは、兵士や門番の礼を受け、「殿でん下か、お帰りなさいませ」と迎むかえ入れられる。

　いつもは笑顔で応こたえるリルだったが、今は緊きん張ちようしていて上手く笑えなかった。

　表情が凝こり固まっているのを自覚しながら、フードを脱ぬぎ、まずは城の中央にある大階段を上がる。出で迎むかえのために慌あわてて階段を下りてきた侍じ女じよ達と共に、自室に向かった。

　祖母の目や鼻を大きく感じたりしないように、布で拭ぬぐっただけの精液を洗い流したい。

　神の怒いかりを買うことなど何もしていない振ふりをして、罪のない、慎つつましい顔で祖母に会いにいこうと思った。







　侍女に伝言を頼んで女王をサロンに誘さそったリルは、彼女が到とう着ちやくして紅茶の準備が整うなり、「おばあ様と二人きりで話したい」と申し出た。

　蠟ろう燭そくの光に照らされる中庭を見み渡わたせるサロンは、女王の気に入りの場所だ。

　夕食の前に、ここでリルの歌を聴ききながら食前酒を飲んだり、朗読係に詩集を読ませたり、大臣とチェスに興じたりと、その時の気分で愉たのしんでいる。

　リルにとっても使い慣れた部屋なので、二人きりになると緊張が解ほぐれた。

「おばあ様、これは昨日……城下で耳にした話なのですが……」

　夏用の赤いマントのお返しに、ヘーゼルナッツと林りん檎ごのビスケットを女王に贈おくったリルは、場が和なごむなりすぐに本題に入った。

　かつてないほど熱弁を振るい、贄にえの籤くじに当たって辞退したことで迫はく害がいされる者がいることや、本人だけではなく家族にまで累るいを及およぼすことを伝える。迫害の内容が酷ひどいものだということも語り、途中で何度か声が上うわ擦ずってしまうこともあった。

　リルは王子として大切に育てられてきたが、もしも自分が権力者の庇ひ護ご下になかったらどのような目に遭あっていたか、ある程度は想像できていた。

　赤い目を恐おそれられ、忌いみ嫌きらわれて、罵ば声せいを浴びせられたことだろう。

　石を投げられたり家に火を放たれたり、それ以前に親に疎うとまれて結界の外に捨てられ、この歳まで生きていられなかったかもしれない。

「贄に選ばれた人に、辞退する権利を与えていたのはよいことだと思います。でも、辞退したことを公おおやけにされてしまい、迫害されるのでは意味がありません。……ですから僕は、まず贄を志願制にして、贄になりたい人だけで籤を行うべきだと思うのです」

　ビスケットを二口ほど味わったあと、女王は神しん妙みような顔つきでリルの話を聞いていた。

　人前では常に女王然としているが、リルには祖母としての優やさしい顔も見せる人だ。

　今はそのどちらというわけでもなく、一人の人間として心を痛めている。

　驚おどろいたり悲しそうな顔をしたり、扇おうぎで口元を隠かくしつつ瞼まぶたを閉じたりと──迫害された人々の痛みを想像して、苦しげに胸を押さえる瞬しゆん間かんもあった。

「志願制というのは、貴方あなたが考えたの？」

「はい、僕が考えました。志願しなかったことで臆おく病びよう者だと言われたり差別されたりすると、結局は無理に志願することになってしまうので、誰だれが志願したのかは伏ふせましょう。もちろん志願制の場合でも辞退の権利は与えて……当選した途と端たんに怖こわくなって辞退したくなった人には、辞退してもらいましょう。そのことを公にはせず、やりますと言って本当に引き受けてくれる志願者が決まるまで、何度でも籤をやり直せばいいと思います。それで……贄になってくれる人が決まったら国中に知らせ、その人を称たたえましょう。そうすれば、褒ほめられる人は現れても迫害される人はいなくなります」

　リルは自分の考えを最後まで語り、クラウスの顔を思い浮うかべた。

　今ここに彼がいたら、きちんと進言できたことを褒めてくれるだろうか。

　志願制にするというのは確かにリルの思いつきだったが、迫害される民がいることを知り、考えるきっかけを与えてくれたのはクラウスだった。彼が助けてくれなかったら、木こりの兄弟の手で犯おかされて殺されて終わっていただろう。

「ああ……可愛かわいいリル、私は今……絶望と希望の狭はざ間まで揺ゆれています」

「おばあ様……」

「贄に選ばれても辞退する権利は、身分に関係なくすべての者が持つ正当な権利だというのに、民の間でそのような惨むごいことが起きていたとは……ましてやそのことを知らないまま、満月のたびに贄を送りだしていたなんて、私は女王として失格ですね」

「いえ、そのようなことは……おばあ様は生まれながらの王女で、御ご即そく位いも早かったので……城から出る機会がなくて、民の声を聞けなかったのも仕方ありません。小さい頃ころから外に出る自由があった僕が、おばあ様の目や耳の代わりになって働くべきでした。そういう形でお役に立てることに気づかなくて、外に出てものんびり遊んでばかりいたのが恥はずかしいです。民と挨あい拶さつをすることはあったのに、彼らの悩なやみを知ろうとしませんでした」

「リル、素す晴ばらしいわ。貴方は本当に成長したのね。十五歳だった一昨日おとといとは別人のようね。人は一日や二日でこんなにも成長できるのだと知って、私は感動しています。何より、貴方が私の孫だということを誇ほこりに思いますよ」

「……それは、その……やはり、十六歳は大人ですから」

　この二日間に何があったのか、思い返すと恥ずかしくなるリルだったが、ハンカチで目め頭がしらを押さえる祖母の姿は純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　謎なぞめく異人との恋こいの影えい響きようであっても、それが祖母や民の役に立つのなら、罪深い恋の贖しよく罪ざいになり得るだろうか。この進言により贄の選出方法が変わり、迫害される民がいなくなることを心から願わずにはいられない。

　──クラウスに認めてほしいとか褒めてほしいとか、僕を本気で好きになってほしいとか、そういう欲よくがあるのも事実だけれど……そのこととは別に、ヴァルセントが平和な国であってほしい。いつか強い聖者が現れて狼おおかみ王おうを倒たおしてくれるまでは、満月のたびに贄を捧ささげなければならないから……せめて納なつ得とくのいく形で志願者を募つのりたい。

　貴方は本当に素晴らしい、いい子ね──と感かん嘆たんして涙なみだをこらえる女王の前で、リルは背筋を正して時を待つ。

　言いたいことを言い終えた今、リルにできるのは女王の判断を待つことだけだった。

　必ずや改善するという約束をしてもらえたら、どんなに誇らしく幸せだろう。

　クラウスだけではなく、木こりの三兄弟にも報告したいくらいだ。

「迫害の事実関係については直ちに調べさせましょう。家を焼かれ、仕事を失い、困っている者達がいるのなら救いの手を差し伸のべなければなりません」

「おばあ様、ありがとうございます」

「女王として当たり前のことですよ、これまで知らなかったことを情けなく思います。ただ、今後のことに関しては少し時間が必要になることを貴方は理解してくれるかしら」

「……時間が、必要なのですか？」

「ええ、貴方の案は確かに素晴らしいものだけれど、志願者をどのような方法で募るのかを、慎しん重ちように考えなければなりません。国の中心は北側にありますから、南に住む者が徒歩で城下に出てくるのは夏場でも二日掛がかりだと聞いています。それでも来てもらうのか、各地で志願者名めい簿ぼを作成させるのか……悩みどころですよ。貴方の言う通り、志願しなかったことが周囲に知られて臆病者だと蔑さげすまれるようでは意味がありませんからね。志願者なのか否いなか、第三者に知られずに済む制度を考える必要があります。そのためには識者との話し合いを重ねなければなりません。一週間後の満月には間に合いませんが、次の満月には間に合わせるよう努めます。短い夏が終わり、国中を歩き回るのが難しくなる前に、志願制に切り替かえましょう」

「はい……っ、はい、おばあ様……本当にありがとうございます」

　リルは女王の言葉に歓かん喜きして、込み上げる涙を抑おさえ切れなくなる。

　体の中に留とどめられなくなった感情が、次々と涙に変わっていった。

　成長を促うながしてくれたクラウスのことも、十六歳の孫の意見を取り入れてくれる祖母のことも、心から大切に思い、敬愛の念を抱いだいている。

「貴方は見た目こそまだ幼いけれど、こんなに立派な王太子に育ってくれて……私はもちろん娘むすめも喜ぶことでしょう。塔とうに見み舞まいにいった時に、貴方の成長ぶりを伝えておきます」

「え、お母様に……伝えていただけるのですか？」

　思いがけない祖母の言葉に、リルは身を乗りだして目を瞬またたかせる。

　祖母の方からリルの母親について言げん及きゆうすることは、これまでになかったことだ。

　今なら、母親を見舞うことを許してもらえるのではないか──そんな希望を抱いたリルは、思い切って頼たのんでみようかと考える。

　この場で有りっ丈たけの勇気を出せば、長年の夢が叶かなう気がした。

　もしかしたら数時間後には、母親の前に立っているかもしれない。

「あの……おばあ様、僕を……」

「ああ、そうだわ。このビスケットを娘にも分けてあげましょう。あの子も母親ですからね、我が子が自分の足で北の森の果てまで行ったと聞いたら、感じるものもあるでしょう。貴方が心身共に成長していることを知り、その喜びによって夫を亡なくした悲しみから立ち直ることを私は心から願っています。リル……早く会える日が来るといいわね」

　祖母の言葉に、リルは出しかけた勇気を抑え込まれる。

　今の段階では会わせたくても会わせられないと祖母が判断している以上、無理を通すことは我が儘ままに思えた。

「僕はもう大人なので、お母様がどのような状態でも大だい丈じよう夫ぶです」と言って会わせてほしいと要求することもできなくはないが、何を見ても何を言われても絶対に傷つかないと言えるほど心の強さに自信があるわけではない。

　心の病に侵おかされた母親の姿を見て、リルが衝しよう撃げきを受けたり傷ついたりすれば、引き合わせた祖母も同じように傷つき、自らの選せん択たくを悔くやむことだろう。

「お母様の御ご病気がよくなったら、お会いしたいです」

「そうね……貴方が事実上の王太子であることを自覚して、国のため、民たみのために身を捧げる素晴らしい大人に成長したら、娘の病気もよくなることでしょう。頼たよりにしていた夫を亡くし、心細くなったことが病の原因ですから……立派に育った貴方を頼もしいと感じれば、安心して暗くら闇やみの中から出てくるはずです」

「はい、お母様に頼もしい息むす子こだと思っていただけるよう、精いっぱい頑がん張ばります。どうか、お母様に僕のことを伝えてください」

　今すぐに会えないことは残念だったが、リルは祖母の言葉に励はげまされる。

　罪深い恋に堕おちる一方で、王太子として、そしていずれは王として善行を働きさえすれば、神はきっと許してくれる。クラウスの愛も母の愛も、手に入れられると信じたかった。
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　翌日──朝食を摂とったあと、リルは料理長に白いバターを詰つめた壺つぼを二つ用意してもらい、それだけを籠かごに入れて出かけた。

　行き先を訊きかれると、「先代の料理長の屋や敷しきです。昨日はビスケットを作るところを黙だまって見ていただけだったので、今日は作り方を教えていただいて、手作りのビスケットを持ち帰りたいと思います」と答えた。

　口にした言葉は噓うそではなく、本当にそうするつもりでいる。

　リルは昨日、自分の手でビスケットを作れなかったことを悔やんでいた。

　祖母はリルが遠出してビスケットを持ち帰っただけでも喜び、塔で暮らすリルの母親に分け与あたえていたのだから、もしも手作りの品だったらより素す敵てきなことになっていただろう。

　祖母の喜びは弥いや増まし、母親が口にするのはリルが作った物になっていたはずだ。

　手作りの物を持ち帰れば母親に食べてもらえるかもしれないと思うと、自然と胸が躍おどる。

　──誕生日のお休みの間は、できる限りクラウスに会いたい。満月までに僕のことを好きになってもらわないと……それで、お別れせずに済むといいな。どうにかして永住してもらって、たとえば剣けんや弓の先生とか、そういう形で城勤めになってもらえたらいいのに……。

　赤いフード付きのマントを着たリルは、今日も北の森を歩いていく。

　日の高いうちにクラウスと会い、バター壺を一つ渡わたすつもりでいた。

　そのあとは先代の料理長の屋敷に行って、昨日と同じヘーゼルナッツと林りん檎ごのビスケットの作り方を習いたい。もう一つのバター壺は、そのための手て土産みやげだ。

　薄うす曇ぐもりの中、リルは重たい籠を手に森を進む。

　今日は木こり達に会うこともなかったので、ただ黙もく々もくと歩くばかりだった。

　右手に提さげていた籠を左手に持ち替えたり両手で持ったり、指が痛くなるのを避さけるために持ち手を腕うでに引っかけたりと、自分なりに工く夫ふうしながら見張り小屋に向かう。

　馬車道から逸それて森に入り、ストロベリースノーの前で周囲をよく見回した。

　城から誰だれかがついて来ていないかどうか、北の森で働く木こりや北の村の住人達に見られていないかどうか……まずは背後と左右をよく確かく認にんしてから、結界の外に目を凝こらす。

　結界を越こえるのはよくない行こう為いだが、神に背そむく罪というわけではないため、人に見られても「王子の身でありながらなんて危険なことを」と、責められるだけで済む。

　しかし結界の外で猛もう獣じゆうに襲おそわれたら一大事だ。より慎重になる必要がある。

　見張り小屋とストロベリースノーの間に獣けものの姿はなく、リルは仄ほの赤い雪を踏ふんだ。

　聖なる結界を通過したところで、何か感じるというわけではないものの、振ふり返ると足あし跡あとが消えていく。いつも通り、白い残雪にのみ足跡が残っていた。

　──同性と交わって純潔を失い、罪人になったあとに結界を通ったら、僕の身は……神様の怒いかりの炎ほのおで焼けてしまうかもしれない。魔ま力りよくを宿した狡ずる賢かしこく巨きよ大だいな狼と同じように、僕もまた忌いまわしき存在になるのか……それとも神様は僕の恋こいを許してくださるのか、いったいどちらなのだろう。様々な偶ぐう然ぜんが重なってクラウスと出会えたのは天のお導きだと思いたいけれど、もしかしたら僕は試ためされているのかもしれない。恋を捨てて教えを守れるくらい敬けい虔けんな人間かどうか、いずれ王となる資格があるかどうか、それを測るための出会いだったとしたら……。

　ヴァルセント人の生活圏けんを護まもってくれている神の恩おん恵けいを感じると、安あん堵どや感謝と共に、神に対する畏い怖ふも強まる。

　このままクラウスに会ってよいのか、今より関係を深めてよいのか、わからなくて不安で、見張り小屋に向かって歩くのが怖こわかった。

　仄赤い雪が血の色に染め上げられ、急速に拡ひろがりながら追いかけてくる気がする。

　それは白い雪原を覆おおい尽つくし、リルの体をマントごと吞のみ込むだろう。

　神の怒りの炎で生きたまま焼かれるのは嫌いやで、身が竦すくむほど恐おそろしくて……でも、それでも足はクラウスがいる見張り小屋に向かう。

　雪でも降りそうな薄曇りの下で、リルは階段を駆かけ上がった。

　扉とびらを叩たたき、クラウスの名前を呼ぶ。「神様なんて怖くない」と言えるほど不ふ遜そんにはなれず、「どんな罰ばつも恐れない」とも言えないけれど、今はただ、彼に会いたかった。

「リルアドリー王子」

　扉は開かれ、求めた姿が視界を占しめる。

　冴さえたる白銀の髪かみと、健康的で瑞みず々みずしい青銅ブロンズ色の肌はだ、淡あわい藍アクア玉マリンの虹こう彩さいと濃こい蒼サフ玉アイアの瞳どう孔こうから成る碧へき眼がん、低くとも聞き取りやすい声──クラウス・グラントという一人の青年の存在を目と耳で感じながらも、リルにはそれだけでは足りなかった。

　クラウスに認められたい。彼に好かれて、求められたい。

　触ふれられて、触れ返して、満月の夜までに理性を砕くだきたい。

「クラウス……クラウス、僕は昨日……おばあ様に……っ、民の窮きゆう状じようを伝え、進言しました。実態を調査したあと、改革を進めてくださるそうです。次の満月には間に合いませんが、その次には間に合うよう努めると、おばあ様は仰おつしやいました。これまで民を苦しめていた贄にえの籤くじは、もうすぐ志願制に変わります。望まずに贄になる人は……っ、一人もいなくなるのです」

　報告している間に感かん極きわまってしまったが、リルは最後まで言い切った。

　最初は誇ほこらしい気持ちが大きかったものの、今はそれを上回る喜びを感じている。

　女王である祖母が理解してくれたこと。民と触れ合い、なおかつ女王に進言しやすい立場を生かして、これからどういった形で女王を支えていくべきなのか、己おのれの使命が見えてきたこと。何より、平和のための犠ぎ牲せいになって苦しむ人が最小限になること。聖者が現れ、狼おおかみ王おうの一族を滅ほろぼしてくれるまでは完全とは言えないが、現状での最善に近づけたことが今は嬉うれしい。

「よく、頑張ったな。お前は立派な王子だ」

　厚みのある唇くちびるが開き、欲しかった言葉をくれた。

　赤いフードを被かぶった頭に、ぽんと手を置かれる。

　頭を撫なでられながら見上げた彼は、どこか悲しげな笑えみを湛たたえていた。

　言葉と表情に乖かい離りがあるように思えて、リルは小首を傾かしげて見る角度を変えてみる。

　やはり笑顔に違ちがいなかったが、目の表情に明るさが少しもなかった。

　見つめ続けていると、悲しげとも違うように思えてくる。

　興奮するリルを見て憐あわれんでいるような、自身の迷いに思いを馳はせているような……顔では笑っていても含ふくみのある目の向こうに何が隠かくれているのか、その心の機き微びを読めないことに、リルは自分の拙つたなさを感じた。

「あの……何か、心配事がありますか？」

「ないとは言えないだろう。俺の運命を決定づける満月の夜まで、あと一週間もないんだぞ。狼になるかならないかの選せん択たくは、罪人になるかならないかの選択でもある。お前の王子らしい美点を見てぐらつく自分に、焦あせらずにいられると思うか？」

「ぐらついてくださっているのですか？　本当に？」

「それはもう、ぐらぐらだ。お前は悪い子であり、いい王子でもあるからな」

　クラウスは身み振ぶりを付けて、冗じよう談だんめいた言い方をする。

　リルにはこういった彼の言葉が嬉しかったが、だからといって、先さき程ほどの憂うれいの答えをすべて得たとは思わなかった。

「褒ほめていただけて、とても嬉しいです」

　晴れない部分はあるものの、いずれにせよ褒められているのは確かだ。

　神を裏切って罪を犯おかすことが悲しいのか、苦しいのか……この恋を受け入れる気がないから憐れみを向けてくるのか、考えたところで今はまだわからない。

　──満月まで残り一週間ないけれど……六日間あるとも言える。今の時点でクラウスがどう思っていようと、僕が諦あきらめなければ変わる可能性はある。その証しよう拠こに……一昨日おとといとも昨日とも違う表情の彼がここにいて、僕を複雑な目で見つめているのだもの。迷ったり吹ふっ切れたりを繰くり返して、そして最後には……狼のように僕を求めてくれるかもしれない。

　前向きに考えることにしたリルは、籠かごに手を入れ、二つある壺つぼの一つを取りだした。

　クラウスの何が本当で、何が偽いつわりなのかはわからないけれど、ミルクの香かおる濃のう厚こうなバターに目がないことは知っている。

　幸福を形にしたら、まさにこれだとまで言っていたので、もしも今、迷い悩なやむことに苦痛を感じているなら、美味なバターを食べて少しでも幸せな気分になってほしかった。

「クラウス、今日も作り立てのバターを持ってきました。バターが大好きな貴方あなたのことだから、昨日の分はもう食べてしまったのでしょう？」　>>>♥

「ああ、本当に旨うまくて、またしてもぺろりだ」

　彼は答えながらもリルの赤い瞳ひとみばかりを見つめ、バター壺には目もくれない。

　受け取ることもなく、リルの頭を再び撫でた。

「クラウス、満月まで……あと六日ですね」

「そうだな」

　感情を隠すように素っ気なく答えた彼が、おもむろに顔を近づけてくる。

　接せつ吻ぷんをされるのだとわかると、それだけで体中がときめいた。血が巡めぐり、体温が上がるのはこれほど速いものかと感心するほど、体が瞬しゆん時じに反応している。

「ん、ぅ」

　神秘的な青い瞳に見み惚とれているうちに、唇を塞ふさがれた。

　彼の口は大きく、舌も唇も丸ごと食べられてしまう気さえする。

　──クラウス……もっと僕を好きになって、恋の深みに堕おちてきて……。

　すぐに息も儘ならなくなったが、リルは接吻の味に幸せを見いだす。

　彼が言う幸福の味がしないからこそ、幸せを感じられる。

　バターとは縁えんのない、純然たる接吻だった──。
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　次の満月は血の月になるとクラウスが言っていた通り、学者達も血の月の出現を言い当て、城内では「王太子様が十六歳になられた月だというのに」と嘆なげく声も聞こえていた。

　ヴァルセント王国では王族や貴族に限り、十二歳で結けつ婚こんすることが許されているが、それは白の結婚と呼ばれ、初夜は男女共に十六歳を迎むかえてからと決められている。平民に至っては、どちらも十六歳にならないと結婚することができない。つまりは十六歳から成人と見る向きがあり、先せん達だつてのリルの誕生日は本当に目出度めでたいものだったのだ。

　それだけに、十六歳の誕生日のあとすぐに血の月が現れることを凶きよう兆ちようと捉とらえて、リルの身を案ずる者がいるのも仕方のない話だった。当のリルにとってはクラウスと結ばれるかどうかがかかっている重要な日だが、年とし嵩かさの者達はリルに対して「今日は満月のうえに、完全なる血の月になります。外に出てはいけませんよ」と口を揃そろえて言ってくる。

　──ああ、どうしよう……本来なら勉強もお稽けい古こもない自由な日なのに、朝から部屋に閉じ込められて見張られているみたい。もう日が落ち始めて、満月が見えている。月が赤く染まり始める前に、どうにか脱ぬけだして早く会いにいかないと……。

　リルはクラウスへの恋こい心ごころを募つのらせながら、自室で夕空を見上げていた。

　赤あか紫むらさき色いろの空に薄うつすらと浮うかび上がる月は丸く、今のところは白く見える。

　この月が赤く染まるまでにクラウスを狼にできたら……即すなわち彼が理性を失うほどリルを求め、本能を剝むきだしにしてリルの純潔を奪うばったら、それは二人の永遠の愛の証あかしになる。

　神に逆らい、罪に堕ちてでも愛し合って生きていくということだ。

　満月の日は日にち没ぼつ前から外出を避さけるのが慣ならわしで、城を守る兵は例外として、大半の人々は屋内で過ごすものだった。リルがクラウスに会うためには、まず侍じ女じよ達の目を盗ぬすんで外に出て、城門で兵を説得するしかないのだが──血の月となると、外出の難しさは格段に増す。

　不ふ吉きつな月を見て魔まに毒されてはならないという理由から、女王は血の月のたびに国中の民たみに触れを出し、外に出ることを禁じているのだ。

　リルがどうにかして自室から脱けだせたとしても、今夜は城門を潜くぐることは敵かなわない。

　兵に何を言ったところで、女王の命令が優先されてしまう。

　──よりによってこんな難しい日の夜に会う約束をしてしまうなんて、僕は本当に愚おろかだ。クラウスは異国の人だから、血の月の夜に出かけるのが難しいことを知らないのかもしれない。彼は特に恐おそれていないようだったし……。

　誕生日の日から今日まで、一日も欠かさずにクラウスとの密会を続けたリルは、窓を開けて城じよう壁へきを見下ろしながら脱けだす算段をつける。どうしても今夜、満月が赤く染まり切るまでにクラウスに会って、想おもいを確かめなければならない。

　悠ゆう長ちように迷っている場合ではなかった。

　学者達の話では、その時まであと四時間ほどしかないのだ。

　──今夜、もしも会うことができたら……クラウスは僕を愛してくれる。会うたびに接吻が長くなって、昨日の別れ際ぎわなんて、ぎゅうっと抱だき締しめてくれたもの。バターがなくても僕の肌はだを舐なめたり味わったりしてくれて、時々は笑いかけてくれたもの……。

　たとえ熱量は違っても、クラウスも恋こいに堕ちていると思いたい。

　今夜、約束通り会えば愛してくれると信じている。

　でも本当は不安だった。昨日の別れ際、「明日の夜に、ここで」と言って抱き締めてくれた時のクラウスは、とてもつらそうに見えて……だからどうしても不安が募る。

　その胸の中に神を裏切る決意がすでにあったとしても、リルが約束を守らなければ彼の気は変わってしまうだろう。

　──今日は赤いマントを羽織るのをやめて、黒や茶色の地味な服で出かけよう。タッセルやローブの紐ひもやベルトを繫つなぎ合わせて窓から落として、それを伝って下りていこう。城壁の石の隙すき間まに靴くつの先を入れれば、たぶん大だい丈じよう夫ぶ。落ちそうになっても命いのち綱づなを握にぎり締めていれば下まで落ちたりはしないだろうし、少しずつ進もう。ああ……でも門番になんて言ったらいいだろう。どうしてもそこが一番の難関になってしまう。でも諦めたらいけない。どうにかして城の外に出る方法を考えないと、約束の時間に間に合わなくなる。

　夕焼けの赤みが薄うすれるのを前にして、リルは危険な焦しよう燥そうに駆かられていた。

　自身の貧弱な体では実行不可能な計画だという判断もできなくなり、ワードローブを開いて着き替がえの準備を始める。

　金細工の施ほどこされた白い扉とびらを開けると、そこには赤いマントがずらりと並んでいた。

　もちろん赤以外の衣服も数え切れないほどたくさんあるのだが、圧あつ倒とう的に赤が目立っていて、誰だれの目にも王族のワードローブだとわかる。

　着替えを選ぶつもりでいたリルは、王族の証しである赤に視界を占しめられながら、木こりの兄弟に攫さらわれた時のことを思いだした。

　王族だからこそ恨うらまれ、狙ねらわれて酷ひどい目に遭あったのは、彼らが迫はく害がいされるに至った贄にえの籤くじの制度に問題があったからだ。

　──そう言えば、籤はどうなったのだろう。志願制にするのは早くても次の満月からだから、おそらく今夜が……旧制度に於おける最後の籤になる。

　狼おおかみ王おうへの贄として結界の外に放ほうりだされ、夥おびただしい血を吸われても生き永らえる可能性がある屈くつ強きような青年は、身分に関かかわらず籤箱に名札を入れられると聞いていた。

　贄になりたくない者は、今いま頃ごろは怖こわくて震ふるえていることだろう。

　贄に選ばれたことを伝える使者の早馬が家の前に停とまるのを恐れ、その瞬しゆん間かんが来ないことを神に祈いのっているかもしれない。

　──僕はただ進言しただけで、まだ何も変わっていないのに……少なくとも今日、籤で贄に選ばれて、国のために犠ぎ牲せいになる人がいる。辛かろうじて生きて帰れたとしても、その人は瀕ひん死しの重体になるほど酷い目に遭うんだ。凶兆とされる血の月の夜に贄になるなんて、一層恐ろしく避けたいことだろうに……僕は、命いのち懸がけで国を守ってくれる人に感謝することも忘れて、恋を成じよう就じゆさせることばかり考えていた。王太子と呼ばれることも多く、いずれは王になる身でありながら、なんて身勝手な……。

　城を脱けだすための衣服を選ぶことができなくなったリルは、ワードローブの扉を閉める。

　しかしクラウスに会いたい気持ちは心の底から湧わき上がり、蓋ふたを閉めて押し込められるものでもない。

　今夜、会いにいかなかったばかりにクラウスが旅立ってしまったら……このままもう二度と会えなかったら、自分は一生後こう悔かいするだろう。犠牲になってくれた青年に感謝して、この場でその人の無事を祈り続けるのが王子として正しい行動なのはわかっている。

　それでも、恋に正しさなど関係ない。正しいか間ま違ちがっているかの問題ではなく、クラウスを失えば己おのれの行動すべてを悔くやむことになる。

　──どうしたらいい？　会いにいきたい……でも、でもそれは……王子としても人としても間違っている。行きたいけれど、でも、僕が誤った行動を取ることをクラウスは望むだろうか。僕は、もしかしたら試ためされているのかもしれない。

　クラウス・グラントという青年は、おそらく猟りよう師しではなく、噓うそや隠かくし事が多い人だ。

　矛む盾じゆんも多く、リルに快楽を教え込んで悪い子へと導く一方で、民のことを考えるよう諭さとす。

　リルの体をベッドに押し倒たおし、毎日接せつ吻ぷんを交かわしたり愛あい撫ぶしたりしながらも、リルが先代の料理長の屋や敷しきに行って菓か子し作りを習ってもなおかつ明るいうちに城に戻もどれるよう、早い時間にリルを見張り小屋から送りだす。

　──そんなクラウスが、夜に会おうとするなんて……ましてや今夜の贄のことを蔑ないがしろにするような真似まねを僕にさせるなんて、なんだかおかしい気がする。僕がのこのこと会いにいったら、クラウスは僕に失望するかもしれない。恋心を抑おさえてでも、僕は王子として正しい行動を取り、彼に会うのは明日の朝にした方がいい。成長した僕を、彼はきっと認めてくれる。明日会いにいったら蛻もぬけの殻からになっているなんてことは、絶対にない。そんなことをされたら、僕は正しい選せん択たくをしたことを悔やんでしまうだろうし……そうなることをわかっていて、逃にげだすような酷い人ではない。クラウスは、僕が正しいことをすれば褒ほめてくれる人だ。

　クラウスを……彼の真っ直すぐな心根を信じよう。

　一国の王子として我が欲よくを抑え、正しい選択をすることで彼に認められたい。

　会いにいかないことが成長の証しだ。それこそが彼の望みだ。

　理性的であることによって愛を得て、クラウスの理性を壊こわせるならば、今は耐たえよう。

　罪深くとも汚けがれてはいない愛のために、正しい道を選択すべきだ。

　クラウスが狼になるのは今夜ではなく、明日の朝──その考えを胸に刻んだリルは、自分が今から向かう場所を変える。

　行き先は北の森でも結界の外でもなく、城内にある教会だ。

　そこで司教らと共に祈りたい。不吉な血の月に負けずに、今夜の贄が生きて帰れるように、心から祈りたい。クラウスを信じることで迷いや不安を脱ぬぎ捨て、贄の無事だけを祈れるのは、これ以上ないくらい素す晴ばらしいことだと思えた。

「──ッ」

　心を決めたリルが部屋を出ようとすると、見計らったかのように扉が開く。

　現れたのは廊ろう下かにいた侍じ女じよ達で、全員が扉の横でスカートの裾すそを摘つまみ、リルに向かって深々と頭を下げた。いったい何があったのか、ハンカチを手に啜すすり泣く者もいる。

　たった今開かれたのは、王族や貴族が入退室する際に使われる主扉だった。

　故ゆえに侍女達は壁かべ際ぎわに寄り、あとからやって来る貴人を待つ態勢を取る。

「……どなたかいらしたの？　おばあ様？」

　泣いている者がいるのを不思議に思いながら問うと、真しん紅くのドレスの裾が見えた。

　おばあ様だ──と思ったのと同時に、女王シンディアに続いて大司教が現れ、さらに司教が四人、沈ちん黙もくのままぞろぞろと踏ふみ込んでくる。そのうえ廊下には大勢の兵士が待機していて、やけに物々しい空気と侍女の啜り泣きが混在していた。

「おばあ様？　大司教様まで……どうかなさったのですか？」

　凜りんとした気高い表情の祖母と、ほとんど表情のない大司教の顔を交こう互ごに見たリルは、四人の司教や廊下にいる兵士、そして侍女達など、この場にいるすべての人間に目を向ける。

「リルアドリー殿でん下か、本日は大変栄はえある御お告つげを届けに参りました」

　大司教の言葉に、リルは何が起きているのかわからないまま「はい」と答える。

　そして、彼が皺しわだらけの手で掲かかげた板状の小さな木もく片へんに釘くぎづけになった。

　その手にあったのは、リルのフルネームの焼き印が施された札だ。

「それは……なん、ですか？」

「今夜の贄を決めるための籤の結果でございます。慈じ悲ひ深ぶかき神は、ヴァルセントの国土と民たみを魔まの力から守るための勇者として、殿下をお選びになりました」

「──え？　僕が、なんですって？」

「私の可愛かわいいリル、まさかこんなことが起きるなんて……いくら神の御告げとはいえ、残ざん酷こくな運命に涙なみだせずにはいられません。神は何故なぜ、私のたった一人の孫をお選びになったのでしょう。一人娘むすめも頼たよりにならぬというのに、どうしてこのようなことに……っ、ああ……」

　身を震わせる祖母の言葉は、リルの耳に半分ほどしか入って来なかった。

　司教や侍女達が、「女王陛下、お気を確かに」「陛下、無理をなさらず横になられた方が」と気き遣づかう中で、リルは少しずつ状じよう況きようを理解する。

　──僕が、今夜の贄に選ばれた？　おばあ様の……女王陛下のたった一人の孫で、王太子も同然の王子である……僕が？　次の王になるはずの僕が、贄に？

　嘆なげく女王の許もとに駆け寄った侍女達は、ふらつく彼女を長なが椅い子すまで導いていたが、リル自身も腰こしを抜ぬかして床ゆかに座り込んでしまいそうだった。どうにか耐えたものの、膝ひざはがくがくと震え、顔は引き攣つり、口を動かすことすら儘ままならなくなる。

「僕の名を入れた札を……籤箱に、入れて……いたのですか？」

　何かの間違いとしか思えず、リルは問いながら首を横に振ふる。

　あり得ない、こんなことは絶対にあり得ないと、頭の中で強く否定した。

　身分だけの問題ではなく、そもそもがおかしな話だ。

　贄の籤の対象になるのは、ヴァルセントに住む若い男子全員というわけではないのだから、リルは自分の名札が籤箱に入れられたことに納なつ得とくがいかない。

　名札を入れられるのは、狼王に咬かまれて血を吸われても生き延びられるくらい、屈強な成人男子に限られているはずだ。少女と見み紛まがうばかりに華きや奢しやなリルでは、仮に平民だったとしても確実に対象外になる。

「リル……どうか許してくださいね、すべて私が悪いのです。私の跡あとを継つぐ者だからといって、貴方あなただけを特別に扱あつかっては、これまで犠牲になった者達に示しがつかないと……そう思ってのことでした。貴方が十六歳になったのを機に、名札を作って籤箱に入れたのです」

「おばあ様……」

「犠牲になったのは民が多いけれど……貴公子が選ばれたことも、過去に何度もありました。それ故に、貴方を除外することがよくないことに思えたのです。私が貴族や民の目を気にして、貴方の名札を入れると決めたばかりに、こんなことになってしまって……申し訳なく思います。貴方が提案してくれた志願制に変える前に、まさかこんなことになるなんて……っ」

　人前では常に気き丈じように振る舞まう女王が、声を上うわ擦ずらせる。

　長椅子に腰かけ、今にも倒れ込みそうになりながら顔を手で覆おおっていた。

　孫を持つ一人の女性として、身分を忘れて泣き乱れるのをこらえる様に、リルはこの現実が夢でも噓でもないことを痛感する。

「本当に、許してください。私が浅はかだったのです。この国の王になるに相応ふさわしい者ならば、神が必ず守ってくださると……っ、信じていた私が愚おろかでした……」

「──っ、ぅ」

　女王であり祖母でもある人の言葉が、リルの胸を深く抉えぐる。

　ああ、これは天てん罰ばつなのだと、男でありながら男に恋こいをした罰なのだと──そう思った。

　大切な跡あと取とりである孫の名札を籤くじ箱ばこに入れさせた祖母の行いは、君主として贄にえの籤に於おける公平性を示すためのものであり、リルの素行と、リルが受ける神の愛を信じたからこそ実行に移せたのだ。

「おばあ様……そんなに、悲しまないでください。僕は、大だい丈じよう夫ぶです」

　もしも祖母の期待通りの王子であったなら、今いま頃ごろは別の人間が贄に選ばれていたのだろう。

　神と祖母の信しん頼らいを裏切ったのは自分自身にほかならず、神がお決めになったことに文句など言えるはずもなかった。

「おばあ様の直系は、お母様と僕だけだけれど……王位継けい承しよう権を持つ王族は他ほかにもいますし、僕よりも王に相応しい人がいるのでしょう。神様が僕にお与あたえくださった役目が、王ではなく贄だというのなら、僕は喜んでこの身を捧ささげます」

「リル……っ、ああ……神よ、どうして……あぁ、どうして……」

　リルは長椅子に突つっ伏ぷした女王の横に立ち、ドレスに包まれた背に触ふれる。

　祖母の体温や高こう雅がな百合ゆりの香かおりを感じると、胸も瞼まぶたも焼けるように熱くなった。

　今夜この身は狼おおかみ王おうの牙きばにかかり、血を吸い尽つくされて死ぬだろう。

　愛してくれた祖母の温ぬくもりを永遠に失って、母親に会うことも叶かなわず、恋した人に抱だかれることもないまま人生の幕を閉じることになる。

　しかしすべては自じ業ごう自じ得とく。天罰には、いくつもの理由があるように思えてならなかった。

　同性に恋をして、肉にく欲よくを求めた罪。理性で思い留とどまろうとしていたクラウスを誘ゆう惑わくし、引き摺ずり込もうとした罪。王子でありながら民の苦痛を知ろうともせず、満月の夜の贄を他人ひと事ごとのように感じていた罪──それらに対する罰を、天から与えられたのだ。

「おばあ様は、正しいことをされたのです。どうか、僕が死んでも御ご自分を責めたりしないでください。ヴァルセント王国の王子として、平和の礎いしずえになれるのは光栄なことです」

「リル……」

「ただ、二つだけお願いがあります。僕が死んでも、お母様にだけは本当のことを伝えないでください。僕の手作りのビスケットを美味おいしそうに食べてくださったというお話を伺うかがってから、僕は……自分の存在がお母様にとって、ほんの少しでも希望になっているのではと思うようになりました。ですからどうか、これ以上お母様を悲しませないでください。あと、もう一つは、恐おそれながら……いつの日か、おばあ様が天に召めされる時が来ても、新しい王がお母様のことを見捨てたり、ぞんざいに扱ったりしないように、どうかくれぐれも……お母様のことをお願い致いたします」

　本来なら祖母を看み取とるのも母親を看取るのも自分の役目だと思っていたリルは、罪を犯おかしたことで天罰を受け、親不孝にも早死にする運命に胸を痛める。

　祖母や母の行く末を考えると、涙が止まらなかった。
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　女王としての顔を忘れて泣き崩くずれる祖母と別れ、司教らと共に教会で祈いのりを捧げたリルは、黒い馬車に乗せられて結界の近くまで運ばれた。

　この時までリルは、贄を運ぶための専用の馬車が存在することも、贄になった者が黒い革かわで目め隠かくしをされた挙げ句に、鉄枷かせで手足を拘こう束そくされることも知らなかった。

　鉄製の重い手枷は体の前側にあったが、しかし同じく鉄製の足枷と短い鎖くさりで繫つながっていて、手の位置は否いや応おうなく足側に引っ張られる。仮に両りよう膝ひざを折り曲げて鎖の位置を上げたとしても、目隠しを外せる位置まで手を上げるのは不可能だった。

　名めい誉よや報ほう奨しよう金を目当てに贄に選ばれたがっていた者や、必ず生きて帰ると心に決めた屈くつ強きような青年でも、結界に近づくと死の恐きよう怖ふに襲おそわれ、暴れて馬車から飛び降りようとしたり、兵達に危害を加えたりすることがあるらしい。

　そういったこともなく大人しくしていた者でも、闇やみの中で狼の襲しゆう撃げきを待つうちに怖こわくなって、山中を逃にげ回ったり結界内に戻もどってきてしまったりすることがあり、そのたびに儀ぎ式しきの成立が危あやうくなるのだという。満月の夜に贄を捧げることが狼王と交かわされた約定である以上、何があっても絶対に贄を逃がすわけにはいかないのだ。

「僕は大丈夫です。逃げたりしませんから、拘束するのはやめてください」と、言いたくても言えなかったリルは、身分なき者と同じ方法で贄になることを受け入れた。

　もちろん覚かく悟ごは決めていたが、自分だけは揺ゆらがないと言い切るのは傲ごう慢まんだ。

　その時が来たら、聞き苦しい金切り声で「助けて！」と叫さけんで、悪あしき狼が入れない結界の内側に逃げ込んでしまうかもしれない。

　そんな情けない失態を犯して民たみを危険に晒さらすくらいなら、視界を塞ふさがれ、手も足も痛いほど拘束されている方がましだった。

「殿でん下か、ここはストロベリースノーのすぐ手前です。月は、今のところ赤くなっていません」

「……はい」

「今夜は冷えますから、フードを被かぶった方がいいでしょう。失礼します」

　馬車から降ろされたリルは、目隠しをされたまま赤いフードを被せられる。

　贄とはいえ、あくまでも王族として狼王に捧げられるリルは、普ふ段だん通り禁きん色じきの長いマントに身を包み、中はシルクのブラウスとベスト、短い脚きやく衣いと黒革のブーツという恰かつ好こうだった。

　リルに状じよう況きようを説明したのもフードを被せたのも司教で、声を発してもよいのは彼一人のみと決まっているらしい。

　同行している兵達は馬車から降りるなり絶えず動き、黙もく々もくと作業をしていた。

　馬車の後部から荷物を降ろし、ずっしりと重たい物を雪の上に置いたのがわかる。

　──城から遠くなかった気がするけれど、どこなのだろう。もしも北の森なら、クラウスが気づいてくれたりするのかな……。でも、そんな奇き跡せきが起きたとしても、僕は助けを求めてはいけないんだ。

　リルは人形のように立ち尽くしながら、足元の雪を踏ふみ締しめる。

　行き先について訊きいてはならないと言われていたので、ここがどこなのかわからなかったが、リルが思い描えがくのは北の森の情景だ。

　クラウスに会うために胸をときめかせながら越こえたストロベリースノーが、瞼の裏に蘇よみがえる。

　氷に近くなってきらきらと光る雪原や、わずかな葉をつけた木々、見張り小屋の階段や扉とびら、いつも見送ってくれたクラウスの姿が浮うかんできて、夢と現実の乖かい離りに心が折れそうだった。

　──クラウス……今も北の森の見張り小屋にいるの？　それは、ここから遠いの？

　目隠しの内側に涙なみだを染しみ込ませていたリルは、兵達に肩かたや脚あしを摑つかまれる。

　何かが起きようとしていることを体で感じると、司教に説明を求めたくなった。

　最後に死ぬことはわかっていても、それまでの経過が何もわからず、怖くてたまらない。

　知らないということ、見えないということ、動けないということ──それらすべてが一つになった今の不安と恐怖は、言葉ではとても言い尽くせないものだった。

「殿下、ここでお別れです。奇跡が起きて助かることを、心よりお祈り申し上げます」

「ま、待ってください。これは、なんですか？」

　兵達によって膝ひざ裏を掬すくわれ、そのまま何かに乗せられたと感じたリルは、状況を知りたくて身じろぎする。体の下にあったのは、冷え切った木の板だった。ザッと音がして振しん動どうが下から響ひびき、橇そりに乗せられたのだと気づいた途と端たんに、強制的に寝ねかされる。

「いや、待って……あ、あぁ……！」

　かけ声も何もなかったものの、兵達が息を合わせる音が聞こえた。

　一いち条じようの光すら見えない闇の中で、リルは橇ごと結界の外へと押しだされる。

　雪が多く残っていて、なおかつ傾けい斜しやした場所を選んだのだと、すぐにわかった。

　急きゆう斜しや面めんではなかったが、橇は確実に雪の上を滑すべり落ちていく。おそらくもう、ストロベリースノーを越えただろう。真下から、ガリガリ、ザザザザーッと滑かつ走そう音が響いてきた。

「や、ぁ……うああぁ……ッ！」

　残雪の多くは硬かたく凍こおっていて、耳みみ障ざわりな音がする。

　雪の下にある氷の層まで感じられた。瘤こぶのような物に橇がぶつかると、氷ひよう塊かいが一いつ瞬しゆんで砕くだける音がする。より大きな瘤に当たった際には、橇全体が跳はね上がることもあった。

「く、ぁ……！」

　馬車を停とめた地点からだいぶ離はなれた橇は、それでも止まらずに滑走する。

　リルの体は、橇の上で転がったり跳ねたりを何度も繰くり返した。

　頰ほおの内側を嚙かみ、痛みを感じるなり慌あわてて歯を食い縛しばる。

　──こんな、まるで放ほうり捨てるみたいに贄にえを結界の外に出すなんて……こんなことをいつもやっていたのなら、あまりにも惨むごい！　このせいで死んでしまうかもしれないのに！

　魔まの力が強まる満月の夜に、結界の外に一歩も出たくない司教や兵の気持ちもわからなくはなかったが、これでは贄の身に別の危険が及およんでしまう。

　人として決して許されない、極きわめて乱雑な方法だ。

　下手をすれば、橇の振動で舌を嚙み切ってしまうかもしれない。

　或あるいは橇ごと岩などに打ちつけられ、体中の骨が折れて激痛に悶もだえ苦しむだろう。

　──こんなのは嫌いや……っ、こんなことは絶対に許されない！

　贄を志願制にすればいいというわけではなく、改善すべきことは他ほかにもあったのだと、死に直面して初めて知ったリルは、心残りで胸がいっぱいになる。

　このまま自分が死んでしまったら、誰だれがこの事実を遠えん慮りよなく祖母に伝えるのだろう。

　生き残った贄が勇気を出して抗こう議ぎしない限りは、何も変わらない。

　悪しき習慣は続き、助かる人も助からなくなる。

　──おばあ様の目が届かない場所で行われている……この信じられないような真実を、僕が伝えなければ……っ、平民出身の贄には、抗議なんて容易にできない。僕が伝えるべきなんだ。変えなければならないことはまだあるのに、何もできないまま終わりたくない！

　雪の斜しや面めんを滑すべりながら、リルは拘束された四し肢しに渾こん身しんの力を籠こめる。

　次の瘤が来た時に橇から飛び降りると決めて、その瞬しゆん間かんを待った。

　ドンッと衝しよう撃げきが伝わると同時に、浮き上がった方向に体を流す。

「ぐ、ぅ、う──ッ！」

　小こ柄がらなのが幸いしたのか、リルの体は思い描いた通りに飛んだ。

　次に衝撃を受けた時には、誰にも踏み荒あらされていない雪に埋うまる。

　ごろごろと転がり落ちていくものの、積雪が緩かん衝しようの役目を果たしてくれた。

　手足を枷や鎖で一纏まとめにされていたのも、今は幸いする。四肢が広がらずに体が真っ直すぐな姿勢を保ったおかげで、手足を折らずに済んだのだ。

「う、ぅ……っ」

　軽くなった橇は今もなお音を立て、斜面を滑っていく。

　どこまで行ったら止まるのか、今のリルには見届けることも敵かなわなかった。

　こんな状態になっても、きつく結ばれた黒革の目め隠かくしが外れない。永遠のように闇が続く。

　──怪け我がは、していないみたい。でも動けない。足枷はブーツに食い込んでいるし、手枷は少し遊びがあるけれど抜ぬけるほどではないし……せめて鎖だけでも切れたなら、目隠しを外すことができるのに……。

　リルは雪に埋もれながら身をよじらせ、こめかみに肩を寄せる。

　どうにか目隠しを外そうとしたが、何度やっても上手うまくいかなかった。

　上体を起こすことはできたものの、下を向くとマントのフードが落ちてくる。

　頭のほとんどがすっぽりと覆おおわれてしまい、ますます目隠しを外しにくくなった。

　──体が冷え切っている。怖いからでも絶望しているからでもなく、本当に冷えているのがわかる。夏用の恰好で、こんな場所で手て袋ぶくろもせずに雪に埋もれていたら、凍とう傷しようになるかもしれない。指が凍って、細い氷柱つららみたいに、ぽきりと折れて……。

　指を失うことを恐おそれて涙を浮かべながら、リルは胸むな元もとに両手を寄せる。

　ぴんと引っ張られた鎖くさりや、手て枷かせがキシキシと音を立て、リルの無む駄だな足あ搔がきを嘲あざ笑わらっているかのようだった。

　──どうせ血を吸い尽つくされて死ぬのだから、凍傷を避さけようとしても意味がないって……そう言われているみたい。でも、駄だ目め……諦あきらめたらいけない。僕は生きて帰って、贄の制度を変えなければ。狼おおかみ王おうとの約定を破るわけにはいかないけれど、でも……。

　リルは気が遠くなりそうな闇と寒さに震ふるえながら、狼王の姿を想像する。

　絵本で見てきた彼は、おぞましく獰どう猛もうな黒い狼だった。熊くまより巨きよ大だいな体を持ち、牙きばは百本の鋭するどいナイフを並べたような有り様だ。裂さけそうなほど開いた口から長い舌を伸のばして女子供を締め上げ、そのまま丸まる吞のみすることもできると言われている。

　──待って……狼王が本当に恐ろしい存在だったとしても、彼は魔ま力りよくによって狡ずる賢がしこくなった狼のはず。つまり知ち恵えがあるのだから、人間の言葉で交こう渉しようを持てるかもしれない。

　数百年前、ヴァルセント人の生活圏けんすべてを結界で覆い、ストロベリースノーとして仄ほの赤い印をつけた聖者は、狼王と約定を交かわしたと言い伝えられている。

　魔ま物ものを殲せん滅めつすることはできなくとも、満月の晩に贄を捧ささげることを条件に一定の距きよ離りを置き、見事に国を守ったのだ。

　リルには選ばれし聖者のような特別な力はなく、交渉材料になるものを持ってもいないが、幸いにして、王族であることを示す禁きん色じきのマントを羽織っている。

　──狼王が近づいてきたら、交渉してみよう。僕が王子であることを告げて、必ず贄になることを約束したうえで、一日だけ猶ゆう予よをくださいと頼たのんでみよう。あと、狼王の牙で目隠しを外してもらおう。雪はさほど深くないし勾こう配ばいも緩ゆるやかだったから、手足を拘こう束そくされたままでも多少は動ける。雪のない所に行けば凍傷になることもないし、明日の朝になれば助けが来る。僕が死んでいるに違ちがいないと思って回収しにきた兵達は驚おどろくだろうけれど……僕は無事な姿でおばあ様と再会する。そして、贄の扱あつかいがあまりにも酷ひどいことを伝えて、改善をお願いして、それから明日の夜もう一度ここに来る。今度は橇で放り捨てられるような形ではなく、もっと安全で丁てい寧ねいに送りだされなければならない。それは王子であっても民たみであっても同じことだ。贄は……すべてのヴァルセント人にとって心から敬うべき恩人であって、本当に立派な御お役目なのだから。

　リルは今後の贄の扱いを改善するために、狼王と交渉する覚かく悟ごを決める。

　ただし、相手にしてみればなんの得にもならない話であるため、一日遅おくれる代だい償しようとして何を捧げればよいか、相応ふさわしい贈おくり物を考えて挑いどまなければならなかった。

　可か哀わい相そうだが、牛や羊を付ければ延期を許してくれるだろうか。もしも「一日延ばすなら贄を一人増やせ」などと言われてしまったらどうしたらいいのだろう。そもそもリルのことを気に入らず、「お前のような子供では血が足りない」と怒いかり狂くるうかもしれないのに──。

　──何か……こちらにとっては痛手が少なくて、狼王にとっては魅み力りよくのあるいい物があればいいのに……たとえば、クラウスの大好物の白いバターとか。狼王に知恵があったとしても、あんなに美味おいしい白いバターを作るのは無理だろうし、元が狼ならバターは好きなはず。栄養たっぷりの脂あぶらだもの……クラウスみたいに喜んで、一日だけ猶予をくれるかもしれない。

　今ここに白いバターの壺つぼがあれば、交渉に使えるのに……と、いまさら思っても遅おそかった。

　あの美味しさを知れば、狼王も「このバターをたくさん持ってくるなら、お前を食べるのを一日だけ延ばしてやる」と条件付きで願いを聞き入れてくれるかもしれないのに──。

　リルは暗くら闇やみの中で凍こごえながら、白いバターを求めて涙なみだする。

　何もかも後手になるのは、自分の拙つたなさが原因だ。

　教会で行われる籤くじに立ち会ったり贄の見送りに同行したり、生せい還かんした者の家を訪ねたりと、興味を持って積極的に行動していれば、その時点で改革に向けて動くことができただろう。

　恵めぐまれた立場にありながらも、自ら何も知ろうとしなかった自分は誰よりも罪深い。

　そのうえ同性への恋こいにうつつを抜かし、民の苦しみを蔑ないがしろにした愚おろかな王子が、神の裁きを受けるのは当然だ。

　──クラウス……狼王が現れたら交渉をしてみるけれど……でも、もう手て遅おくれかもしれない。一言も話せないまま、いきなり頭を喰くい千切られてしまうかもしれないし、喉のどを咬かみ千切られ、血を吸い尽くされるかもしれない。何も変えられない自分を好きにはなれないから……貴方あなたに好きになってほしいと願うのは烏滸おこがましいけれど、でも僕は貴方に愛されたかった。貴方に好かれて、理性を失うくらい本気で求められたかった。狼王に殺される前に、貴方に会いたい。貴方を狼に変えて……純潔を奪うばわれたい。

　咽むせび泣くリルを余所よそに、時は静かに流れていく。

　雪と闇しかない世界に存在するのは、恐ろしいほどの静せい寂じやくだった。

　時間の経過が次し第だいにわからなくなり、足の感覚も失われる。狼王と交渉するための台詞せりふと、クラウスに会いたい気持ちが綯ない交まぜになって、頭の中ばかりがうるさかった。

　──もしも今夜、いつものように会えていたら、僕はクラウスを狼に変えられたのかな……僕達の間に、愛は生まれたのかな……。

　巡めぐり巡ってクラウスのことしか考えられなくなったリルは、不意に小さな物音を耳にする。

　一歩ずつ雪を踏ふんで歩く音だった。狼ならばこんな音は立てないだろう。

　獣けもの染じみた息いき遣づかいも聞こえず、二本足の生き物に間ま違ちがいなかった。

「クラウス？　クラウス……そこにいるなら、狼になって僕を食べて」

　彼が来てくれる妄もう想そうに半ば取り憑つかれていたリルは、しくしくと泣きながら乞こう。

　目隠しの向こうに、クラウスがいる現実があればいい。

　すべては夢や妄想に過ぎず、交渉の余地もなく狼王に咬み殺されて散る命かもしれないが、願わくは生きているうちに彼の物になりたかった。

「……誰だれ？　クラウスなの？　それとも、狼王？」

　月が赤く染まる前にクラウスが来てくれて、純潔を奪ってくれたらどんなに幸せか──その願いを捨て切れないリルは、近づいてくる何者かを見上げる。

　上体は起こせても立ち上がることはできないリルの前で、その人は膝ひざを折ったようだった。

　闇の黙しじまに呼吸音が聞こえる。とても微かすかな音だが、呼吸がやや速いのがわかる。

　雪の中を歩いてきたからだろうか。それとも興奮しているのだろうか。

「貴方は誰？　もしも狼王なら、すぐには殺さずに……どうか話を聞いてください」

　相手は人間としか思えなかったが、狼王と呼ばれるほどの魔物には、人間の姿に化ける力もあるかもしれない──咄とつ嗟さにそう考えたリルは、勇気を出して「貴方と交渉したいのです」と、切りだした。

「──あ……」

　相手の出方を待っていると、赤いフードの上から頭に触ふれられる。

　繻しゆ子すと裏地の厚みがあるため正確には言えないが、やはり人間の手のようだった。

　──なんだか、いい匂においがする。これは……っ、でも……どうして？

　何者かに頭を撫なでられながら、リルの鼻はよく知っている匂いを捉とらえる。

　それが香こう水すいなのか白粉おしろいなのか、これまで一度も訊きいたことがなかったけれど、とても優ゆう雅がで優やさしげな香かおりだ。まさか……まさかそんなはずはないのに、このような不ふ吉きつな晩に、身分ある女性が外に出るはずがないのに、リルは敬愛する淑しゆく女じよの姿を思い描えがく。

「……おばあ様？」

　紛まぎれもなく百合ゆりの香りだった。野に咲さく百合の花とは違う、より魅み惑わく的な香りだ。

　正しく表現するならば、限りなく百合の花に近いながらも異なる香り。

　リルが知る限り、女王シンディアだけが放つ香りに間違いない。

「おばあ様ですよね？　そうですよね？　ああ……っ、こんな寒い所まで、御おん自ら足を運んでくださるなんて……恐れ多いことです。僕にはもう、国の平和の礎いしずえとなる覚悟が十分にできていましたのに、怖こわがっていると思って……心配してくださったのですね」

　甚はなはだしい驚きと共に、リルは思わず喜んでしまったことへの罪悪感を覚える。だからこそ、「助けてください」とも「助けにきてくださったのですね」とも言えなかった。

　もしも「助けにきましたよ」と言われても、甘えずに断ると心に決めている。

　女王が孫可愛かわいさに秩ちつ序じよを乱してしまったら、民に示しがつかなくなるからだ。

　君主や王族に対する信しん頼らいが揺ゆらげば、国そのものが揺らぎかねない。

「あら、まあ……見えなくてもわかってしまうものなのね」

　ぶわりと涙するリルは、女王であり祖母でもある人の声に耳を疑う。

　やはり女王シンディアに間違いなかったが、しかし口調がおかしかった。

　場に合わず妙みように愉ゆ快かいげな話し方をしているうえに、どことなく若さを感じる。

「おばあ様？」

「私の匂いでわかってしまったのかしら？」

「は、はい……百合の……とても清らかで、高貴な香りがします」

「リル、貴方は知らないでしょうね。百合は純潔の象しよう徴ちようでもあり、見た目こそ清らかだけれど、その香りは官能的なものなのよ。清く正しい振ふりをして優しげに微笑ほほえみながら、男の精を吸い尽つくすの……」

「──っ、ぁ」

　被かぶっていたフードの中に手を入れられ、黒革かわの目め隠かくしを外される。

　仄赤く染まり始めた月を背負っていたのは、リルの知っている祖母ではなかった。

　解ほどかれた長い黒くろ髪かみの間から大きな山羊やぎの角を生やし、暗赤色の瞳どう孔こうと真しん紅くの虹こう彩さい、血の如ごとく赤い唇くちびるを持つ魔物が視界いっぱいに迫せまってくる。にたりと笑った口からは、尖とがった四本の牙きばが覗のぞいていた。首の下は裸はだかで、乳ち房ぶさを丸出しにしている。

「あ、ぁ……ッ」

　いったい何が起きているのか、自分が何を見ているのか信じられなかった。

　怖おぞ気けを震ふるうあまり、リルは悲鳴もろくに上げられない。息を吸うのも儘ままならず、鉄枷かせや鎖くさりをガチャガチャと鳴らしながら無我夢中で後退するばかりだった。

「失礼ね、そんなに怖がらなくてもいいでしょう？　貴方が甘えて顔を埋うずめてきた胸よ。ほら、こんなに豊満で柔やわらかくて、それに……とてもいい匂いがするでしょう？」

　魔ま女じよと化した女王は、妖よう艶えんな笑えみを浮うかべながらリルのうなじを摑つかむ。

　ひっと喉を鳴らしたのも束つかの間、リルは魔女の爪つめが鋭するどく伸のびていることに気づいた。

　それが首や頭に当たって痛いうえに、女の力とは思えないほどの腕わん力りよくで動きを止められる。

　眼前に迫る乳房からは、今や毒々しく感じられる百合の香りがした。

　噎むせ返るような強いにおいに、リルは吐はき気を覚える。

「な……なんで、どうして……こんなことに……おばあ様を、どうしてしまったの？」

「まあ、面おも白しろいことを訊く子ねえ。べつにどうもしないわ、私は最初から私でしかないのよ。始まりは五百年ばかり前だったかしら……私はね、男の精と血を吸って生き永らえる淫いん魔まなの。生まれながらに魔ま物ものの目を持つ恵まれた血族が、精通を迎むかえるのを待っていたわ。可愛い私のリル、貴方が性に目覚めたあとの血の月に、最高の奇き跡せきが起きるのよ！　その血肉を喰くらって、私は有ゆう翼よく種へと進化する！　このヴァルセント山脈から飛び立ち、自由になるのよ！」

「……っ、待って……お願い、噓うそだと、言って……」

　魔女はリルの目を真っ直すぐに見み据すえながら、品位の欠片かけらもなく哄こう笑しようする。

　魔女が祖母に憑ひよう依いしたか、祖母の顔や声を借りているに過ぎないと信じたいリルの想おもいは、魔女の赤黒い瞳ひとみを見ているうちに萎しおれていった。彼女の目はリルのそれよりも濃こくて暗いが、明らかに通じるものがある。ほとんどの人間が忌いみ嫌きらう、とても禍まが々まがしい色だ。

　幼い頃ころからずっと、祖母はリルの特異な目を褒ほめ称たたえていた。言葉だけではなく眼まな差ざしにもそれがよく表れていて、赤い瞳を誇ほこりに思う祖母の気持ちは本物だった。

　今もそれは変わらない。魔女は、リルの目を素す晴ばらしい宝石でも見るような目で見つめて、「生まれながらに魔物の目を持つ恵めぐまれた血族」と、そう言ったのだ。

「僕は……いったい、何者なのですか？」

「私と同じ淫魔よ。雄おすのくせに雄を惹ひきつける貴方は、最強の淫魔かもしれないわね。何しろ本来の姿にならなくても目だけは赤いままで……吸い込まれそうなほど綺き麗れいな色なんだもの、羨うらやましいわ。我が孫ながら本当に美しい子」

「淫魔……僕が、淫魔？」

「自覚があるはずよ。結界の外で異人の男と逢あい引びきしていたのでしょう？　若く美しい男だと聞いているわ。でも貴方はまだ純潔のままね」

「──やめて、ください……お願い、放し、て……」

「その目に見つめられても堕おちないなんて、随ずい分ぶんと信心深く辛しん抱ぼう強づよい男なのね。私が誘ゆう惑わくして堕だ落らくさせてしまおうかしら。貴方あなたの力を得て進化を遂とげた私に、不可能なことなんて何もないはずだもの」

　うっとりとした表情で語られる魔女の言葉に、リルは氷像の如く凍こおりつく。

　クラウスを誘惑して堕落させるなど、絶対に許せなかった。

　目の前にいる百合の香りの魔女が、自分の敵であることをたちまち理解する。

　気高い女王であり、優しかった祖母はもういない。死んでしまったわけではなく、どこかへ消えたわけでもない。そんな人間は最初から存在しなかったのだ。

「リル……貴方あなたは従順で本当にいい子に育ったわ。これからも私と一いつ緒しよに生きていきましょう。貴方の両親も、私の血となり肉となって生きているのよ」

「──っ、え？」

「仕方がなかったのよ。貴方の父親は私の正体に気づいてしまうし、娘むすめは淫魔の力を持たない役立たず。その代わり素晴らしい逸いつ材ざいを産みだしてくれたから、十分役には立ったけれど」

「そんな……お父様だけではなく、実の娘を……っ、僕の……お母様を！」

「あら、でもあの子は貴方のことが大嫌いだったのよ。その赤い瞳を見るなり狂くるってしまって、貴方に向かって『こんな悪あく魔ま、私の子じゃない！』って叫さけんでいたわ」

「……ぅ」

「ありのままの貴方を愛しているのは私だけなの。私だけが、貴方の価値を認めているのよ」

　魔女はリルの目め尻じりに指を当てると、無理やり目を開かせる。

　尖った爪が肌はだに食い込んで、ぷつりと刺ささった。

　血が流れるのを感じる。顔が痛かったが、ずたずたに引き裂さかれて踏ふみ躙にじられた愛と信頼の屍しかばねとは、比べようもなかった。

　記き憶おくにある祖母の姿が、瞬またたく間に罅ひび割われて消える。

　刻一刻と赤く染まりゆく月が、ゆらりと滲にじんで闇やみに溶とけた。

「お母様……っ、あ、ぁ……お母様……」

　いつも見上げていた東の塔とうに、いつか会えると信じていた母親がいなかったことを知るなり、涙なみだが次から次へと溢あふれてくる。

　拭ぬぐおうにも鎖で繫つながれた手は動かせず、嗚お咽えつを止められなかった。

　母親に嫌われていたと言われたところで、その死を嘆なげかずにいることはできない。

　人には誰だれしも、慣れというものがある。同じ時間を共有することで湧わく愛情もある。

　母親と時々でも会って一緒に過ごせていたら、いつの日か目の色に慣れてもらえたかもしれないのに、その可能性を冷れい酷こくな魔女の手で断たち切られていたのだ。「リル、貴方は私の大事な息むす子こよ。目の色なんて関係ないわ。大好きよ」と、そう言ってもらえる未来が拓ひらけたかもしれないのに……死んでしまったのでは夢を見ることも敵かなわない。

　──泣くのはもう、終わりにしないと……泣いていないで……しっかり、しないと……僕の好きな人が……っ、クラウスが餌え食じきにされてしまう。

　声を上げて泣きながらも、リルは密ひそやかに心を落ち着ける。

　頭の中では、状じよう況きようの整理を進めていた。

　自分の娘を、どうして──そんなふうに問い詰つめてみたかったけれど、意味のないことだとわかっている。山羊のような二本の角を頭から生やし、血ち色いろの眼まなこを光らせ、鋭い牙や爪を持ち、恥はじらいの欠片もなく裸で雪の上に立っている魔女に、人間の常識や愛情を求めてどうなるというのだろう。

「可愛かわいいリル、ああ……もう待ち切れないわ。月が血の色に染まるのはまだなのかしら。早くその時が来ればいいのに。雄でありながら雄を籠ろう絡らくできる、有能な淫魔として覚かく醒せいした貴方を喰らって、私は若返り、進化する。どこまでも飛べる暗黒の翼つばさが生えたら、国中のありとあらゆる財宝を手にして、この山脈から出ていくわ」

「……もし、もしも……翼が、生えなかったら、どうするのですか？」

　憎にくしみを抑おさえて問いかけたリルは、鎖を解とこうとしてもがき続けていた。

　魔女は息がかかるほど近くにいるため、鎖が切れたら鉄の手て枷かせを額に打ちつけて、どうにか気絶させられないかと考える。そんな暴力的なことを思いつくのが不思議だったが、今できることはそれくらいしかないと思えた。

「そうねえ、生あい憎にくと上手うまくいかなかった場合は、娘に成りすまして次の女王として君臨するわ。そのために王位継けい承しよう順位第一の王女が生きていることにしてあるのだもの。女王シンディアは孫を贄にえにすることに耐たえかねて助けにいき、狼おおかみ王おうの餌食になって孫と共に死んでしまうという筋書きよ。貴方を食べて若返ったらシンディアには見えなくなってしまうから、そうするしかないのよね。実母と息子を亡なくしたことを知った第一王女は、衝しよう撃げきによって我に返り、女王の座に就つく。そして新たな夫を迎えて子を産むのよ。面めん倒どうだけれど、強い血族を食べれば食べるほど私は強くなるのだから、いつか必ず自由になれるわ！」

「う、あぁ！」

　月はまだ赤く染まり切っていなかったが、魔女は味見とばかりにリルの顔の傷を舐なめる。

　赤い唇くちびるが耳の付け根に当たり、ぬっと現れた長い舌が頰ほおの上を這はい回った。

　舌は生温かく、魔女からは百合ゆりのにおいがして気持ちが悪い。

「いや、ぁ……やめて……ッ！」

　嫌けん悪おのあまり叫んだ次の瞬しゆん間かん、リルはブーツの底を宙に浮かせる。

　足あし枷かせと手枷を繫ぐ鎖を切れない代わりに、限界まで足を上げて鎖を撓たわませた。

　そうして何もない方向に鎖を振ふると、勢いをつけて魔女の首筋に叩たたきつける。

「ぐ、うぅ！」

　考えていた反はん撃げきとは違ちがうものになったが、リルは魔女の首を絞しめるつもりで力を籠こめた。

　非力な自分が何をやったところで、五百年も生きている魔女を退治できるわけがなく、どの程度の痛手を負わせられるかもわからない。

　けれども大人しく餌えさになり、魔女が進化するための養分になるわけにはいかなかった。

　精いっぱい抵てい抗こうして一いつ矢し報むくいなければ、自分で自分が許せない。

「う、ぅ、お前……っ、よくも！」

「おばあ様はもうどこにもいない！　僕は……僕は貴女あなたを許さない！」

　リルは鎖くさりを使って魔ま女じよの首を横から圧あつ迫ぱくし、ギシギシと絞めつける。

　民たみの苦しみを知りたくても知ることができない孤こ高こうの女王を演じて、狼王などという架か空くうのモンスターをでっち上げ、自身が贄を甚いた振ぶっていたこと。己おのれにとって都合がよいというだけでリルの赤い瞳を褒め称え、偽いつわりの愛を注いだこと。そして父と母を殺し、クラウスにまで手を出そうとしていること──。

「絶対に許さない！」

　叫ぶや否いなや、リルは腹部に強きよう烈れつな痛みを感じる。

　暴れる魔女に蹴け飛とばされ、雪山の勾こう配ばいを無情に転がるばかりになった。

　厚めの雪の層に全身が埋うまり込み、それによって体が止まるものの、空がどちらにあるのかわからなくなる。鎖で繫がれた体を無理やり捻ひねり、ようやく息をついた時には月の大半が赤く染まっていた。

「リル……お遊びはこれまでよ。さあ早く覚醒してちょうだい。貴方は可愛げなく暴れたから、体中の骨をへし折ってゆっくり時間をかけて食べてあげる。まずはその可愛い顔を、歯なしのミンチにしてあげるわ！　お願い早く殺してえぇって泣き縋すがる愚ぐ鈍どんな王子の悲鳴は、さぞかし耳に心ここ地ち好よいでしょうねえ！」

「う、ぅ……ぁ……ッ」

　魔女は乳ち房ぶさを天に向けて叫ぶと、獣けもののような脚きやく力りよくで跳とんでくる。

　ほんの短い間でも、反撃できたのは奇き跡せきだったのだと思い知らされた。

　人間とは比ひ較かくにならない力を持つ魔女が、げらげらと愉ゆ快かいげに声を上げて笑いながら、拳こぶしを振り上げる。狙ねらいは明らかに、リルの顔だった。

　拳がとても大きく見えて、酷ひどく恐おそろしい。

　わずか一いつ瞬しゆんの間に、リルは様々なことを反はん芻すうし、考えた。

　魔女の言葉が真実なら、リルが淫いん魔まとして覚醒するのは満月が赤く染まった時だ。

　魔女は覚醒したリルを食べて力を得ようとしている。逆に考えれば、月が赤く染まるまでにリルが死んでしまえば、魔女は得たい力を得られなくなるのかもしれない。

　──舌を嚙かみ切って、自ら死んでしまった方がいいの？　顔を何度も殴なぐられて歯が折れて、舌を嚙み切れなくなる前に行動すべきなの？　そうすれば魔女の進化を阻そ止しできる？　僕は、役立たずになることで魔女の希望を断ち、復ふく讐しゆうできるのかもしれない！

　自死を覚かく悟ごしかけたリルは、力の限り歯を食い縛しばる。

　一度だけ殴られたすぐあとに、舌を嚙み切ると心に決めた。

「やめろ！」

　拳が当たる既すんでのところで、クラウスの声に耳を劈つんざかれる。

　その瞬間、リルは咄とつ嗟さに体を横に流した。

　現実に聞こえた声なのか幻げん聴ちようなのか、判別する余よ裕ゆうはなかったが、斜しや面めんに身を預けることで魔女から逃にげる。自死を覚悟していたにもかかわらず、生存本能が生きるための機会に縋り、頭で考えるよりも先に体が動いていた。

　──クラウスの声がした……っ、助けにきてくれたの？　でも、いくらクラウスが強くても魔女が相手じゃ……返り討うちに遭あって殺されてしまう！

　雪の斜面を滑すべり落ちて逃げたリルは、またしても天地がわからなくなる。

　もがいてもがいてどうにか顔を出すと、驚きよう異い的な存在感を放つ獣の後ろ姿が見えた。

　その獣は熊くまよりも遥はるかに大きく、斜面から突つきだす岩に四つ足で立っている。すらりとしたシルエットを持つ獣の体は、大部分が青銅ブロンズ色の毛皮で覆おおわれ、尾おは太く膨ふくらんでいた。

「……狼……っ、貴方あなたが……狼王？」

　それは架空の存在で、魔女が悪事を隠かくすために作った悪役なのだから、目の前にいる狼とは違うかもしれない──そう思いつつも問いかけたリルに向かって、巨きよ大だいな狼が振り返る。　>>>♥

「あ……っ」

　想像していたよりも美しい顔を目にしたリルは、狼の青い瞳ひとみに釘くぎづけになった。

　淡あわい藍アクア玉マリンの虹こう彩さいと、濃こい蒼サフ玉アイアの瞳どう孔こうから成る碧へき眼がんの狼は、背中側こそ青銅ブロンズ色をしていたが、顔周りや腹部は銀毛で覆われている。引き締しまったスマートな体でありながらも、狼にしては肉付きがよく、何よりも尋じん常じようならざる大きさだった。

「俺は狼ではあるが、お前達が狼王と呼んでいる存在ではない」

「──っ、狼が……喋しやべった？　貴方が、喋っているの？」

　岩の上からリルを見下ろす狼は、確かに人語を話していた。声が少し籠こもって聞こえたが、クラウスの声に酷こく似じしていて、リルはわけもわからず狼を見つめ続ける。

　一方、岩の上に立つ彼はリルに尾を向け、山頂寄りにいる魔女を見み据すえていた。

「狼王は架空の存在で、正体は五百年以上も生き続ける淫魔。現在の名はシンディアという」

「は、はい……それは、わかりました。では……では、貴方は？」

「魔まを封ふうじ込める聖なる山……ヴァルセント山脈を守護する聖獣だ」

　クラウスと同じ瞳と声を持つ狼は、答えるなり四つ足で岩を蹴ける。

　魔女に向かって走る様は、低空飛行する大鳥のようだった。

　魔女が欲しがる翼が、その背に見える気さえする。

　──クラウス？　クラウスなの？　月が赤く染まり切る前に、本当に狼になったの？

　ここは山の北側なのか、夏にもかかわらず雪面が広がっていた。

　巨大な狼が駆かけ抜ぬけると、その後ろに激しい雪ゆき煙けむりが立つ。

　魔女は長い髪かみを振り乱し、狼に向かって走りだした。

「四つ足の獣風ふ情ぜいがっ、この私の邪じや魔まをするんじゃないよ！」

「お前はこの山に封じられた存在だ、進化は諦あきらめろ！」

「黙だまれ！　私が自分の血族を喰らって何が悪い！」

　ぶつかる寸前に、魔女と狼おおかみは怒いかりを籠めて叫さけび合う。

　リルはこの時になって初めて、魔女の体に尾があることに気づいた。

　尾び骶てい骨こつの辺りから生えていると思われる蜥蜴とかげの尻尾しつぽに似た黒い尾が、見る見るうちに増ぞう幅ふくし、長く伸のびる。それは魔女の体よりも前へ前へと突きだして、さながら彼女が太く長い槍やりを手に狼に襲おそいかかっているかのようだった。

「クラウスッ！」

　ドオオオォンと雷かみなりが落ちるような音がして、雪煙が猛もう然ぜんと立ち上る。

　けたたましい魔女の奇き声せいと、狼の唸うなり声が重なり合った。

　狼の巨大な口は魔女の左ひだり腕うでを吞のみ込み、上下の牙きばは肩かたに喰らいついている。

　けれども狼が優勢だとは言い切れず、むしろ劣れつ勢せいのようにも見えた。狼が魔女の首ではなく肩を咬かんだのは、咬みつく寸前に魔女の尾によって体を締め上げられたからだ。

　敏びん捷しような動きを見せる尾は狼の体に幾いく重えにも巻きつき、行動を抑よく制せいしたうえで、鋭するどく尖とがらせた尖せん端たんを背中に向けていた。まさしく槍の如ごとく尖らせると、狼の体を一気に貫つらぬく。

「グ、ゥ……ウゥゥ……ッ！」

「ぎあああぁぁ──ッ！」

「あぁ、クラウス！」

　魔女の肩を咬んでいた狼と、狼の背を尾で刺さした魔女は、互たがいの体を蹴り合って離はなれた。

　魔女の腕うでは狼によって喰くい千切られ、その断面からは間欠泉のように血が噴ふき上がる。

　狼の背中も、一点を刺されただけでは済まなかった。

　尾を突き立てられたまま腰こしに向かってざっくりと肉を裂さかれ、まるで魚の背せ鰭びれが生えたかのように広こう範はん囲いから血が噴きだす。

「いや、あ……っ、クラウス……クラウスッ！」

　傾けい斜しやした雪原を撫なでる風が、両者の血に染まっていた。

　夜空の月もまた、赤黒く蝕むしばまれていく。

　青銅ブロンズと白銀の毛を持つ碧眼の狼は、人語を話し、「ヴァルセント山脈を守護する聖獣だ」と名乗っただけで、クラウス・グラントだと認めたわけではない。

　それでもリルの中で、彼はクラウスになっていた。人間が狼の姿になれるものなのかどうか、そんなことはわからないが、この狼は彼だ。理り屈くつではなく、そう感じる。

　──聖獣……神の使い。おばあ様のことを……この山に封じられた存在とか、言っていた。進化は諦めろとも言っていた。もしかして、見張っていたの？　一国の女王の座に就つく魔女が、有益な餌えさである血族を……孫の僕を食べて進化して翼つばさを持ち、この山から飛び立ったりしないようにするために？

　痛みに耐たえながらぶつかり合う魔女と狼の戦いは、さらに続いていた。

　戦せん慄りつするリルは、目を逸そらさずにクラウスの勝利を祈いのる。

　何もできないことを、これほどまでもどかしく思ったことはかつてなかった。

　彼は今、なんのために戦っているのか──それを考えると、加勢できないことがつらい。

　クラウスの立場が神の使いであり、この山に封じられた魔ま女じよの進化を阻止して、逃がさないことが目的なのだとしたら……彼に守られるのは、この地上に生きる多くの人々だ。

　そのような大義を胸に、恋こいしい人が命いのち懸がけで戦っているのに、手て枷かせや足あし枷かせをガチャガチャと鳴らしながら、「クラウス！」と叫ぶばかりの自分が情けなかった。

　──どうしたら……っ、いったい何をしたらクラウスの役に立てるの？　僕が魔女の進化に必要な餌なら、今すぐ死ねばいい？　そうすればクラウスは戦わなくてよくなるの？　本当に、それで確実に助かるなら、僕は死んだって構わない……！

　魔女は片かた腕うでを失ったことで動きが鈍にぶっていたが、狼の形勢がよいとは言えなかった。

　ほとんど距きよ離りを詰つめずに狼の体を貫ける魔女の尾は、非常に厄やつ介かいな代しろ物ものだ。

「やめて……おばあ様！　もうやめて！　クラウスが死んでしまう！」

　叫んだリルの視線の先で、狼は魔女の尾で首を絞しめられていた。

　そのまま巨きよ体たいを持ち上げられ、首くび吊つり状態にされた挙げ句に岩に叩たたきつけられる。

「ぐは、あ、ぁ……ッ！」

「いやあぁぁ──ッ！」

　いくつもの骨が砕くだけ、肉が潰つぶれる音がした。

　雪を被かぶっていない岩の一部が、塗と装そうしたように赤くなる。

　血の月の影えい響きようなのか、魔女の尾はますます増長していた。力も明らかに増している。

　本体は中年女性の体であるにもかかわらず、自らの十数倍の重さはあろうかという巨きよ大だい狼を仔こ兎うさぎのように振ふり回し、さらにもう一度岩に叩きつけた。

「やめて──ッ！」

　このままではクラウスが死んでしまう……いまさら自分が舌を嚙かみ切って死んだところで、魔女はクラウスに止とどめを刺すに違ちがいない。進化を阻そ止しすることはできるとしても、魔女は強い血族の誕生を待ちながら、これからもヴァルセントの民たみを脅おびやかすだろう。何より、クラウスを殺すことは絶対に許せない──瞬しゆん時じに頭を過よぎる未来を憂うれい、同時に苛か烈れつな怒りに燃えたリルは、頭と腰に覚えのない熱を感じる。それらは局所的なもので、左右の耳の上と尾骶骨の辺りに、焼き鏝ごてでも押しつけられているかのようだった。

「う、あああぁ！」

　赤いマントとフードを波打たせ、リルは熱に任せて身を仰のけ反らせる。

　天を仰あおぐなり、手枷と足枷を繫つないでいた鎖くさりを引き千切った。

　限界まで剝むいた赤い眼まなこに、暗赤色に染まる月が映る。

「血の月よ！　遂ついに覚かく醒せいの時が来たわ！」

　魔女が嬉き々きとして叫んだ。その通りなのだと、体が自然に理解している。

　鏡を見なくても、自分がどうなっているのかわかる気がした。

　全身に力が漲みなぎっていき、今初めてこの世に生まれたような解放感を得られる。

　これまで特に抑よく圧あつされていると感じてはいなかったのに、自由になった感覚を得てやたらと気持ちが昂たかぶった。何より凄すさまじいのは解放感を凌しのぐ万ばん能のう感で、自分の力を無条件に信じられる快感に酔よいそうになる。

「クラウス！」

　頭の左右からは二本の大きな山羊やぎの角を、腰からは蜥蜴の尻尾に似た尾おを生やしたリルは、声を限りに叫んだ。

　突とつ然ぜん生えた尾の出し方を考える余よ裕ゆうはなく、尾は脚きやく衣いを破って突つき抜けることもなければ、ウエストの部分から出ることもなかった。思いがけず腿ももの方へと流れて短い脚衣の裾すそから顔を出したうえに、脚衣の後ろ身み頃ごろと下着を纏まとめて捲めくり上げ、片尻しりを露あらわにする。

　それでもいざ使おうとすると、信じ難がたいほど思い通りに動かすことができた。

　もう、何もできない自分ではないのだ。ただ叫んで泣き喚わめいて祈ることしかできない無力な子供ではなく、クラウスの役に立てる存在になれたことが嬉うれしくてたまらない。

　尾をどのように使うべきかは、魔女のおかげでわかっていた。

　あとは速すみやかに、迷うことなく実行に移すだけだ。

「クラウスを放して……っ！」

　尾を伸しん長ちようさせることは、頰ほおを膨ふくらませるよりも簡単だった。

　利きき手以上に器用な第三の手として動く尾を、リルは魔女の首に向ける。

　鞭むちのようにしなやかに伸びた尾に対たい抗こうすべく、魔女はクラウスを解放し、自らの尾をリルの尾に絡からめた。いきなり強い圧が返ってきて、予想を超こえる力に吹ふき飛ばされそうになる。

　足枷の制約を受けるリルは力めず、それに気づくなり渾こん身しんの力を足に籠こめた。

　バキンッと硬こう質しつな音が立ち、足枷が割れる。金属がブーツに纏わりついていたが、無理やり揃そろえられていた両足が開けるようになっただけで十分だった。

　雪を両足でしっかりと踏ふみ締しめたリルは、身の内から溢あふれる力を尾に注ぎ込み、より強きよう靭じんで長い尾へと成長させる。この力比べに負ければ、魔女の尾が再びクラウスを捕とらえ、狼の彼を岩に叩きつけたり首を吊つるしたりすることになるのだ。

「う、ううぅぅ──ッ！」

「そんなに無理をして力んで、馬ば鹿かな子ねえ！　私は半分の力も出してないのよ！　さっさと諦あきらめて、似合わないことはおやめなさい。血族を喰らって魔ま力りよくを蓄ちく積せきしてきた私に、覚醒したばかりの貴方あなたが勝てるわけないでしょう！」

　絶望を突きつけるような笑い声が、リルの力を奪うばいかける。

　魔女の言葉は噓うそではなく、どう頑がん張ばっても力負けしているのを痛感した。

　それでも引くわけにいかなかったリルは、延々と伸のびていく魔女の尾の尖せん端たんを追い続ける。

　それが向かおうとしているのは、岩の上に倒たおれている狼おおかみだ。

　尾と尾を執しつ拗ように絡めて進行方向を変えさせなければ、彼を守ることができない。

「いい加減にしなさい！　しつこいわよ！」

「う、ぐ、ぅ、う……ッ、クラウスを、殺さないで……！」

「ああ、そうなのね、ようやくわかったわ！　貴方が懸け想そうしていた異人の美しい男は、聖せい獣じゆうの化け身しんだったのね！　あははは……っ、我が孫ながら呆あきれるほど馬鹿な子だわ！　魔力を宿した狼王が実在するなら貴方の相手になれたでしょうけれど、聖獣では無理よ。だって……貴方は淫いん魔まだもの、魔ま物ものだもの！　彼らが討とう伐ばつする対象であって、住む世界が違い過ぎるわ！」

　リルと魔女の間には、伸び過ぎて絡まり合った二本の尾が茨いばらの檻おりのように立ち塞ふさがる。

　それでもさらに伸び続ける魔女の尾の尖端を、リルは追えなくなっていった。

　これ以上尾を伸ばすのは能力的に限界なのか、急激な眩暈めまいを覚える。

「ああ、なんて可か哀わい相そうなリル！　赤いフードで目の色を隠かくしたって、人間には気味悪がられ、聖獣には疎うとまれる憐あわれな子！　貴方の本当の価値を知っているのは私だけよ！　貴方を心から求め、愛するのは私だけ！　さあ、私の血肉となって一いつ緒しよに生きましょう。私に力を……っ、この背中に暗黒の翼を生やして！」

　魔女が高らかに叫さけんだ刹せつ那な、リルは気を失いかける。

　正気を保つのも長い尾を保つのも難しくなり、くらりと前のめりに倒れた。

　尾を縮めれば魔女の尾が自由に動き回り、クラウスの身が危険になるとわかっているのに、気力ではどうにもならない。彼が再び岩に叩きつけられる様を想像して、絶対に避さけたいと、守りたいと思っているのに、尾がシュルシュルと縮み始めていた。魔力を高めるとされている満月を仰ごうにも、顔を上向けることさえ儘ままならない。

「勝手に決めるな──リルを愛する者は、他ほかにもいる」

　頽くずおれそうなリルの耳に、クラウスの声が届いた。

　いつもはリルアドリーと呼ぶ彼が、リルと呼んでいる。

　どうにか顔を上げると、血の月の下を青い閃せん光こうが駆かけ抜ぬけた。

「ぐ、ぁ……ッ！」

　勝ち誇ほこる魔女の頭が、裂さけんばかりに大きく開いた狼の口に挟はさまれる。

　二人の淫魔の尾が編み込まれた忌いまわしき檻を越こえて、狼が跳とんだのだ。

　ばくりと、絵本に描かかれていた恐おそろしい狼王のように、彼は魔ま女じよを喰らう。

　勝負の終わりは一いつ瞬しゆんだった。

　血ち塗まみれの狼の体が雪の上に着地した時、魔女には頭がなかった。

　すでに腕うでも一本失っていた裸はだかの女の体は、首を求めてふらふらと彷徨さまよう。

　切断面からは血柱が立ち上り、尾からは力が抜けて、急速に短くなっていった。

「クラウス！」

　リルもまた、限界まで保っていた尾から力を抜いて縮める。

　それにより眩暈が軽減して、狼に向かって足を進めることができた。

　しかし狼はリルを見るなり、「来るな」と言っているかのように首を横に振って唸うなる。

「……ッ、クラウス？」

　拒こばまれているのかと不安になったが、そうではなかった。

　狼はリルに背を向けると、離はなれた所に行って魔女の頭部と片かた腕うでを吐はきだす。

　そうして太い前まえ脚あしで雪を搔かき、夏でも溶とけない氷の層を割って、土にまで穴を開けた。

　祖母であった人の頭部と腕が埋うめられるのを、リルは瞼まぶたを閉じずに黙だまって見つめる。

　クラウスに出会うまで、リルの赤い瞳ひとみを恐れずに、真っ直すぐに目を合わせてくれる人は祖母だけだった。彼女は淫魔と呼ばれる種の魔女で、退治されて然しかるべき存在だったという認にん識しきはあり、どれだけの噓が積み重ねられていたのかもわかっている。

　それでも、今見ている光景と優やさしかった祖母を重ね合わせることはできなかった。

　狼が埋めているのは祖母に似た魔女に過ぎず、城に帰れば、「私の可愛かわいいリル、無事な姿で帰ってきてくれたのね！」と、泣きながら抱だき締めてくれる祖母がいる気がした。

　髪かみをきちんと結ゆい上げ、真しん紅くのドレスを美しく着こなし、だらしないところなど一いつ切さいなく、高貴な百合ゆりの香かおりを漂ただよわせる孤こ高こうの女王──それでいてヘーゼルナッツと林りん檎ごのビスケットをこよなく愛し、リルが手作りした物を口にするなり「格別に美味おいしいわ、ありがとう。娘むすめにも分けてあげましょう」と言って微笑ほほえんだ顔が忘れられない。

　しかし祖母が言う「娘」は、疾とうの昔に食べられてしまっていた。

　同情の余地はないのに、祖母の温ぬくもりや香りが肌はだに纏わりついて離れない。

　狼が穴に土を盛り終え踏み固めると、涙なみだが溢れて止まらなくなった。

　誰だれのために、なんのために泣いているのかわからなくなる。

「クラウス……」

　来るな──と言われたと感じていたにもかかわらず、リルは長く赤いマントの裾を引き摺ずりながら、一歩ずつ雪を踏み締めて狼に近づいた。

　リルが迫せまるのを察した狼は、血に塗まみれた体をブルブルブルッと震ふるわせる。青銅ブロンズや白銀の毛に付着していた自身の血を、飛ばせるだけ飛ばしていた。

「クラウス……う、ぁ……」

　お怪け我がは大だい丈じよう夫ぶですかと、訊きこうとしても言葉が詰つまって出て来ない。

　リルは彼に触ふれたくて、手て枷かせで纏められた手を差しだした。

　近くで見ると本当に大きな顔と体が、音もなく動く。

　鋭するどい牙きばが光る口を寄せられても、怖こわくはなかった。

　彼の青い瞳は、紛まぎれもなくクラウスのものだ。

「あ、っ」

　器用に牙を使った彼は、リルの手枷の留め具を割る。

　鍵かぎを使わなければ外れない頑がん丈じような造りの手枷が、脆もろく壊こわれて手首から滑すべり落ちた。

「クラウス……ありがとう」

　リルは自分の手を見ながら、爪つめが伸びて先が尖とがっていることに気づく。

　頭に山羊やぎの角を生やし、蜥蜴とかげの尻尾しつぽに似た尾おまで生やした異様な自分が、聖獣のクラウスに触れていいとは思えなかった。いけない、駄だ目めだと思うのに……どうしても触れずにはいられなくて、両手を広げ、首に縋すがりついてしまう。

「リルアドリー」

　いつものように名前を呼ばれると、彼なのだと実感できた。

　リルと呼ばれるのも嬉うれしいけれど、今はいつもの呼び方が胸に響ひびく。

　青銅ブロンズと白銀の毛に覆おおわれた、美しい碧へき眼がんの狼──彼はまさしく、クラウスだ。

「クラウス、ごめんなさい……クラウス……」

　言いたいことも訊きたいこともたくさんあるのに、混乱していて言葉にならなかった。

　ぎゅっと抱きついて、「ごめんなさい」と「ありがとう」を繰くり返す。

　自分の祖母が彼を傷つけたことも、悪い魔女であった祖母を倒してくれたことも、どれだけ謝っても礼を言っても足りなかった。同じ言葉と彼の名ばかりが、何度も何度も零こぼれだす。

「謝らなくていい、お前が悪いわけじゃない」

「……でも、あれは、僕の祖母です」

「礼も言わなくていい。むしろこっちが言いたいくらいだ。俺一人でどうこうできる相手じゃなかった。感謝している」

「クラウス……ッ」

　彼の顔を見たくて少しだけ身を引くと、顔をぺろりと舐なめられる。

　狼の舌は犬と同じく伸しん縮しゆくの度合いが激しいため、リルの顔に触れる舌先は、大きな顔や口に対して極きわめて小さく縮められていた。傷つけないよう、丁てい寧ねいに扱あつかわれているのがわかる。

　さらにクラウスは鼻先を下げ、頭ず突つきでもするように頭を擦こすりつけてきた。

　リルが再び縋りつくと、彼は片方の前脚をリルの背中に押し当てる。

　顔を舐められ、頭を擦りつけられ、抱ほう擁ように近い行こう為いをされたことで、リルはようやく、彼に触れてもいいのだと確信できた。勝手に縋っているのではなく、受け入れてもらえたのだ。

「クラウス、僕は貴方あなたの……敵、だったのですか？」

　訊たずねながらも、答えを聞くのが怖かった。

　彼が神の使いであるならば、魔物は敵に決まっている。

　すべて悪い夢だと思いたかったけれど、そう思い込むには体が変わり過ぎていた。人間にはあるはずのない角や尾が、「お前は悪あしき魔物だ」と訴うつたえてくる。

「敵というより、摘つみ取るべき標的だった」

「──え？」

　クラウスは明めい瞭りような発音で答えると、まだ血がついていた口の周りに舌を這はわせる。

　汚よごれを舐め取るために動く舌は、リルの顔を舐めた時の舌とは別物のようだった。

　極めて大きく大だい胆たんに動き、人間一人を悠ゆう々ゆうと喉のどに運び込めそうなほどの幅はばと長さがある。

　もちろん牙も立派だが、その気になればリルの体を一ひと咬かみもせずに丸まる吞のみして、生きたまま喰らえるほどの巨きよ大だい狼おおかみだ。

「僕を、摘み取るというのは……つまり、殺すということですか？」

「詳くわしくはあとで説明する。まずは魔女の頭と体を引き離すぞ。蘇よみがえらないよう完全に息の根を止めるには、脳と心臓を別々の場所に違ちがう方法で葬ほうむる必要がある」

「は、はい……違う方法、ですか？」

「頭は土に埋めただろう。体は別の方法で葬るってことだ。とにかく乗れ」

　狼の姿のクラウスは、急せかすように背中の位置を低くする。

　伏ふせるに近い恰かつ好こうをした彼の背に、リルは怪我を心配しつつも身を寄せた。

　体は大丈夫なのかと……今度こそ訊きかけたが、傷口を目にするなり驚おどろいて息を吞のむ。

　馬のように乗れる背中をリルが跨またごうとした時点で、確かに存在していた傷の一つが唐とう突とつに塞ふさがったのだ。

　クラウスは聖せい獣じゆうなのだから、それほど驚くことではないのだろうが、通常では考えられない速さで治ち癒ゆするのを見ると、神の加護を感じずにはいられない。

　──忌いまわしい種族の僕とは正反対の……清らかなる存在。だから、時々とても考えているようだったり、迷っていたりして、僕を抱けなかったのかもしれない。魔ま物ものと交わるなんて、本来は考えられないこと……人間として生きてきた僕が思う以上に、クラウスにとっては重い罪だったに違いないから。接せつ吻ぷんをすることも、愛あい撫ぶをすることも全部が全部とても意味のある行為で……クラウスは神様に逆らいながら、僕に触れてくれていた。

　リルは狼のクラウスの背に跨がり、首に両手を回してしがみつく。

　彼は「お前は見なくていい、目を閉じていろ」と言うと、魔女の亡なき骸がらに向かって歩いた。

　たとえ見たくなくても、最後まで見届けなくてはいけない気がして、リルは少しだけ細めた目で首を失った骸むくろを見る。恐おそろしくて全身が強こわ張ばってしまったせいかクラウスに気づかれ、「目を閉じていろ」と強い口調で言われた。

　その通りにしても、見ているように情景が浮うかび上がる。

　リルを背に乗せたクラウスは魔ま女じよの骸に咬みつき、それを咥くわえたまま歩きだした。

　おそらく神しん妙みような顔をしているのだろう。

　魔女を退治できたからと言って、嬉しそうな顔はしていない気がした。

　しばらくすると歩みが速くなり、リルは夜風を顔に受ける。

　雪面を撫なでる風は冷たく、百合と血のにおいがした。

　──冷たいってことはわかるのに、寒いとは感じない。おばあ様が裸はだかでいられたみたいに、魔物として覚かく醒せいした僕も色々と変わってしまったのかな？　でも、クラウスの温もりは確かに感じられるし、気持ちいいと思える。とても温かくて上等な毛皮みたいで、こうしていると、クラウスが魔女の骸を咥えているなんて噓うそみたい。本当は何も起きていなくて、僕が……ただ珍めずらしい赤い目をしているだけの普ふ通つうの人間なら、どんなによかっただろう。

　リルは、遂ついに走りだした狼の首に摑つかまり、彼が北に向かっていることに気づいた。

　狼の走りは速く、リルの赤いマントがバサバサと音を立てて風に揺ゆれる。

　やがて、平地に近いほど緩ゆるやかな勾こう配ばいと小さな湖が見えた。

　山頂側には、二人が出会った見張り小屋がある。

「頭は土に埋うめたから、体は水に沈しずめる」

　魔女の骸を水際に横たえた狼は、身を屈かがめてリルを降ろした。

　独りになるなり全身をよく伸のばし、獣らしく腰こしばかりを上げたかと思うと、今度は逆に頭や前ぜん肢しを空に向けて伸ばす。おそらく、狼から人間への劇的な変化のためなのだろう。少しずつ慎しん重ちように体を馴な染じませていた。

　──月の光を受けて毛が艶つや々つやと光っている。まるでクラウスの髪かみみたい。

　リルの目前で、巨きよ大だいな狼の体は肉を削そぎ落したように細く小さくなっていく。

　そうは言っても人間としてはとても大きな部類の、筋肉質な青年の体に変わった。

　──凄すごい……聖獣にして、人じん狼ろうだなんて。角や尾が生えるくらいの変化とは、まるで違う。これほど完全に別の生き物になれるのは……存在自体が奇き跡せきだからなのかもしれない。

　狼の青銅ブロンズ色の毛は次し第だいに消えて、その下から同色の滑なめらかな肌はだが現れる。

　顔周りや腹側の白銀の毛は、髪や眉まゆや睫まつ毛げを含ふくむ体毛として残った。

　変化した時点では中ちゆう腰ごしに近かった体が、伸びやかに立ち上がる。

　人間の姿になっても、獣に等しい雄お々おしさを醸かもしだす筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体は、まさしく神の使いの聖獣そのものだ。その完かん璧ぺきな造形には、神の寵ちよう愛あいが感じられる。

　クラウスの裸ら体たいを初めて目にしたリルは、下がっていても雄々しい性器から視線を逸そらし、そわそわと浮き立つ心を抑おさえつけた。

　このような時だというのに、クラウスの美々しい肉体に欲よく情じようしてしまう自分が恥はずかしい。

　彼に軽けい蔑べつされて嫌きらわれるのが怖こわくて、顔ごと背そむけることで興味のない振ふりをする。

「骸が浮き上がらないよう、腹を切り裂さいて石を詰つめてから沈める必要がある。見張り小屋に行ってナイフを取ってくるから、目を瞑つむって待っていろ」

「は、はい」

　リルは魔女の骸の隣となりに立つと、小屋に向かう彼を見送った。

　目を瞑らずに、歩く彫ちよう刻こくのようなクラウスの後ろ姿を見つめ続ける。

　狼だった時とは違い、二本の長い脚あしで歩いているにもかかわらず、発達した首や肩かたや背中の筋肉に野性味を感じた。柔じゆう軟なんに動く盛り上がった腕うでや脛すね、高い位置にある臀でん部ぶ、これでもかとばかりに引き絞しぼられたウエストにも、狼の時の名残なごりがある。

　──クラウスは……次の満月までに俺を狼に変えてみろって、そう言っていて、今夜までに彼を本気にさせることができたら、種付けしてもらえる約束だった。それはつまり、彼と僕が愛し合い、秘密の結けつ婚こんをするということで……男同士で何をしても子は出来ないけれど、愛は生まれるかもしれないって、言ってくれた。クラウス、貴方は狼になるの？　人になったその姿で、狼になってくれるの？

　予想していなかった本物の狼にはなっていたが、男として狼になるのかならないのか、まだわからなかった。リルを殺す気はないようだったが、それが愛とは言い切れない。

　本来は敵である魔物を見み逃のがすのが精々だったとしたら……それだけで二人の関係は終わり、彼は去っていくのだとしたら、この先どうやって生きていけばよいのだろう──。

　クラウスが見張り小屋に入ったあと、見るべき物がなくなったリルは天を仰あおいだ。

　いつの間にか月が雲に隠かくれている。どんよりとした灰色の雲が地上に向かって下りていた。

　雪の王国ヴァルセントで育ったリルには、間もなく雪が降ってくることがわかる。

　赤いフードを摘まんで被かぶろうとすると、二本の角の存在を改めて感じた。

　それらを隠す意味でも深く被りたくなり、額に向けて引き寄せる。

　──夏になってから、初めての雪が降る……。

　フードを押さえつつ空模様を見たリルは、醜みにくいものを覆おおい隠してくれる雪を待つ。

　魔物に変わった自分自身も、血染めの雪も魔女の骸も、すべて白く塗ぬり潰つぶしてほしかった。

「雪が降ってきたな」

「はい……月の色も、わからなくなりましたね」

　ナイフの他ほかに、釘くぎのように太い針と、丈じよう夫ぶそうな糸を持って戻もどってきたクラウスは、リルに「小屋の方を向いていろ」と言った。そうして独り、魔女の骸の横に膝ひざをつく。

　彼一人に手間をかけさせたくなかったリルは、せめてとばかりに水際を歩き、どうにか持ち上げられるくらいの石をたくさん集めた。

　クラウスの周囲は残雪が多かったので、彼はリルが集めた重い石を受け取り、「手伝わせて悪いな」と言う。それは礼でもあったが、憐あわれみのような口調でもあった。

「いいえ、どうか……お願いします」

　切り裂く時も、詰める時も、縫ぬう時も、リルはクラウスの近くに立っていた。

　直視することはできなかったけれど、視界の隅すみで赤い物を捉とらえていた。

　これは断じて他人ひと事ごとではない。この魔女と自分は繫つながっている。

　リル自身は人を殺あやめていないが、魔女の孫には変わりなく……淫いん魔まとして覚醒したこの先のことを考えると、祖母と共に退治されて然しかるべきだと思った。

「沈めるぞ」

　縫ほう合ごうを終えたクラウスの言葉に、リルは「はい」とだけ答える。

　粉雪が舞まう中で、彼は異様に膨ふくれ上がった魔女の骸を押した。

　映る月を失くした湖に、波は紋もんが静かに、大きく広がる。水はとても澄すんでいて、途と中ちゆうまでは見届けることができた。細かな気き泡ほうを立てながら、骸は水底に吞のまれていく。

「──後回しにした話の続きをしないとな」

　湖の水で手を洗ったクラウスは、さらに雪を握にぎり締しめて首の辺りを洗い流した。

　青銅ブロンズ色の肌を水すい滴てきが滑すべり、背中には空から届いたばかりの雪が触ふれる。

　リルが被っているフードに積もり始めていたのか、彼は手を伸ばして撫でるように雪を払はらい、「毛皮なしの赤ずきんだけで、寒くないか？」と訊きいてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶです、ありがとうございます。寒そうなのは貴方あなたですよ」

「これくらいが適温だ。基本は裸だしな」

　クラウスは皮肉っぽく笑うと、見張り小屋の方に歩くよう促うながしてくる。

　フード越ごしに角にも触れられたリルは、クラウスの想おもいに期待せずにはいられなかった。

　このまま二人の時間が続くと信じて、夢を見てもいいのだろうか。祖母であった人と自分は別物として見てもらえると、信じていたい。もしもそれが叶かなわないのなら……何も気づかないうちに、夢の中で葬ほうむってほしい。

「このヴァルセント山脈は、ほぼすべてが聖域だ。本来は魔物を弱体化させ、封ふうじる力がある山だが……あの魔女はここに追いやられながらも大人しく封じられることはなく、山頂付近に住む人間を人ひと質じちに取り、自らの血で結界を作りだして囲い込んだ」

　クラウスと共に歩きながら、リルは見張り小屋のさらに先にある仄ほの赤い雪を思い描えがく。

「まさか、ストロベリースノーのことですか？」

「ああ、あれは悪あしきものを焼き焦こがしてヴァルセント人を護まもる結界ではなく、聖なるものを撥はね除のける呪のろわれた結界だ。人間や魔ま物ものは通れても、聖せい獣じゆうや聖者は通れない」

「そんな……っ、そんなことって……」

「お前達の聖書には、神が世界を使ったとか全知全能だとか書かれているようだが、実際には神にも力の及およばないものはある。あの魔女が結界内で国家を築き、なおかつ秩ちつ序じよを保ち、この山から下りない限りは見過ごすことになっていた。血族を喰らうことで強くなったあの魔女を、倒たおせる者がいなかったからだ」

　何もかも覆い尽つくしてくれる雪の下で、リルは赤いマントに隠れた尾おに意識を向ける。

　魔ま女じよを倒したのは紛まぎれもなくクラウスだが、リルが応戦しなければどうなっていたかわからない。どこまでも伸びるうえに槍やりのように尖とがる尾は、脅きよう威い以外の何物でもなかった。

「そういう些いささか情けない事情で魔女は放置されてきたが、そこに強い血族が誕生した。生まれながらに魔を宿す瞳ひとみを持ち、成長すれば男女問わず喰くい荒あらすことが可能な雄おすの淫魔だ。だが神が問題としているのは、淫魔が一人増えることではなかった」

「魔女が僕を食べて、進化すると困るのですね？」

「そうだ。魔女を倒すことはできなくても、進化だけは絶対に止めなければならない。魔物の最終形態は有ゆう翼よく種だ。そこまで進化すると封じ込めるのが困難になる。これまでとは違ちがって、国家の中で贄にえを籤くじで選ぶなどのルールに縛しばられる必要はまったくなくなり、欲よく望ぼうの赴おもむくままに街中で大量虐ぎやく殺さつして飛び立つことも容易になるんだ」

「──ぅ」

「因ちなみに、あれだけ強くても本来の力は出せていないはずだ。それはお前にしても同じことが言える。この山脈は聖域だからな、魔物の力はだいぶ制限されているんだ」

「進化なんてしたら……もし本当に翼つばさが生えたら、大変なことになっていたのですね」

　魔女の背に翼が生え、聖域から飛び立って本来の力を発揮し、ヴァルセントとは比ひ較かくにならないほど人口の多い国で暴れたら──それを考えるだけで、血の気が引いて足が竦すくむ。

　歩けなくなったリルに合わせて、クラウスも足を止めた。

　蒼サフ玉アイアの瞳で、真っ直すぐに見つめられる。

　祖母亡なき今、こうして見つめてくれるのは彼だけだ。

　祖母の目的が判明した今となっては、元より彼だけだったとも言える。

「俺の役目は……月が赤く染まるまでに、魔女に進化を齎もたらす危険な芽を摘つむことだった」

　青銅ブロンズ色の手が迫せまってきて、赤いフードに触れる。

　両手を使って頭を撫なでられ、そして角の形をなぞられた。

　嫌いやな物を触さわる手つきではなく、彼はそのまま額を寄せてくる。

「偶ぐう然ぜんか必然か、結界の外でお前と出会い、その時もそのあとも機会はいくらでもあったのに、お前を殺すことができなかった」

「クラウス……」

「殺せなかったんだ」

　こつんと当たった額から、彼の熱が伝わる。

　それはどうしてですか──と訊きたくても、嬉うれしくて何も言えなかった。

　訊くことで答えを得て、真実を知るのが怖こわい気持ちもある。

　理由など知らない方がいいのかもしれない。「淫みだらな淫魔の魔ま力りよくに負けただけ」と言われるよりは、何も知らずに幸せな気持ちを胸に刻んでいたい。

「今夜の籤でお前が贄になるのは読めていたから、誰だれも外出しない晩に魔女が結界の外に出て、お前を襲おそうのを待つしかなかった。刺さし違える覚かく悟ごで当たればどうにかなるなんて思ったのは、傲ごう慢まんかつ無む謀ぼうだったな。結局、独りでは倒せなかった」

　角に触れていたクラウスの手が、赤いフードの中に忍しのんでくる。

　今度は両頰ほおを撫でられながら、額に唇くちびるを押し当てられた。

　肉感的な唇の感かん触しよくに、体の奥が疼うずきだす。

「ありがとう……クラウス」

「礼は言わなくていいって言っただろ」

「殺さないでいてくれただけでも、感謝しないと」

　リルが少し無理をして笑うと、クラウスも同じような顔をした。

　好きだと告げられたわけではなく、純潔を奪うばわれたわけでもない。

　しかし彼の行動原理には確かに、言葉よりも信じられる愛があった。

　クラウスは覚かく醒せい前のリルと結界の外で偶然出会い、おそらくその時点では、絶好の機会だと思ったはずだ。彼の立場なら危険因子を迅じん速そくに取り除くべきであり、狼おおかみにならなくても簡単に実行できただろう。そうしていればクラウスは神の使いとして正しくいられたのに、実際には、バターに誘さそわれて標的と接せつ吻ぷんをして、愛あい撫ぶまでして、果ては王子としてのリルの資質を試ためし、理想の王となるために叱しつ責せきしたり教育したりと、摘み取るとは程ほど遠いことしかしていない。

　出会ってから今日まで、毎日欠かさずリルと結界の外で会っていたにもかかわらず、リルを殺さずにいたクラウスには迷いもあったはずだが、今夜、彼は遂ついに決意したのだ。

　安全な方法を選ばずに、命を捨てる覚悟で魔女と戦う道を選んだ。

　──魔女には勝てない可能性が高いことをわかっていながら、それを選んでくれた。たとえ無む茶ちやな方法であっても、そうすることでしか僕を生かしておく道がなかったから。

　どうして殺せなかったのか、そんなことは訊くまでもない。

　命いのち懸がけで生かそうとしてくれた、それが答えだ。

「リルアドリー王子」

　名前を呼ばれ、少し身を屈かがめた彼に見つめられる。

　赤いフードの中で頰や首や耳を撫でられて、またしても角の形をなぞられた。

　淫いん魔まの姿をしたお前でもいいと、そう言ってくれているのが伝わってくる。

「月が赤く染まる前に、狼に……なってくれましたか？」

「見ての通りだ。さっきも、今も──」

　青くても情熱的な目をした彼に、リルは利きき手を摑つかまれる。

　導かれた先には、驚おどろいて指が弾はじけるくらい雄お々おしい怒ど張ちようがあった。

「……ん、ぅ」

　見ての通りと言われても目にする隙すきはなく、斜ななめから唇を塞ふさがれる。

　静かに降る冷たい雪とは裏腹に、口づけは激しく熱っぽい。

　手の中にある彼の欲望も、燃え盛るばかりだった。

　──硬かたく、大きく、なっていく……。

　雪の上に押し倒され、貪むさぼるようなキスをされる。

　焦しよう点てんが合わないほど近くに白銀の睫まつ毛げが迫り、頭上には夜空が見えた。

　クラウスが仕える神はどこにいるのだろう。やはり天から見下ろしているのだろうか。

　この裏切り行こう為いによってクラウスが罰ばつを受けることがないよう、神に祈いのりながらも、リルは彼を求めずにはいられなかった。触れた性器を弄いじり、濃のう密みつな接吻を求めてしまう。

「ん、ぅ……」

「──ッ」

　唇を崩くずし合いながら、性急な動作で衣服を脱ぬがされる。

　雪の中でも裸はだかでいられる二人の体は、どちらも同じくらい熱い。

　赤いマントとブーツだけの姿になった時、リルは自らの匂においを知った。

　魔女の香こう気きほど強くはなかったが、百合ゆりの花によく似た香かおりが漂ただよっている。

『百合は純潔の象しよう徴ちようでもあり、見た目こそ清らかだけれど、その香りは官能的なものなのよ。清く正しい振ふりをして優やさしげに微笑ほほえみながら、男の精を吸い尽くすの……』

　魔女の言葉が頭を過よぎり、否いや応おうなく己おのれの欲よくの矛ほこ先さきを知った。

　淫魔として覚醒した体が何を求めているのか、本能が教えてくれる。

「……クラウス……貴方あなたを……っ、ください」

　唇が離はなれるなり、リルは身を捩よじらせた。

　手にしていたクラウスの性器に顔を寄せるべく、雪の上を這はう。

「あ、ぁ……僕のクラウス」

　彼はリルの動きに応じて膝ひざで立ち、腰こしを前に出す体勢を取ってくれた。

　他者の性器を目にしたのが初めてだったリルは、その雄々しさに驚きを禁じ得ない。

　それと同時に己の大だい胆たんな行為を恥はじらう気持ちも湧わいたが、クラウスの精を吸いたい欲望は如何いかなる感情をも凌りよう駕がした。

「リルアドリー……ッ」

　白銀の茂しげみから聳そびえ立つ青銅ブロンズ色の肉棒に、リルは愛を籠こめて頰ほお摺ずりする。

　尖とがった爪つめで傷つけないよう丁てい寧ねいに扱しごいて、雄おすの匂いを存分に嗅かいだ。

　舐なめたくてたまらなくなって舌を伸のばすと、自分の歯に違い和わ感かんを覚えて、犬歯が牙きばのように伸びているのを自覚する。

　無防備な性器を、鋭するどい爪を持つ淫魔の指で触ふれられるのも、牙のある口で舐め吸われるのも本来なら避さけたいことだろうに──クラウスはリルの望むままに欲望を晒さらし、尊い身を惜おしみなく与あたえてくれる。

「くぅ……ふ、ぅ」

　クラウスの信しん頼らいに応こたえたい気持ちと、咬かみついて血まで吸いたい欲望を練り合わせたリルは、彼の性器を舐め尽つくす。

　大木の幹を彷ほう彿ふつとさせる太い根元から、熱く滾たぎる血潮で張り詰つめた筋を辿たどって、括くびれに影かげを落とす雁かり首くびを上下の唇で挟はさんだ。そうして舌を鈴すず口ぐちまで伝わせ、小さな肉にく孔あなを舌で刺し激げきしたり、重量感のある亀き頭とうに熱ねつ烈れつな接吻を繰くり返したりする。

「ん、ん、ぅ」

　怒張したクラウスの性器はリルの口には大き過ぎて、容易に口に含ふくむことはできなかった。

　それでも、どうにかして彼に快楽を与えたくなる。この孔から精液が放たれるのだと思うと、突つきだした腰が熱を帯び、それを飲みたい衝しよう動どうに駆かられた。同じくらいの強さで、双そう丘きゆうの間に彼を迎むかえ入れ、体の奥深くに子種を注ぎ込んでほしい願望もある。

「──ッ……」

　揃そろえた唇を亀頭に当て、ちうちうと吸うとクラウスが反応した。

　リルは視線を上げ、自分を見下ろしている彼と目を合わせる。

　舞まい散る雪を背負う彼が、官能に耐たえているのがわかった。

「は、ふぅ、っ」

「……リル」

　クラウスは真っ白な息を吐はきながら、リルの赤いフードに触れる。

　もっと顔を寄せるよう求められているのを察したリルは、しかしクラウスがこれまでにしてくれたようにはできなかった。口の大きさも性器の大きさも違ちがうのだから、どうにもできないこともある。ましてや犬歯が発達している今の状態では、とてもかぶりつけない。

「ん、く、ふ……っ」

　それでも彼を悦よろこばせたいと強く思っていると、尾おが勝手に伸びてくる。

　黒く細い淫魔の尾の尖せん端たんは、槍やりのように硬くすることもできれば、蜥蜴とかげの尻尾しつぽの如ごとく柔じゆう軟なんに動かすこともできた。その性質を頭で考えたわけではなかったが、リルの尾は極きわめて柔やわらかく生き生きと宙を躍おどり、クラウスの腰に何周も絡からみつく。

「は、ぅ、く……っ」

　引き寄せたクラウスの股こ間かんに顔を埋うずめたリルは、幹の根元に連なる双そう玉ぎよくに唇くちびるを寄せた。

　そこに精が潜ひそんでいると思うと、後こう孔こうの疼うずきがますます激しくなっていく。

「ん、あ……っ、ふ」

　袋ふくろに包まれた双玉の片側を口に含みながら、リルはクラウスの性器を尾で締しめ上げた。

　ぐっと力が入ったのを感じると、興奮のあまりさらに快楽を与えたくなる。

　今度は無意識に尾を動かすのではなく、自分がクラウスにしてもらった際に我を忘れるほど心ここ地ち好よかったことを、何倍にもして返したいと思った。

「は……ふ……ぅ」

　リルはクラウスの性器を再び舐め上げ、全長に巻きつけた尾の尖端を鈴口に向ける。

　切り捨てられた蜥蜴の尻尾のように暴れる尖端を、肉孔の中へと忍しのばせた。

「リル……ッ」

　クラウスの腰が引けた途と端たんに、管の中から透とう明めいな蜜みつが溢あふれだす。

　彼の腰に巻いた尾の力を強めたリルは、体ごと性器を引き寄せて雫しずくを吸った。

　一ひと滴しずくも零こぼさずに舐め取ると、魅み惑わく的な味の先に本当に求めている物の味が見えてくる。

　ただでさえ火照ほてっていた体が強きよう烈れつに熱くなり、理性が飛びそうだった。

「クラゥ、ス……もう、くださ、ぃ」

　もしも完全に理性が飛んだら、咬みついて血まで求めてしまいそうで……リルはクラウスを見上げながら懇こん願がんする。

　それは彼もわかっていると思われたが、相変わらずリルの牙や尾を恐おそれることなく体を預け、絶頂に向かう時間を愉たのしんでいた。決して余よ裕ゆうがあるわけではなく、眉み間けんがきつく寄っていて、その時が近いことが表情から読み取れる。

「リルアドリー……一滴も零さず飲めよ。これから先の人生、お前は他ほかの誰だれにも手を出してはならない。俺の体だけを糧かてにして、生きていくしかないんだからな」

「ぐ、ぅ……ん、うぅッ」

　肉孔から管に忍ばせた尾を不規則に動かしながら、締めつけたり舐めたりを繰り返すうちに、リルはクラウスに引き寄せられる。頭を押さえられ、性器の先を喉のど奥に向けられた。

「──ッ、ゥ……！」

「んん、ぅ、ん──ッ」

　告げられた言葉を胸に刻んだのは、喉奥に熱い精を放たれたあとだった。

　零すなと言われても難しいくらいに、どっぷりと流れ込んでくる。

　精液でなかったら嚥えん下げが追いつかないほどだったが、淫いん魔まの体はこれを逃のがす造りにはなっていないらしい。口内のあらゆる粘ねん膜まくから吸収して、すべてを養分に変えていた。

　──クラウスのは……物もの凄すごく濃こくて、力が漲みなぎっているのがわかる。僕の血となり肉となり、命そのものを支えてくれる。クラウスが聖せい獣じゆうだからなのか、僕が愛した人だからなのかわからないけれど、頭の芯しんがくらくらするくらい美味おいしくて……。

　異性と交わることで新しい命を生みだす精液は、淫魔にとって命の糧になる。

　誰かに教えられなくても、満ち足りた体が知っていた。だから何も不安はない。

　同種の仲間が一人もいなくても、クラウスが一いつ緒しよなら前だけを見て生きていける。

　偽いつわりの優しさをくれた祖母も、求め続けた幻まぼろしの母も要いらない。

　クラウスの体液と愛情を糧として、これからも生きていこう。誰も傷つけず、お互たがいの身を他の誰にも触れさせずに、清く淫みだらに生きていきたい。

「ん、ぅ……あ、ぁ！」

　クラウスの味に恍こう惚こつとしていたリルは、尾を緩ゆるめるなり組み敷しかれた。

　見張り小屋で睦むつみ合っていた時とは違い、クラウスが求めたのは獣の交わりだ。

　純白の雪の上でリルを四つん這ばいにすると、赤いマントの裾すそを腰まで捲めくり上げ、剝むきだしの尻しりを左右同時に鷲わし摑づかみにする。

「う、ぁ……ッ、クラウス」

「雄なのに、ここから蜜が溢れてる。淫らな百合ゆりの香りも高まって、お前に酔よいそうだ」

「ひゃ、ぁ、ぅ」

　萎しおれるのことのない性器を後孔に当てられ、リルはフードを被かぶった頭を上下に振ふった。

　硬かたくて熱い物が狭はざ間まを行き来するだけで、収縮する孔から淫いん蜜みつが溢れだすのを感じる。

　それは鈴口の先から滴したたる先走りと、ほとんど変わらない質感の物だった。雄でありながらも雄の精を容易に搾しぼり取れるように、体が淫魔として覚かく醒せいしたのだ。

　これまでどんなに指で突かれても、内外を巧たくみに解ほぐされても、リルの孔から蜜が出ることは一度もなかった。それが今では、腿ももの内側に伝うほど濡ぬれている。

　おかげでクラウスの指が、バターを使っている時と同じくらい滑なめらかに入ってきた。

「──リルアドリー……約束通り種付けしてやる。どれだけたくさん子種を注ぎ込んでも子は出来ないが、俺が完全にお前の物になるための交わりだ」

「クラウス……どうか、僕の……純潔を……」

「ああ、俺に穢けがされ、俺を穢せ」　>>>♥

　触れた雪をたちまち溶とかす双丘を、大きな手で摑まれたまま開かれる。

　蜜みつ濡ぬれた後孔に当てられた亀頭が、ずぷりとめり込んできた。

　過か敏びんな肉と肉が触れ合い、擦こすれ合って快楽が生まれる。

　一つになれた実感に、痛みなど彼方かなたに飛んでいってしまった。どこかしらにあるにはあるが、クラウスに抱だかれる悦びに比べれば大したものではない。

　それよりも、彼が「……ッ」と息を詰め、明らかに感じていることの方が大切だった。

　昨日までは裸はだかを見せず、股間が昂たかぶっているかどうかすら明確にしてこなかったクラウスが、神を裏切る覚かく悟ごで淫魔を抱いているのだ。聖獣として許されない行こう為いに手を染め、穢れる道を選んでくれた。

「あ、ぁ……ふ、あぁ……っ」

「リル……ッ、リルアドリー」

　湖と見張り小屋の中間に位置する雪原で、リルは獣の体勢で彼に抱かれる。

　人間の姿をしていても、もし仮に普ふ通つうの人間だったとしても、彼は今まさに狼おおかみだ。

　リルの細ほそ腰ごしを摑み、斟しん酌しやくを加えながらもリルのためだけではなく自分自身の快感も求めて、腰こしを揺ゆらしている。リルの純潔を奪うばい、交わることに悦びを見いだしていた。

「や、ぁ……あぁ……い、ぃ」

「──ッ、ハ……」

　体中で最も過敏になっている場所にクラウスを迎えたリルもまた、悦えつ楽らくに溺おぼれていく。

　自ら濡れる淫魔の体は、猛たけ々だけしい雄おすの象しよう徴ちようを誘さそい込んで絡みついた。

　自身と人間の体の違いなどリルにはわからないが、指を挿そう入にゆうされていた昨日までの自分は、異物を押しだそうとする動きを見せていたように思う。それが今は引き寄せてはきつく捕とらえ、彼を放すまいとして縋すがっていた。

「あ、ふ……ぅ、あぁ……ッ！」

「──恐ろしいな、この体……今、初めて……お前を怖こわいと思う」

「や、ぁ、ぅ」

　恐ろしいだの怖いだのと言われると、角や尾おや牙きばを持つ異形の身を忌いみ嫌きらわれているようで少し不安にもなるけれど、リルはクラウスを信じていた。

　今、リルの腰を突つき上げて官能的な吐と息いきを繰くり返している彼が、悪い意味での恐きよう怖ふを感じているわけがない。現に身を穿うがつクラウスの欲よく望ぼうはますます以もつて硬くなり、熱くなり、中で反り返って抽ちゆう挿そうのたびに感じるところを刺し激げきしてくる。リルの腰を摑んで引いたり押したり、獣のように荒あら々あらしく奥を突きながらも、一方的なものではないのだ。本当にリルを恐れているなら、こんなふうに快楽を分かち合う抱き方をするわけがない。

「いい子のままでいると……っ、知ることができない快楽もある。悪い子だからこそ得られる快楽を知ったら、いい子には戻もどれない──お前に、そう言った言葉が……今、これ以上はないくらい、自分に返ってきている……ッ」

「ん、う、あ……ぁ、貴方あなたも……悪い子に、なって」

「子ではないが、悪い男には……もう、なっている。神を裏切り……っ、淫魔を愛した」

「──っ、ぅ、あ……！」

　愛の言葉を口にした瞬しゆん間かん、クラウスは上体を低めてさらに激しく腰を寄せてくる。

　彼に摑まれた腰や尻肉に、尖とがり始めた爪つめが食い込む感かん触しよくがあった。

　体内にある性器の形も、俄にわかに変化したのがわかる。

「ひ、あぁ……もぅ、いっぱい、に……あぁ！」

　先せん端たんがさらに膨ぼう張ちようして、リルの肉にく壁へきに重々しい衝しよう撃げきを与あたえた。

　交こう尾び中に雌めすを逃にがさないようにする雄おす狼おおかみの性器のように、瘤こぶに似た形に膨ふくれ上がって、種を注ぐための準備をしている。

「クラウス……ッ、あ、ぁ……好き、貴方が好きです……っ」

　交わりの最中に本物の狼へと近づいていき、そうすることで想おもいを示してくれるクラウスに突き上げられながら、リルは恍惚の時を迎むかえる。淫魔の命の糧となる精を注ぎ込まれる前から、十分に心が満ちていた。　>>>♥

「あ、く、ぁ……ッ」

　揺れる赤いマントの陰かげで雪の上に精を放ち、リルは顔を後ろに向ける。

　柔やわらかな尻肉を幾いく度どとなく潰つぶされながら、クラウスと視線を繫つないだ。

　腰は折れそうなほど撓しなったが、痛みすらも悦楽へと昇しよう華かしていく。

「……ッ、リル……！」

　耳を尖らせ、牙を剝いて腰を揺らす彼の激しさに、嬌きよう声せいを上げることもできなかった。

　二度目の極きわみに上り詰つめた時、クラウスはリルの最さい奥おうで腰を止める。

「──ッ、ゥ……！」

「あ、熱い……っ、あ、ぁ！」

　体の奥の奥に彼を感じた。交わりの証あかしを、たっぷりと注ぎ込まれる。

　乱れる白い息を重ねていると、クラウスに唇くちびるを塞ふさがれた。

　互いの牙を舐なめながら舌を絡からめ、唾だ液えきを交かわす。

「ん、ふ……ぅ、く……」

「……ッ、ン」

　体内で脈動する彼が愛いとしくて……強い雄の精液を取り込めたことが嬉うれしくて……リルの体は、最高の歓かん喜きの中で一つの進化を遂とげていた。これまではどうしたら人の姿の戻れるのかわからなかったが、今はわかる。クラウスと口づけながら、牙を通常の犬歯に戻すことができた。

　フードで隠かくしていた大きな角も、尖った爪も黒い尾も、すべてを収められるようになる。

　あの魔ま女じよと同じく、人間の振りをしながらこの国で生きていけるということだ。

「ん、あぁ……っ」

　穿たれたまま脚あしを掬すくわれたリルは、体を仰あお向むけに返される。

　まだ繫がっていられることに幸福を感じていると、クラウスの顔が見えた。

　降り続ける雪空の下で、彼はおもむろに瞼まぶたを閉じる。

　青銅ブロンズの瞼とは対照的な、白銀の睫まつ毛げに目を奪われずにはいられなかった。

　少し開いた唇の間から覗のぞく白い牙は、リルの牙と同様に、人間らしい短さになっていく。

「淫らで可愛かわいい赤ずきん、この責任は……取ってもらうぞ」

「──クラウス？」

　皮肉っぽく笑いながら、クラウスは瞼を上げる。

　これは、神との約束だったのだろうか。

　聖せい獣じゆうであったクラウスが、大罪を犯おかしたことで何を失い、これから何者になるのかリルには知る由よしもなかったが──現れた双そう眸ぼうは、超ちよう然ぜんとした青から徒ただ人びとの如ごとき褐かつ色しよくに変わっていた。








エピローグ









　国王として即そく位いしてから三年が経たち、リルアドリー・レイモンド・ヴァルセントは、薔ば薇らが咲さき誇ほこる中庭で遠とお縁えんの子供達に囲まれていた。

　今や、この上なく美しい王と称たたえられるほどの麗れい人じんに成長したリルだったが、不測の事態が起きた時に備えて、王になっても赤いフード付きのマントを愛用している。

　三年前の夏、悪あしきものを焼き焦こがす結界と、その目印とされていたストロベリースノーが一夜にして消しよう滅めつし、さらには女王と第一王女の骸むくろなき死によって国は大混乱に陥おちいりかけたが、弱じやつ冠かん十六歳で国王になったリルによって統治され、やがて落ち着きを取り戻した。

「気高い女王様は、贄にえを決める公平な籤くじの結果に従い、大切な孫である王子を泣く泣く狼王に捧ささげました。けれどもそれで終わりではありませんでした。女王様は御ご自分の立場を考えて、どうにか耐たえなければと思い悩なやんでいたのですが、やはり耐えられなくなってしまい、王子の母君である王女様と一いつ緒しよに、こっそり城を脱けだすことを決めたのです。勇ゆう敢かんにも、銀の弾たまを込めた猟りよう銃じゆうと銀の長ちよう剣けんを携たずさえて、女王様と王女様は聖なる結界の外へと旅立ちました」

「わぁ……凄すごい、いつ聞いても興奮するお話ですよね。女の方なのに、物もの凄すごく勇敢で」

「ええ、本当に素す晴ばらしい方々です。王子のために、命いのち懸がけで狼王と戦ったのですよ」

　十九歳になったリルは、年とし端はのいかない男女の子供達に微笑ほほえみかける。

　芝しばの上で輪になって、久しぶりに手ずから焼いたヘーゼルナッツと林りん檎ごのビスケットを振ふる舞まった。

　子供達はいずれも王位継けい承しよう権を持ち、王族の一員ではあるものの、現在のヴァルセントには王位継承順位が明確に定まった王族が老人しかいないため、リルにはこの子供達の中から次の国王に相応ふさわしい者を見み極きわめて養育するか、自身の子を作る義務がある。無論、後者が圧あつ倒とう的に理想とされているため縁えん談だんが尽つきなかったが、リルはすべてを頑かたくなに断っていた。

「必死で戦った女王様と王女様は、狼王に銀の銃じゆう弾だんを当てることができたのですが……何しろ大きな狼おおかみでしたから、残念ながらそれだけでは倒たおせずに、ぺろりと食べられてしまいました。ところが、欲よく張ばった狼王は罰ばつを受けます。水を飲もうとして湖に近づいた途と端たんに足を滑すべらせ、水底に沈しずんでしまったのです」

「王様、狼は泳げるって聞いたことがあります。浮ういてはこなかったのですか？」

「はい。女性とはいえ人間を二人も食べた狼王のお腹なかは大きく膨らんでいて、泳げないくらい重かったのです。そのまま水底に沈み、二度と浮いてきませんでした」

「それからは、山に狼がいなくなったのですね？」

「まったくいないというわけではありませんが、魔ま力りよくを宿した巨きよ大だいな狼はいなくなりました。普ふ通つうの狼は稀まれに出ますから、山に入る時や森の中では気をつけなければなりません」

　午後の光の中で、リルは仄ほの赤い血の月に心を寄せる。

　わずか三年前のことにもかかわらず、子供達にとってもリルにとっても、すべては遠い昔の話になっていた。ヴァルセント王国の近代史ではなく、「昔々あるところに……」から始まる、作られた物語のようでもある。助けられた王子が現国王だということを理解していない子供も多いくらいだった。

「狼王を退治したことで、聖なる結界は必要なくなり、五百年間もヴァルセントを護まもっていたストロベリースノーは一夜にして消え去りました。もちろん贄を捧げる必要はなくなり、民たみは悪しきものに怯おびえることなく、穏おだやかに暮らせるようになったのです。悪い狼が消えたことで外交も盛んになって、希少な鉱物の取引により、国は少しずつ豊かになりました」

　リルが話し終えると、子供達は小さな手で拍はく手しゆをする。

　この話をしたのは初めてではなかったが、何度話しても彼らはそのたびに目を輝かがやかせ、手を叩たたきながら平和を喜んだ。

　リルの赤い瞳ひとみを怖こわがって、さりげなく視線を逸そらす子供もいる一方で、幼い頃ころから見ているうちに慣れてしまい、気にせずに目を見て話してくれる子供もいた。

　リルはこうして未来の担にない手と共に過ごしたり、可能になった外交に力を入れたり、国内の村々を視察して民の声を聞いたりと、国王の務めを懸けん命めいに果たしている。

　民のために身を捧げることが、贖しよく罪ざいだと思っていた。

「陛下、確かに平和にはなったけれど、血の月の晩には魔ま物ものの力が強くなると聞いています。来月は三年ぶりに完全な血の月になるって、僕の家庭教師が言っていました」

　博識を少し誇りに思っているらしい少年の言葉に、他ほかの子供が「それは恐おそろしい話だね」「狼王が復活したら王様と戦うのかな」「もし負けたらどうなるの」と不安を口にする。

　彼らのやり取りを静かに見守りながら、リルは狼王ではなく魔女の姿を脳のう裏りに描えがいた。

　あれから満月は何度もあり、血の月に近い満月もあった。

　魔力を高める光が水底に届いたら……或あるいは土の中まで届いたら、誰だれもが震ふるえ上がるような災わざわいの日が来るのだろうか。とてもそうは思えなかったが、あれから初めての完全な血の月を来月に控ひかえ、気にならないと言えば噓うそになる。

「あ、王様の先生だ！」

「本当だ、王様の先生がいらした！　背が高くて、脚が長くて恰かつ好こういいなぁ」

　幼い頃から異人を見慣れている子供達は、城の中庭に現れた青年の姿に興奮した。

　外交が盛んになってきたとはいえ、青銅ブロンズ色の肌はだに白銀の髪かみの者は珍めずらしい。格別に目立つ彼の名は、クラウス・グラント。国王が異国を知るための教師として雇やとわれている青年だ。

　実質的には宰さい相しようも同然であり、リルとしてはせめて貴族位を与あたえて、数多あまたいる大臣の一人に任命したいくらいだったが、彼は「異人に位や権力を与えてはいけない。今のヴァルセントはそこまで成熟した国ではない」と冷静に判断して、固辞していた。

「クラウス……今の話を聞いていましたか？」

「聞こえたね、狼並みに耳がいいから」

　体に合ったシャツと脚衣に革かわのブーツを合わせている彼は、いつ見ても惚ほれ惚ぼれする逞たくましい体で、颯さつ爽そうと歩いてくる。リルが中心になっていた輪の傍そばで膝ひざをつくと、寛くつろいだ姿勢を取り、小さな王族一人一人に目を向けた。

　クラウスに見つめられた子供達は、「王様の先生」が出す答えをじっと待っていたが、彼は何も答えず、おもむろにリルの目を見み据すえる。

「もしも、湖に沈んだ狼王が蘇よみがえるようなことがあったとしたら、その時はどうするんだ？」

　リルにとって、教師であり、秘密の夫であり、唯ゆい一いつの生いき餌えでもある愛いとしい人の問いを受けて、リルは惨さん劇げきの夜を思い返す。あの夜は、本当につらくて、悲しくて、申し訳なくて……そして最高に幸せな夜だった。

「──そうですね、もし万が一そんなことが起きたら……僕が命懸けで戦いましょう。熊くまより大きく馬より速く走る獣に跨またがり、魔ま……狼王の、お腹を裂さきます。そこに重たくて大きな石をたくさん詰つめ込んでしっかりと縫ぬい合わせ、二度と浮き上がらないよう、沈め直します」

　あの夜の石の重みを掌てのひらに感じながら、リルは口角を上げる。

　何も心配せず僕に任せて──という意図があっての笑えみだったが、甚いたく恐ろしかったのか、子供達の何人かは火が点ついたように泣きだして、一目散に逃にげ帰ってしまった。

　その一方で、国王に気に入られたいあまり耐える子供や、「熊よりも大きくて、馬より速い獣けものってなんですか？　城のどこかで飼われていますか？」「飼われているなら見たいです！　餌えさやりとかさせてください！」と、興きよう味み津しん々しんで訊きいてくる子供もいて、反応は様々だ。

「いいえ、残念ながら飼ってはいません」

「隠かくれるのが上手うまいだけで、案外そこらをうろついているかもしれないぞ。いい子でいないと頭から丸ごと喰くわれるかもしれない。精々気をつけるんだな」

　クラウスが上げた両手をぐわりと開き、獰どう猛もうな獣を真似まねて脅おどかすと、度胸と好こう奇き心しんに満ちた子供達は笑いながら逃げ回った。「王様の先生、顔が怖いです！」「本当に食べられそうっ」と、変声期前の高い声で叫さけんで走る様は、無む邪じや気きな仔こ犬いぬのようで微笑ましい。

「半分は夢ですけれど、命懸けで戦うというのは本当ですよ。だから心配しないで、この国を好きでいてくださいね」

　リルの言葉に、残っていた全員が安あん堵どの笑みを浮かべた。

　そんな彼らを見送ったあとで、リルは中庭でクラウスと二人きりになる。

　人目のある場所では手を握にぎることさえできないが、ただ一緒にいるだけでも幸せだった。

「あの子達が想像もつかないくらい大きな獣が本当に現れたら、どうするんでしょうね。もし檻おりに入っていたとしても、きっと腰こしを抜ぬかしてしまいます」

「そうだな、けどまあ……旨うまいバターを捧げれば襲おそわれはしないだろう」

「あ、そうですね。上等な白いバターをあげればすぐに懐なつきますよね？」

「いや、懐くかどうかは人によるけどな」

　ふっと笑ったクラウスと見つめ合いながら、リルは後ろに流していた赤いフードを被かぶる。

　血の月のことや、悪あしきものが万が一復活した際の血ち腥なまぐさい戦いと残ざん虐ぎやくな葬そう送そうを思うと、妙みように血が騒さわいで角が生えてきそうだった。満月が近づくたびに血を見たくなる自分がいて……病に少しずつ蝕むしばまれるかのように、変化している気がする。

「大だい丈じよう夫ぶか？　フードを被らないと危あやういのか？」

「大丈夫です。貴方あなたがいてくれる限り、僕は正気でいられますから」

　ありのままの想おもいを口にすると、クラウスの手で肩かたを抱だき寄せられた。

　誰かに見られても友情だと思われる程度の接せつ触しよくだったが、心を落ち着かせるには十分だ。

　よくある色の瞳になった彼は、一見すると神に見放されたかのようだが、実際は違ちがうのだということをリルは察していた。

　彼の立場も役目も、以前と何も変わらない。

　独りになったら正気を失い、満月の下で何をしだすかわからない生き物と添そい遂とげて、その愛によって数多の命を守っている。穢けがそうにも穢し切れない、不ふ屈くつの聖獣だ。

「本当に、ありがとうございます」

「……ん？　なんだ、藪やぶから棒に」

「いつも思っていることです。それに、貴方にだけ言っているわけではありませんよ」

　リルが悪戯いたずらっぽく笑うと、クラウスは周囲を見回す。

　他には誰もいないので不思議そうな顔をしながら、鼻を鳴らして嗅きゆう覚かくを高めた。

「誰もいないぞ。薔ば薇らの花と、土や草や木の匂におい……あとは誰かさんの、たまらなく官能的な百合ゆりの香かおりがするくらいで……あ、厨ちゆう房ぼうからバターの匂いもする」

「──なんだか、最後が一番いい表情ですね。妬やけます」

「お前はバターに嫉しつ妬としてばかりだな。比べようもないのに」

「いつも負けている気がするからですよ」

「いつもってことはないな、時々だ」

「時々は負けているのですか？」

「うーん、引き分けは稀まれに……いや、ないな」

「もう黙だまってください。今夜もバターと一いつ緒しよにお召めし上がりいただければ光栄です」

　陽光の下でクラウスと笑い合ったリルは、青空を見上げて神に祈いのる。

　罪深い身だということは重々承知のうえで、それでもリルは、彼を与えてくれた神に感謝の祈りを捧ささげずにはいられなかった。








あとがき









　こんにちは、または初めまして、犬いぬ飼かいののです。

　ルビー文庫様での三冊目になります本書、『赤ずきん王子』をお手に取っていただきまして、ありがとうございました。




　これまでＫＡＤＯＫＡＷＡ様から『人魚姫の弟』『白雪姫の息子』『シンデレラ王～罪を抱く二人～』という官能童話ＢＬシリーズを出していただきまして、今回は赤ずきんを題材にしたものになりました。

　ビジュアル的に、映画の「（大人になった）赤ずきん」に出てきたような裾すその長い赤ずきんを着せたかったのですが、そうなるとずきんというよりフード付きマントという感じになるので、フードとずきんという言葉が混在してしまいました。ずきんと言うのはクラウスだけなので、作中にも書きましたように、そこだけは異国の言葉だと思ってください。




　原作の赤ずきんちゃんは迂う闊かつで自制の利きかない少女で、「大人の言いつけを守らずに油断していると酷ひどい目に遭あいますよ」という教訓の物語ですから、リルを如何いかに迂闊で、ふわふわした王子に書くか……その点が難しかったです。結局いつも通り、攻せめのフォローができるくらい頼たのもしい感じになってしまいましたが、このくらいでよかったのかなとも思っています。




　イラストに関してですが、笠かさ井いあゆみ先生のイラストで、豪ごう華かな赤ずきんを被かぶる美少年と、青銅色の肌はだに銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの雄お々おしい美青年が見たい一心で書いていましたので、想像を遥はるかに上回る美び麗れいで素晴らしいイラストを描かいていただき、震ふるえるほど幸せです。

　笠井あゆみ先生、関係者の皆みな様さま、本当にありがとうございました。




　最後になりましたが、本書をお手に取ってくださった読者様に心より御お礼れい申し上げます。

　どうかまた、お付き合いください。
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